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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　今日も天空の箱はこ庭にわで、運命の女神フェイタルは賽さいを振る。

　緑に輝く長い髪を二つに束ねた少女の出で立ちで、女神は賽を振り続ける。

　でも遊んでいるわけじゃない。

　これは彼女の仕事だから。

　幾いく百ひやく、幾千、幾万の、軽くて小さな賽を振り、人の人生を左右する。

　それが女神の仕事だから。




　彼女が振る賽は六ろく面めん体たいじゃない。

　六面では選択肢が少なすぎ。

　彼女が振る賽は五百面、六百面、ときには千面もある。

　それだけ面の数が多いと、もうほとんど球形と変わらない。

　なのに女神の賽は、はっきり出で目めがわかる。




　女神は毎日、賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。

　幾百、幾千、幾万個。




　女神は出た目に興味がない。

　どんな目が出ても。

　それで誰だれかの人生が変わっても。

　あるいは少しも変わらなくても。

　女神には関係のないこと。

　けれど出た目には強い強制力があって。

　それこそが運命と呼ばれる力。




　誰も女神の力から逃れられはしない。

　強大な権力を持つ王も。

　一いつ騎き当とう千せんの兵つわものも。

　神に仕える聖せい職しよく者しやも。

　莫ばく大だいな富を持つ大商人も。

　なんの力もない市し井せいの民も。

　市井の民からでさえ蔑さげすまれる乞こつ食じきも。

　逃れることなどできはしない。




　運命の女神の力は等しく皆に働いて。

　地位や財力、年齢や性別も無関係。

　英雄だろうと太刀打ちできない無む類るいの力で。

　今日も女神は賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。

　幾百、幾千、幾万個。




　そして誰かの人生が劇げき的てきに変わり捻ねじ曲まがり。

　誰かの人生が同じように続き繰り返し。

　誰かの人生が唐突に最後の最さい期ごを迎え。




　女神が振った賽の目はなに？

　それは誰の運命で？

　それはどんな運命で？

　変わるの？　同じなの？

　続くの？　終わりなの？




　答えを知る者はどこにもいない。

　運命の女神でさえ知らない。

　知る必要などないのだから。




　それでも運命の女神は賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。




「あ」

　驚いたフェイタルは小さな声を上げ、思わず賽を振る手を止める。

　一個の賽が天空の箱庭の芝生しばふの上を止まることなく転がり続け。

　そして、そのまま庭の一いち隅ぐうへと消えてしまったのだ。

　フェイタルは賽が転がった方向を目で追いかけていたが。

　賽を見失うと、やがて意を決して立ち上がった。

　彼女が身に着けている極薄の裳もが箱庭を吹き抜ける透明な風に揺れる。

「おかしいわね、振った賽が止まらないだなんて、ふつうはあり得ないのに」

　困惑を顔に貼り付けたフェイタルは足下に注意しつつ、ゆっくりと歩いていく。

「賽をなくしたりしたら、運命の手から逃れる人間が現れちゃう。それは大問題だもの。ちゃんと見つけないと」

　女神は賽を見失った辺りで四つん這ばいになって。

　そのまま芝生を手でかき分けつつ進んだ。

　そして、少し行ったところで一個の賽を見つけた。

「あった、あった」

　右手で賽を摘つまんだフェイタルは、上体を起こし、それを眼前に持ち上げる。

「これは……まぁ振り直しね」

　そうして彼女は立ち上がり、引き返そうとしたとき。

　少し離れたところに、もう一つ、賽が転がっているのに気がついた。

「あら？　転がったのは一個だけだと思ったんだけど……」

　フェイタルは怪け訝げんそうな顔でそちらへ歩み寄り。

　腰を屈め膝ひざを曲げ、落ちていた賽を左手で拾い上げる。

「違うわね。これは……」

　賽の目は、出目がはっきりわからないほど薄れていた。

「長年、ここで風雨にさらされていたって感じだけど。でも、そんなことがあるの？　どういうことなのかな」

　フェイタルは左手の指で摘んで眼前に掲げた賽を、上下左右から覗のぞき込む。

　けれど超多面体の賽に刻まれた数字は、そのどれもが摩ま耗もうしていて判然としない。

「よく……わからないわね。でも、ま、見つけたのだから振るしかないか。人の運命を司つかさどる運命の女神わたしとしては。それがお仕事なんだから」

　フェイタルがその賽を睨にらみつけると、彼女の瞳が緑色に光り。

　同時に、薄く掠かすれていた賽の数字が、くっきりと浮かび上がってきた。

「これでよし、と」




　元の場所まで戻ってくると。

　フェイタルは二個の賽を他の賽と混ぜ合わせ、手で掬すくい、転がした。




　フェイタルは賽を振った。

　日が暮れて、天空の箱庭が黄昏たそがれに包まれるまで賽を振り続けた。

　そうして夜の帳とばりが下りた頃、一人の女神が箱庭に降り立った。

　長なが柄えの鎌を持った死を司る女神、メルロゥである。




「姉様、ご苦労様」

「おまえもお疲れ様だな、我が妹」

　漆しつ黒こくの髪をなびかせて、メルロゥはフェイタルの下へ歩み寄った。

「では、今日、死の目を出した賽をもらっていくぞ」

　死の女神は手にした鎌を右から左へと薙ないだ。

　夥おびただしい数の賽が宙に舞い、そして落下していく。

　そのうちの数百個は地に落ちず、死の女神の鎌の上に載った。

　鎌の上の賽は、やがて消えた。

　死の女神は、それを数度繰り返す。

　いったい何百個の、いや何千個の賽が消えただろうか。

「死すべき者の運命さだめ、たしかに受け取った」

　手にした鎌を一振りした後、死の女神はふわりと宙に浮いた。

「では、また、明日」

　そう言い残すと、死の女神は虚こ空くうの彼方かなたへと飛び去っていった。

「はいはい、また明日」

　運命の女神は、飛び去る死の女神に小さく手を振っていたが。

　やがて踵きびすを返し、天空の箱庭をあとにした。




　箱庭は夜の帳に覆い尽くされる。

　無数に積み上がった賽が降り注そそぐ星の光を受けて煌きらめいたが。

　その輝きを見る者は誰もいなかった。






















　ゲーリンゲンの街にある自宅の書庫で魔術に関する蔵ぞう書しよを引っ繰り返していたドレスドゥドだが、最後の一冊に至っても、死し魂こん召しよう喚かんに関する手がかりは得られなかった。

　続いて彼女は、民間伝承や神話の類たぐいを集めた説せつ話わ集、昔の旅行家が残した紀行文、伝説や奇跡、怪物などに触れた怪異譚たんなど、ありとあらゆる書物を手当たり次第に手に取って、何か手がかりはないかと頁を捲めくった。

　しかし、手がかりはどこにもなかった。

「死者が蘇って妖よう魔まとなって人を襲うとかの伝承はあるんだけどなぁ」

　書物によってできた山脈のあいだに体を無理やり押し込んで文ぶん献けんや資料本を読み漁あさっていたドレスドゥドは、手にした書物を投げやりな様子で放り投げた。

　投げられた書物が天上近くまで積まれた書物の山に当たって、雪崩が起きた。

　山の向こうにあったドレスドゥドの執務机が本の雪崩に埋まってしまう。

「あちゃ〜」

　ドレスドゥドは体を後ろに倒し、床の上に敷かれた書物に背中を預け、仰向けの体勢で天井を睨にらみつけた。

　書物の寝台は凸でこ凹ぼこで背中が痛かったが、かまわずドレスドゥドは思考に集中する。

（やはりコルネリアゥスの蔵書を借りるか？　いや、それは万ばん策さくが尽きたときの最後の手段にしたいな。では、どうする？　アイオリスやスナイデルッラに話を訊くわけにはいかないし、かといって夜よる姫ひめ本人に……いや）

　ドレスドゥドは一人の人物を思い出した。

（そうだ、あいつがいたな。あいつもバイオレッタ様が亡くなった現場に居合わせたんじゃないか。話を聞いてみる価値はあるな。それに）

　ドレスドゥドはにやりと口の端を吊り上げた。

（あいつはアイオリスやスナイデルッラと違ってそれほど鋭くないから、わたしが何を調べているのか、何を知りたがっているのか、何を疑っているのかを感づくことはないだろうし）

「よし」

　声を上げてドレスドゥドは上体を起こした。

「ライオネルの街に出向くか。出向いて、センレリゥムから上う手まいこと話を聞き出そう。それで何か見えるかもしれない。取っかかりくらい摑めるかもしれない」

　ドレスドゥドは散らかった書物の上に注意深く立った。

「善は急げだ、旅支度にとりかかろうか。けど、その前に」

　出口に向かってドレスドゥドは声を張り上げた。

「レオンハゥト、いるか！」

「はイ、先生」

　すぐに、黒と白を基調にした華か麗れいな短たん裳も──背中の側が大きく開いている──に身を包んだ小柄な少女が顔を覗かせた。

「ご用でスか？」

「旅に出ることにした。おまえにも来てもらう」

「承知いたしマシた、ガ？」

　少女は、かくり、と首を捻った。

「具体的ニわたしは何をすレバよろしいのデしょうカ？」

「まずは、この部屋を片づけてくれ」

　少女は足の踏み場もないほど乱雑に散らかった室内を冷ややかな目で見回すと、けっ、と吐き捨てた。

「承知いたしマシた、先生」

「本音は？」

　少女は眉一つ動かさないまま応えた。

「てめえガ散らかしたナラ、てめえデ片づけやガりまセ」

「ほほう。主人に向かってそういう態度を取るか？」

「本音を言えト言ったノハ先生デスよ。本音を言ってモ片づけはするノですカラいいでハありまセンか」

「まぁ……いいけどな。じゃ、わたしは支度するから、頼んだぞ」

「頼まレまシタ」

　少女はひょこひょこと部屋に足を踏み入れてきた。

　入れ替わるようにドレスドゥドが部屋を出ていく。

　主あるじのいなくなった書庫の床に積み上がった今にも崩れそうな──一部はすでに崩れている──書籍の上に上手じようずに均衡を保って立つ小柄な少女の背中が、いきなり、ばくんっ、と割れた。

　割れた背中から、何本もの腕のような物がうねうねと伸びてきて、部屋に落ちている書物をひょいひょいと拾い上げる。

「やっぱ自律型の魔術人形がいると楽だわ〜」

　出入り口でその様子を確認したドレスドゥドは、部屋に背を向け歩き出す。

　室内の片づけを続けながら、レオンハゥトは去っていく主人の背中に毒づいた。

「崩れタ本で頭打って死ネ」
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　夜よる姫ひめは、エンブロイィ砦とりで奪取のために三千五百もの兵員を投入することにした。

　砦の中では規模が大きいとはいえ、砦はあくまでも砦。

　兵員に限りのあるバイデリュンヘン軍がエンブロイィ砦に入れているのは、今では七、八百ほどだという情報が入っている。

　城じよう郭かくほどの堅固な防御力はないから、三千五百で襲いかかれば確実に陥おとせる。

　しかし、復ふつ興こう軍の側としても、現状では三千五百という数字は最大動員兵力に近く、ライオネルの街の守備にある程度の部隊を残さなくてはならないことも考えると、復興軍は全兵力を投入するのも同然だった。

　剣けん姫き士しアイオリスは、少々やり過ぎではないだろうか……という不安に囚われた。

　ライオネルの街に残す守備兵力も大した数ではない。

　もしもエンブロイィ砦を攻略中に、バイデリュンヘン軍がライオネルの街に大部隊を送ってきたら。

　そうなれば数少ない守備部隊では保もち堪こたえられず、せっかく奪うばった要よう衝しようライオネルの街を手放す事になってしまうのではないか。

　アイオリスは、それを心配したのだ。

　アイオリスだけではない。

　魔ま姫き士しスナイデルッラも。

　闘とう姫き士しセンレリゥムも。

　獣じゆう姫き士しサンドリヨンスも。

　忍にん姫き士しカオルゥも。

　口にこそ出さないが、アイオリスと同様の不安を胸のうちに抱えている。

　識しき姫き士しコルネリアゥスだけは、

「夜姫様がバイオレッタ様であるなら、わたくしたちは、ただ信じて行動すればいいだけですよ」

　と言っていたが、その彼女にも一いち抹まつの不安はあった。

（夜姫様が本当にバイオレッタ様の魂を宿す存在ならば……ですが）

　彼女は、そんな疑念を完全に拭ぬぐいきれていなかった。

　たしかにライオネルの街を奪回した勢いのまま攻勢に出るというのは悪くない。

　しかも復興軍には、死んだバイオレッタが夜姫として復活したという強みもある。

　この機を逃さずに大攻勢をかけるのは理に適っている。

　コルネリアゥスもそう思うから、夜姫の主張には、とりあえず賛同しておいた。

　参さん謀ぼう格かくのコルネリアゥスも夜姫の主張に賛成したため、三千五百を投入して一いつ気き呵か成せいにエンブロイィ砦を奪取するという作戦が実行に移されることとなったのだった。




　　　　　２




「バイデリュンヘン軍にこちらの動きを察知される前に作戦を開始する」

　という夜姫の命令に、復興軍は慌ただしく出撃の準備に邁まい進しんした。

　速戦即決を旨むねとする作戦なので、大量の兵ひよう糧ろうを運ぶ必要はなく、予備の武器や防具、大がかりな攻こう城じよう兵器を用意する必要もないため、復興軍はすぐに出撃の準備を終えた。

　多くの兵にとっては連戦になるが、ライオネルの街を奪回したという自信と、バイオレッタの生まれ変わりと言える夜姫の指揮下で戦えるという自覚が、復興軍兵士の士気を否いや応おうなく高めていた。

　出撃決定からわずか二日後の日暮れに、エンブロイィ砦攻略軍はライオネルの街の郊外を出撃していった。

　軍事的に非常識な日暮れの出撃となったのは、夜姫が夜にしか現れないからである。

　復興軍の兵士を支えているのは、今は亡きバイオレッタの魂を宿しているという夜姫の存在だ。

　彼女の指揮下で動こうとすれば、必然的に夜間の行軍、夜間の戦闘になる。

　その軍事的な非常識を補うだけの要素が復興軍にはあった。

　地元の兵で構成されている復興軍は、その大半が周辺の地形を把は握あくしており、夜間の行軍でもそれほど大きな障害にはならないのである。

　これはバイデリュンヘン軍にはない、復興軍の強みだった。

　とはいえ、夜間は大軍の移動に適てきさない。

　夜姫は予あらかじめ集合場所を指定し、各姫き士しや赤騎士、黒騎士などに兵を預け、大隊単位で移動させた。

　ただし、カオルゥはライオネルの街を預けたコルネリアゥスの手元に残してある。

　バイデリュンヘン軍の動向を探る必要があるからだ。

　夜姫としては、敵が動く前にエンブロイィ砦を陥とすつもりだが、念には念を入れて、リーザ公女がライオネルの街奪還のための部隊を送ろうとしないかどうか、カオルゥと彼女の配下のシノビたちを使って探らせようとしたのである。




　　　　　３




「コルネ、拙せつ者しや、配下のシノビを率いて偵てい察さつに出るであります。何人かは旧王都付近へ差し向けることになるかもしれません」

　ライオネルの街を夜姫から預かった識姫士の執務室を訪れたカオルゥは、任務遂行のために出かけると報告した。

　カオルゥのシノビ装束は暗色で、いつもよりずっと目立たないものだった。

　敵地に潜入しての偵察なのだから、いつものように明るい色合いの装束では目立って仕方がないから、これは当然の気配りだ。

　机の上の書類を読んでいたコルネリアゥスが、カオルゥの声に顔を上げた。

　何本もの燭しよく台だいの蠟ろう燭そくが赤々と燃え、コルネリアゥスの執務机を照らしている。

「ご苦労様ですね」

「任務ですからお気遣いなく」

　机の上に堆うずたかく積まれた書類の山にちらっと目を走らせたコルネリアゥスは、小さくため息を吐ついて、

「まぁ、そうね」

　と言った。

「与えられた任務はこなさなくてはね」

　カオルゥも書類の山に目をやった。

「大変そうだね」

「あなたも大変なのだし、砦の攻略に向かったアイオリスたちはもっと大変なのだし、この程度で音ねを上げるわけにはいかないわね」

「何かあれば配下の誰かを走らせます。緊急時には伝でん書しよ鳩ばとを飛ばします。夜には戻ってきて、街の周辺の見張りに就つきますので」

　カオルゥの言う「街の周辺の見張り」とは、敵の接近を警戒するものではない。

　バイデリュンヘン側が送り込んだ人間が街から出ていこうとしないかを見張り、もしいたらそれを捕ほ縛ばくする、という役目である。

「よろしくね。夜姫様の読みだとバイデリュンヘン軍がこちらに部隊を差し向けてくる可能性はほとんどないわけですから、それほど心配しなくてもよいとは思いますけど。むしろ、バイデリュンヘン側の潜入者が、夜姫様出撃の報ほうを携えて街から出ようとするのを阻止することが大事ですね」

「……コルネは、どう思うのかな」

　と訊かれ、識姫士はカオルゥの真意を窺うかがうような目を向けてきた。

「わたくしも同じですよ。先の会戦の大敗北から立ち直っていませんからね、バイデリュンヘン軍は。失った兵員を補い部隊を編制し直すだけで手一杯だと思うわ。ここ、ライオネルの街が空っぽということさえ知られなければ、攻められる虞おそれはないでしょう」

「拙者には難しいことはよくわかりませんけど……コルネと夜姫様の考えが同じなら、それでいいのです」

　カオルゥは軽く頭を下げると、

「では、行きます」

　と言って身を翻ひるがえす。

「あ、カオルゥ」

　その背中へコルネリアゥスが小さく声をかけた。

「何か、コルネ？」

「あなた……夜姫様のことをどう見ます？」

「見た目はティターニアに見えますね。まぁティターニアなので当然ですけど」

　かく、とコルネリアゥスは小さくずっこけた。

「そうではなくて」

　苦笑しつつ体勢を戻したコルネリアゥスは、すぐに笑みを消し、真剣な面持ちでカオルゥを見つめた。

「あれが本当にバイオレッタ様だと思うか、ということを訊いたのですけど」

　カオルゥは、はて？　と首を傾かしげた。

「そんなことを訊くということは、コルネはあれが蘇ったバイオレッタ様の魂ではないと言う？」

「いえ、そうは言わないわ。そうね、なんと言えばいいのかしら」

　コルネリアゥスは宙を睨んで言葉を探す。

「あの方がバイオレッタ様であることは疑いようがないと思いますよ。話し方も態度も考えも、すべてバイオレッタ様なのだもの」

　カオルゥは何も言わず、コルネリアゥスの次の言葉を待つ。

「でも、なんでしょう、何か違うといいますか、どこかに違和感があるといいますか。いえ、わたくしにもそれが具体的に何かはわからないのですが」

　カオルゥは表情一つ変えないで応えてきた。

「コルネはいつも考えすぎなのですよ。考え過ぎて、見えるものを疑いすぎる。外見はティターニアですけど、中身はバイオレッタ様なのですから、それでいいのではないですか？」

　コルネリアゥスは、はぁ、とため息を吐ついた。

「あなたやアリスのように割り切れれば楽なのでしょうけどね」

「では、拙者は行きますよ？」

「あ、ごめんなさい。任務のほう、よろしく頼みますね」

「お任せください。では失礼」

　カオルゥは身を翻し、静かに扉を開け、執務室から退出していった。

　カオルゥの姿が消えた扉を見つめながら、コルネリアゥスは考えている。

　夜姫が本当にバイオレッタなのかということを。

　どうして自分が、彼女に違和感を感じているのかを。

（やはり死し魂こん召しよう喚かんなどという空前絶後の魔術をルッラが成功させたということが信じ切れないのでしょうか……ああ、いえ）

　コルネリアゥスは軽く頭を左右に振った。

（今は任務に集中しなくては。夜姫様やアリスたちの留守中でも、政務が滞とどこおらないようにしなくては。街の治安が乱れないようにしなくては）

　そう思っても、夜姫のことを考えずにはいられないコルネリアゥスだった。




　　　　　４




　出撃した三千五百は夜通しで駆け、翌朝に行軍を停止、各部隊ごとに仮眠を取った。

　午後になると、各部隊指揮官の指揮の下もとで行軍を再開した。




　エンブロイィ砦攻略軍は夜半になって砦手前まで進出した。

　だが、砦に接近はしない。

　夜明けが近づいているからだ。

　戦闘は夜姫の指揮下で夜間に行う決まりである。

　そこで集結した部隊は何カ所かに分かれ、夜営ならぬ昼営をすることになる。

　バイデリュンヘン軍の物もの見みに見つかっては不ま味ずいので、いずれの部隊も森の中や山中に陣取り、兵たちは夜間の戦闘に備えて仮眠を取った。

　夜姫以下、四姫士──アイオリス、スナイデルッラ、サンドリヨンス、センレリゥム──と赤騎士、黒騎士は本営を置いた丘の上に集まった。

　本営には百名ばかりの兵員が詰めているだけだが、小さな丘なので、それ以上の兵を登らせることができないから、これは仕方がない。

　本営の兵数が少ない代わりに多くの物見を周辺に放って、バイデリュンヘン軍の物見部隊が接近してこないかどうかを見張らせてある。

　煮に炊たきの煙を見られては困るから、食事は携けい行こう食しよくだけの簡単な物で済ませ、兵は日が高いうちに仮眠を取った。




　そして午後遅く──。




　日暮れが近くなった頃に復興軍は動き出した。

　本営に集まっていた部隊指揮官──スナイデルッラ、サンドリヨンス、センレリゥム、黒騎士、赤騎士──は指揮する部隊の宿しゆく営えい地ちまで戻り、出撃の準備を進める。

　出撃準備が終わり、辺りが黄たそ昏がれ色いろに染まる頃、夜姫が出現した。

「吾われは夜姫。アイオリスはいるか!?」

　アイオリス率いる大隊は本営のすぐ近くにいるので、彼女は本営に詰めたままだ。

　すぐに控えていたアイオリスが夜姫の下に駆け寄ってきた。

「夜姫様、アイオリスまかり越しました」

「ご苦労」

　夜姫は辺りを見渡してからアイオリスに訊いた。

「出撃準備のほうはどうか？」

「すでに各部隊から、準備完了の報告が届いております」

「そうか。ならば、よし。出るぞ。吾の鎧を持て」

　昼間はティターニアとして休んでいた彼女は、鎧を着けていない。

　アイオリスは近きん習じゆうに命じて夜姫の鎧を持ってこさせ、夜姫が装着するのを手伝わせた。

　白しろ銀がねの鎧に身を包んだ夜姫は、近習が引いてきた馬に跨またがると、本陣にいる者たちに馬上から呼びかけた。

「者ども、出るぞ！　各部隊に伝令を送れ！　予定どおり、騎馬突撃で砦に迫る。歩兵はあとから駆けてこい」

「はは！」

「出陣！」

　夜姫が鐙あぶみに載せた足で馬の横っ腹を軽く蹴ると、栗毛の馬は一声嘶いなないて駆け出した。

「続け！　騎馬は夜姫様に続け！　歩兵はまとまって駆けよ！　遅れるな！」

　幕僚や中隊指揮官に命令すると、アイオリスは先を行く夜姫の馬を追って自分の馬を走らせた。
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　大隊ごとに宿営していたエンブロイィ砦攻略軍は、そのまま大隊ごとに砦を目指して進軍を開始した。

　すでに日が暮れたので全力で駆けるというわけにはいかないが、砦の周囲は基本的に平原で、大きな障害物があるわけではない。

　今日は夜空にくっきりと月も出ていて、月明かりだけでも地形は把握できる。

　何より地元の兵が多いから、夜や襲しゆうであっても大きな困難を伴うわけではなかった。

　第一大隊五百を指揮するのは剣姫士アイオリス。

　第二大隊五百を指揮するのは魔姫士スナイデルッラ。

　ここには彼女が率いる魔術士分隊もいる。

　第三大隊五百を指揮するのは獣姫士サンドリヨンス。

　彼女は本隊とは少しばかり離れたところを大きな灰はい色いろ熊ぐまの背に乗って疾しつ駆くしていた。

　周りに付き従うのは狼の群れ。

　この状態で本隊の中にいると、周りの馬が怯おびえて走らなくなってしまうので、彼女は本隊の指揮を副官に任せ、単独で駆けていた。

　第四大隊五百を指揮するのは黒騎士。

　ひときわ大きな馬に跨がった巨きよ漢かんは昼間なら目立つことこの上ないが、今は夜。

　黒騎士はその名の通り、漆黒の鎧を身に纏まとっているので夜の闇に溶けてしまいそうだ。

　指揮官の姿を部下が見失わないようにと、彼はよく目立つ旗はた指さし物ものを背負っていた。

　第五大隊五百を指揮するのは小柄な老騎士、赤騎士。

　騎乗の腕にとくに優れた赤騎士が真っ先に砦へと迫っていった。

　第六大隊五百を指揮するのは闘姫士センレリゥム。

　硬こう化か法ほうの使い手である彼女だけは鎧を装着していない。

　肌も露あらわな薄手の服のまま、盾も持たず馬に跨がっている。

　そして本陣の五百を指揮するのはいうまでもなく夜姫。

　騎兵が駆ければ歩兵は後方へ置いていかれることになるが、夜姫は気にしない。

　まずは騎兵で突撃して、敵が応戦する前に大打撃を与える。

　非常識な夜襲の上、騎兵による奇き襲しゆう。

　騎兵だけでもかなりの数がいるのだから、後方に歩兵が続いていれば攻撃側の兵力はそうとうな数になる。

　と敵が考えれば、それだけで混乱し、恐慌を来きたし、まともな対応ができなくなる。

　というのが夜姫の読みだった。

　その読みは当たった。

　ライオネルの街が陥ちて以降、砦の守備兵も警戒は怠おこたっていなかったが、まさかこれほどの兵力で夜襲を受けるとは予想していなかった。

　昼間、周囲に放った物見の兵の中には、復興軍部隊が宿営している場所に近づいた者もいたのだが、復興軍の存在に気づく前に捕らえられたり斬られたりして、戻れた者がいなかったのも痛かった。

　夜ともなれば、せいぜい砦の周辺をごく少数で歩く程度だ。

　三千五百もの大部隊が夜を徹てつして駆けてくるという軍事的に非常識な行動を取るとは思っていないから、守備側が復興軍部隊の接近に気づけなかったのも無理はなかった。




　砦に駆け寄った赤騎士とその直じき率そつの騎兵は、木もく柵さくと並行に駆けながら、木柵に向けて火矢を放った。

　何本もの火矢が木柵に突き刺さり、赤々と燃える。

　すでに日は暮れ、辺りは夜の闇に包まれているから、燃える火矢は、押し寄せる攻撃側にとって恰好の目標となる。

「予定どおり火矢が放たれたぞ！」

「あれを目印にするのだ！」

「敵の反撃はまだない！　一目散に駆けよ！」

　砦を目指して駆ける騎兵は一気に速度を上げた。

　赤騎士隊に続いて接近したのはスナイデルッラ率いる騎馬隊だった。

　彼女の場合、騎乗の腕に優れているというより、たんに宿営した場所が砦に近かったために砦到着が二番目になったというだけだ。

　馬上のスナイデルッラは大おお盾だてを構えた騎兵に守られながら、手にした呪じゆ符ふに呪文を吹きかけた。

　すぐに呪札は燃え上がり、小さな火の球となって宙に浮かぶ。

　大きな魔術を仕込む時間的な余裕はないからこれで精一杯だが、浮かんだ火球をスナイデルッラが放つと、火球は一直線に飛んで木柵に衝突した。

　衝突の衝撃で火球は爆ばく散さんし、木柵の一部が破壊される。

　赤騎士に続いて木柵に沿って走りながら、スナイデルッラは魔法攻撃を繰り返す。

　砦を囲む木柵は西と南の二方面で燃え上がり、紅ぐ蓮れんの炎が夜空を焦がした。

　この段階になっても、守備側は適切な対応が取れていない。

　というより、混乱はさらに大きくなっていた。

　慌てて消火に走る者。

　闇雲に矢を射る者。

　敵の姿を求めて右う往おう左さ往おうする者。

　望ぼう楼ろうに登り、敵が思った以上の戦力であることを知り呆然とする者。

　砦の守備隊長は「反撃せよ」と叫ぶだけで、具体的な指示を送れず、守備側は組織だった対応が取れないでいる。

　そこへ黒騎士隊とアイオリス隊が駆け寄ってきた。




　　　　　６




　砦の中からは散発的に矢が飛んでくるが、組織だった抵抗ではないし、狙って撃っているわけでもない。

　かまわず黒騎士は燃える木柵まで駆け寄り、馬上で例の大おお槌づちを振り上げた。

「むん！」

　気合いと共に黒騎士が大槌を振り下ろす。

　大槌が木柵を叩くと、燃えて強度が落ちている木柵は、不吉な破壊音と共に火花をまき散らしてへし折れた。

　馬を走らせながら、黒騎士は繰り返し大槌を叩きつけた。

　木柵はあちこちで破壊され、倒れていく。

　黒騎士とは別方向から迫ったアイオリスは、突撃の勢いに任せ、穂ほ先さきに鉄てつ塊かいを付けた特殊な槍で木柵を突いた。

　突かれた木柵はへし折れ、強度が大きく下がる。

　彼女は木柵と平行に走りながら、繰り返し槍を突き出して木柵をへし折っていく。

　燃やされ、叩かれ、突かれ、砦を囲う木柵のうち南側と西側では、すでにその機能を失ったも同然だった。

　破れた木柵の隙すき間まを、背の低い黒い獣の群れが駆け抜けていく。

　真っ先に砦に突入したのは、サンドリヨンスが引き連れてきた狼の群れだった。

　砦の中で右往左往している守備兵に狼の群れが襲いかかると、守備側の混乱は、たちまち恐慌へと変わった。

「狼だ！　狼の群れが襲ってきた！」

「逃げろ！　喰い殺されるぞ！」

　消火をしていた兵は手て桶おけを放り出し。

　弓で応戦していた兵は弓を放り出し。

　持ち場を離れて逃げ去っていく。

　守備側の反撃が消えた箇所へ、人の背丈ほどもある灰色熊が駆け寄ってきて、木柵の燃えていない箇所に体当たりする。

　木柵は悲鳴を上げ、あっさりと倒壊した。













「一番乗り〜〜」

　砦へ乗り込む灰色熊の背中でサンドリヨンスが大声で叫んだ。

「第三大隊はあたしに続け〜〜っ！」

　サンドリヨンスを乗せた灰色熊が砦の奥へと移動を始めると、木柵の壊れた箇所から第三大隊の騎兵が次々と砦に突入していった。

「あ、ヨンスに先を越された！」

　馬から下りて、硬くした拳こぶしで木柵を殴りつけていたセンレリゥムは、闇の中に響いたサンドリヨンスの声を聞いて地じ団だん駄だを踏む。

「くそ、遅れて堪たまるか」

　彼女は手当たり次第に辺りの木柵を殴りつけ、叩き壊し、配下の騎兵を呼び寄せる。

「乗り込め乗り込め！　ヨンス隊に後れを取るな！」

　第六大隊の騎兵が、センレリゥムが木柵を破壊した箇所から続々と砦の中へ乗り込んでいった。

　その頃、赤騎士が率いる騎馬隊はすでに砦の北側に回り込み、盛さかんに火矢を撃ち込んでいた。

　南と西はすでに木柵の一部が破られ、敵が砦内に侵入している。

　北側にも火矢が撃ち込まれ、木柵が燃え始めている。

　これ以上の抵抗は不可能。

　ついに守備隊長は撤てつ退たいを決断した。

「敵の主力に東側へ回り込まれたら脱出路が確保できなくなる。今ならまだ東の門から逃げられる。兵どもに撤収を伝えよ」

　という守備隊長の命令に、伝令兵が砦内を駆け抜けた。

「撤収！　砦から撤収する。東門より脱出せよ！」

　その命令を待っていたかのように、砦内の兵は一斉に東門を目指して走った。

　砦側の抵抗は止み、復興軍の騎兵に続いて、砦まで到達していた歩兵も陸りく続ぞくと砦内に入り込んでいった。
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　砦を捨て、グライルゼフトの街を目指して落ち延びようと走り始めた守備兵に、夜姫率いる本陣五百が襲いかかった。

　脱出した守備部隊は敵に備えた陣形を取っているわけではない。

　命からがら脱出してきただけなので、部隊としての統率も取れていない。

　どころか、剣や槍を持っていない兵すらいた。

　そこへ騎兵を先頭に五百が襲いかかったのだから堪らない。

　ろくに抵抗もできないまま、バイデリュンヘン兵は次々に討ち取られていく。

　夜姫は、武器を捨て降伏の意を示した敵兵も許さなかった。

　夜姫自みずから剣を振るい、バイデリュンヘン兵を斬り捨て、首を落とした。

「吾が祖国を侵おかしたバイデリュンヘン兵を許すな！　吾を殺したバイデリュンヘン兵に報むくいを与えよ！」

　そう叫びつつ、返り血で全身を朱あけに染めた夜姫は剣を振るい続けた。

　そんな彼女の熱が乗り移ったのか、復興軍兵士も熱に浮かされたように剣を振るい、敵兵を殺し続ける。

　それはもはや戦闘ではなく、単なる殺さつ戮りくだった。

　砦を脱出してきたバイデリュンヘン兵を殺し尽くした夜姫と本陣の五百は、意い気き揚よう々ようと陥とした砦に向かって進んでいった。
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「砦は木柵も建物もすべて燃やせ。バイデリュンヘン側が二度と使えなくするのだ」

　夜姫は配下に命じて砦内の建物群に火を点つけさせ、燃え残った木柵もすべて引き倒し、何箇所かに集めて油をかけ、燃やさせた。

　積み重なった木柵の残ざん骸がいが勢いよく燃える様は、盛大な焚たき火びのようだった。

　夜姫は砦内で捕らえた兵、降伏した兵を武装解除して一箇所に集めると、自らが率いる本営の兵を率いて虜りよ囚しゆうとなった敵兵の前に立った。

「祖国を侵し、吾を殺したバイデリュンヘン兵に復讐の刃やいばを振るいたい者はいるか!?」

　と夜姫が呼びかけると、数十人の兵が喚かん声せいを上げて応えた。

「では、殺せ！」

　そう叫ぶと、夜姫は手にした剣を振り下ろし、命乞いをするバイデリュンヘン兵の首を刎はねた。

　夜姫の行いと、敵兵の血を見て復興軍兵士がいきり立つ。

「殺せ！」

「一人残らず切り刻め！」

「バイオレッタ様の仇を！」

　剣を掲げて捕虜に駆け寄った復興軍兵士たちの手によって、バイデリュンヘン軍兵士は滅めつ多た斬りにされた。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図が燃える火ほ明かりに照らし出される。

　斬り殺した敵兵の遺い骸がいは夜姫の命めいによって燃えている木柵の前まで運ばれ、炎の中に放り込まれた。

　肉の焼け焦げる臭いが辺りに充満し、絵図どころか、地獄そのものが現出したような惨さん状じようとなった。

「見よ、吾が祖国を侵した愚か者どもの末まつ路ろを！　いずれバイデリュンヘンの兵は一人残らずこうなるのだ！」

　高々と夜空を焦がす赤い炎の前で哄こう笑しようする夜姫を、兵たちは恐れと崇すう敬けいと賛さん美びの入り交じった目で見つめている。

「おい、アリス」

　と呼びかけたセンレリゥムの顔色は青ざめている。

「なんだ、リゥム」

「いいのか、このままで？」

「そうだな……いや」

　アイオリスは暗あん澹たんとした顔で燃える炎を見ていたが、小さく首を横に振った。

「今は、このくらいやったほうがいい」

「そうか……な」

「今がいちばん肝心なときだ。祖国復興の戦いの正しよう念ねん場ばなのだ。兵を鼓こ舞ぶし、兵の士気を高め、兵の怒りを燃え上がらせる。そのためには、少し過激なくらいがいいのだ」

　センレリゥムは切なげにため息を吐ついた。

（俺にはおまえの言葉が、俺を納得させるためっていうより、おまえ自身を納得させるために吐はかれたようにしか思えないんだがな）

　周囲では赤騎士や黒騎士、サンドリヨンスが暗い目と沈ちん鬱うつな顔で、敵を切り刻む味方の兵と、殺され燃やされる敵兵を見やっている。

（夜姫様、ずいぶんと過激よの。バイオレッタ様にもその傾向はあったが、それと比べても夜姫様は過激だわい。もっとも、自身がバイデリュンヘン軍に殺されたのだから、夜姫様が過激になるのも当然かもしれんが……）

　赤騎士はそんなことを思いながら、燃え盛る炎を見つめていた。

　そしてスナイデルッラは。

　今夜は彼女も騎馬突撃をしたので、いつもの覆い布を被っていないから表情がよくわかる。

　彼女は苦虫を嚙かみつぶしたような顔になっていた。

（やり過ぎだろう、これは。アリスも夜姫様の勢いに呑まれているようだが、やはり、これはやり過ぎだ。一度、注意をしておいたほうがいいかもしれないな）

　スナイデルッラは眉を顰ひそめたまま、夜姫とアイオリスを交互に見やっていた。




　　　　　９




　疾しつ風ぷう迅じん雷らいの勢いでエンブロイィの砦を攻略し、これを破は却きやくした復興軍は、あっという間に撤収していった。

　エンブロイィの砦にいた八百弱の守兵のうち、逃げ帰れた者は僅わずか三十五名。

　バイデリュンヘン軍は、またもや大惨敗を喫きつしたと言ってよかった。

　必死の思いで走り、なんとかグライルゼフトの街まで辿り着いた僅かな生存兵によって砦の陥かん落らくを知った街の守将は、大慌てで占領軍司令部が置かれているバルバリゥスへ急使を送った。
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　グライルゼフトからの急使がもたらした衝撃的な報告を受けたランツファルトは、報告書を手に占せん領りよう軍ぐん最高司令であるリーザ公こう女じよの執務室へと駆け込んだ。

　リーザは午前の執務の手を休めてお茶を飲んでいる最中だったが、信頼厚い副官からエンブロイィ砦の陥落を知らされると、思わず手に持っていた茶器を取り落としてしまった。

　それほど彼女が受けた衝撃は大きかったのだ。

「すぐに首脳を呼び集めよ」

　というリーザの命で、ランツファルトはエルゲン王国占領軍の主立った者を評ひよう定じようの間まに集めた。




　　　　　11




　バイデリュンヘン大公国の「エルゲン王国占領軍司令部」は、元エルゲン王国王都で現在はバルバリゥスと改名されている城郭都市の元王宮──今は公女宮だ──に置かれていた。

　石造り四階建ての豪ごう壮そうな建物の一室、評定の間としてはいちばん広い部屋に、リーザ公女以下、バイデリュンヘン大公国から送り込まれたエルゲン王国占領軍の首脳が勢せい揃ぞろいした。

　その中に、リーザが着任するまで占領軍を率いていたスタッガルド将軍の姿はない。

　彼はすでにバイオレッタ王女率いる復興軍との一大会戦に惨敗を喫し、混乱の最さ中なか、討ち死にしていたからだ。

　天井から下がった豪奢な吊り照明で獣じゆう油ゆ洋灯ランプが赤々と燃えている。

　その光を浴びて居並ぶ首脳の前で、ランツファルトは淡々と状況説明を行った。




「スタッガルド将軍が率いていた『南方解放軍』の四千五百は、先の敗戦の煽あおりで半減しております。リーザ様が率いてきた五千は健在ですが、現状、我々が動員できるのはざっと八千ほど、ということになります。周辺の街や砦に配している兵まで根ね刮こそぎ動員すれば一万を超える兵力となりますが、それはしたくありません。というより、それはできません」

　ランツファルトの言葉に、首脳たちは苦い顔で頷いた。

　誰もがわかっている。

　ここが敵地だということを。

　街にいる住民は隙あらばバイデリュンヘン軍に叛はん旗きを翻そうと狙っている。

　街の守備隊を引き抜けば、即座に城じよう壁へきや政せい庁ちよう舎しやにエルゲン王国の旗が揚あがる虞がある。

　スタッガルド将軍が率いていた南方解放軍が惨敗を喫したことは、すでに旧王国中に、どころか国外にまで広まっていたから、旧王国勢は各地で勢いづいている。

　だから今、街や砦の守備兵までも動員することは、バイデリュンヘン側からすると、できない相談だった。

　街や砦に張りつけた守備兵力は機動的な運用ができない。

　限られた兵力しかいない砦を目標に敵に兵力を集中的に投入されてしまうと、かなり分ぶが悪い戦いを強いられる。

　じっさい、エンブロイィ砦は、そうやって陥とされたのだ。

　かといって、手持ちの五千を各街や砦に配することもできない。

　それでは機動が可能な兵力がほとんどいなくなってしまう。

　対して、ライオネルの街まで奪回した復興軍は、旧王国南部地域では自在に兵を運用できるようになっている。

　いちばん厄介なのは復興軍が──リーザの側からすると反乱軍だが──旧王国住民に期待され、歓迎されている点だった。

　今はまだ砦を陥とす程度だが、もし復興軍が街に迫れば、復興軍に呼応して街の住民が決起する虞がある。

　バイデリュンヘン側からすると、そこがいちばん頭の痛いところだった。

（どこかで反乱軍の主力を破る必要があるな）

　副官ランツファルトから状況説明を受けながら、リーザは漠ばく然ぜんとそう考える。

（吾が軍が動員できる兵力を八千として。復興軍は最大に見積もって四千から四千五百であろう。今なら勝てる。しかし、このまま手を拱こまねいて見ていれば、敵の兵力はさらに増えていく。そうなると……敵地で同数の部隊を破るのは難しい）

　復興軍の兵力はまだ増える余地があるのに対し、本国に援軍を頼まない限り、バイデリュンヘン軍の兵力はこれ以上増えない。

　そしてリーザの立場としては援軍を頼めない。

　もし頼んだら。

（父上から新たな援軍が送られてきたとしても、新たな占領軍司令官に率いられているかもしれないからな）

　リーザは、今いる兵力でエルゲン王国を完全に支配下に置かなくてはならなかった。

（それにしても……）

　リーザは、別の可能性に思い至る。

（今回のエンブロイィ砦への攻撃、三千から四千といったな）

　それは、復興軍が主力のほとんどを注つぎ込んだことを意味する。

　そこにリーザは少し引っかかりを覚えた。

（それがバイオレッタのやり方なのか？　いや、今は夜姫だったか……夜姫。それも、いま一つわからないところだな）

　リーザは夜姫に関する情報を集めさせていたが、未だに夜姫の正体を断定できるだけの情報を入手できないままだった。

「ミニーチェ」

　リーザはランツファルトの状況説明が一段落したところを見計らって、情報担当将官の名を呼んだ。

「は。なんでありましょうか、リーザ殿でん下か」

　ランツファルトが椅子に腰を下ろすのと入れ替わるように、軍務服に身を包んだ若い女性が起立した。

「夜姫について、何か新しい情報はないか？」

　ミニーチェはきっぱりと応えてきた。

「今のところございません」

「ないのか」

　リーザは少しがっかりした顔になったが、ミニーチェは少しも悪びれなかった。

「ですが、ないということは、これまでに得られた情報がおおよそ正しいという可能性もあるのではございませんか」

「ふむ」

　腕組みしたリーザは、ミニーチェに視線を据えたまま考えていたが。

「これまでの情報をもう一度、皆の前で整理してくれないか」

「は」

　リーザに対して一礼したミニーチェは、ランツファルトにも軽く頭を下げてから手元の資料を取り上げた。

「まずバイオレッタの死ですが、これは事実のようであります。死因は『バイデリュンヘンの伏ふく兵へいによる狙そ撃げき』でして、その場所と時期は、スタッガルド将軍の南方解放軍を打ち破った後、ゲーリンゲンの街へ凱がい旋せんする途上のツェルニ街道沿いの森の中、だそうであります」

　居並ぶ首脳から失笑が漏れたが、ミニーチェは真面目な顔を崩さず言葉を継いだ。

「ええ、不可解です。あり得ないことです。我々はそのような作戦行動を取ってはおりません。ですので巷こう間かん言われているバイオレッタの死因が真実と違うのは間違いありません。が、ここで問題なのは、バイオレッタの死因が事実と合っているか否かではなく、反乱軍の中でそう信じられているということでありましょう」

「んんん？　ちょっと待ってくれないか」

　リーザ麾き下かの将軍の一人、スタンドルが右手でこめかみを押さえながら言った。

「なんでしょう、スタンドル将軍」

　スタンドルはまだ三十代半ばだが、リーザの下で大きな軍功を何度も上げた将軍で、リーザの信任も厚い。

「つまり反乱軍のあいだでは、バイオレッタの死因は俺たちが殺したことで確定してる……ということなのか？」

「まさに仰るとおりでありますね。噂の一つではなく、反乱軍の中では事実として語られております」

「……わけがわからないな」

「まったくわかりません。ですが、その事実があればこそ、夜姫という存在が意味を持つのであります」

　スタンドル将軍は上目遣いに睨むような視線をミニーチェに向けた。

「夜姫がバイオレッタの生まれ変わり……という噂か」

「生まれ変わりというより、死んだバイオレッタの魂を現世に繋ぎ止め、依より代しろの体に憑ひよう依いさせた存在、というのが正しい言い方でしょうか。ともあれ、それも反乱軍の中では事実として語られております。なお、夜姫という名は、バイオレッタの魂が顕けん現げんするのが夜だけのため、そう呼ばれているのだそうです」

　スタンドルは力なく首を左右に振った。

「ますますわけがわからないな」

「はい、とうてい真実とは思えません。何しろ『バイオレッタがバイデリュンヘンの伏兵によって暗殺された』という前提が間違っているのですから、夜姫誕生の経いき緯さつも真実とは思えません。ですが、反乱軍では事実として語られているのです。そこが不可解であり不可思議なところであります。なお」

　ミニーチェはいったん言葉を切って一同の顔を見回してから言葉を継いだ。

「敵方に潜入させている者の情報によると、バイオレッタの魂を入れた器うつわ、依り代は、バイオレッタの侍女であったティターニアという者だそうであります。そして、夜姫の話し方、立ち居振る舞いは、たしかにバイオレッタそのものであったそうであります。替え玉を立てている可能性はほとんどないと複数の者が報告してきております。それを裏付けるのが、夜姫の作戦行動であります。シャウスーベン砦の攻略、今回のエンブロイィ砦の攻略。いずれもバイオレッタ本人が指揮していたかの如ごとく神速かつ果か断だんな攻撃でありました」

　断片的な情報は知っていたが、こうして改めてミニーチェの口から説明を受けると、夜姫という存在の不可解さが浮き彫りになる。

　軍議の出席者は考え込んだり首を捻ったりした。

「ミニーチェ」

「は。なんでありましょう、リーザ殿下」

「今までに入手した情報を分析して、夜姫の正体を推すい測そくしてみてくれないか」

「推測は推測、あくまで可能性の列れつ挙きよになってしまいますが、それでもよろしゅうございますか？」

「かまわない。おまえが考える可能性を教えてくれ」

「では」

　ミニーチェは改めてリーザに向かって一礼し、顔を上げると一同を見回し、徐おもむろに口を開いた。

「可能性の一。バイオレッタは死んでいて、夜姫は、噂どおりバイオレッタの魂を憑ひよう依いさせた存在である。ただしバイオレッタの死因は特定できません。可能性としては事故死や病死などが考えられます」

　ざわりと場がざわめいたが、ミニーチェはかまわず話を進めていく。

「可能性の二。バイオレッタは死んでいない」

　場のざわめきが大きくなった。

「この場合、反乱軍が何な故ぜわざわざ死んだなどと主張するのか、夜姫などという存在を表に立てるのかわかりません。なんらかの理由でバイオレッタが軍の指揮を執れなくなっているため、という推測が蓋がい然ぜん性せいが高いと思われますが、今のところそれ以上のことは言えません」

　何人かの首脳が、なるほど、と頷いた。

「可能性その三。やはりバイオレッタは死んでいて、その代役として夜姫を立てた」

「いや、それは」

　とスタンドル将軍が遮った。

「夜姫は替え玉ではないというさっきの話と矛む盾じゆんしているんじゃないのか？」

「替え玉が、バイオレッタと同じように話し、行動すればいいのです」

「そんなことができるものなのか？」

　とスタンドルは半信半疑の顔だ。

「例えば、エルゲン王家の王女を連れてきてバイオレッタの真似をさせます。姉妹なのですから、幼い頃からバイオレッタの話し方、仕草などに間近で接していたとなれば、できなくはないと思います」

「今度は、依り代が侍女だって話と矛盾するぞ？」

「逆に考えるのです」

「は？　逆？　何をどう逆にするんだ？」

「連れてきた王女はティターニアに似通った背格好だった。だからティターニアを依り代と発表した」

「いや待て、ミニーチェ」

　今度はリーザが口を挟んできた。

「それなら、わざわざ夜姫などと言わずとも、別の王女が跡あとを継いだと言えばいいだけではないか？」

「代役に立てる王女が、とうていバイオレッタの代わりなど務まらない者であれば如何いかがでしょうか」

「ああ……そうか。なるほどな」

「別の王女は反乱軍の首将に戴くには心こころ許もとない。となれば、バイオレッタの魂が蘇ったと言うほうが、まだ兵たちの信を得られるのではありませんか。兵や民を勇気づけられるのではありませんか」

「その場合、指揮は誰が執るのか……」

　と言ってリーザが考え込むと。

「バイオレッタの直じき率そつに六ろく姫き士しと呼ばれた実力者がいるそうですから、おそらくはそのうちの誰かが」

「それは……あるか。その場合、反乱軍の幹かん部ぶが総出で偽者を表に立てている、という構図になるわけだな」

「さようであります。そしてその場合、夜姫が夜にしか登場しない理由にも意味が出てくるのです」

「ん？　なるほど、そうか！」

　とリーザが膝を打った。

「それまで王宮の中で暮らしていたとしても、王女は王女ですから、配下や民の中には顔を見知っている者もいるでしょう。あれは侍女のティターニアではなくて王女の誰それではないか、と疑念を抱く者が出ないとも限りません。それを気づかせないため、夜にしか現れないことにしておく。夜の暗がりの中であれば、遠目には侍女なのか別の王女なのか見分けがつき難にくい」

　リーザは少し呆れた顔になって揶や揄ゆするように言った。

「ややこしいな。というより、綱渡りだな」

「バイオレッタが死んだ、あるいは生存していても指揮を執とれなくなったのであれば、反乱軍にとっては死活問題ですから、なりふり構わず手段を選ばず対策を講じてくると思います」

「幾らか見通しがよくなった気がするな」

　と独りごちたリーザは、顔を上げ、

「ほかにも可能性はあるか？」

　とミニーチェに訊いた。

「いまのところ、可能性がある推測はその三種だと考えております」

「中でも蓋然性が高いのはどれだ？」

「その二かその三かと思いますが、そのどちらがより高いかは、今の材料ではなんとも言えません。ただし、その一の可能性も完全に否定しきれるものではありません。そうでありますね、ジェローナグラーナ殿？」

　リーザを除けば、ただ一人、軍務服姿ではない者が頷いた。

　ゆったりとした黒い長なが裳もに身を包んだジェローナグラーナは、リーザ配下の魔術士の長である。

　もっとも魔術士は希け有うな存在であるから、ジェローナグラーナが引き連れている者は十人にも満たなかったが。

「そうでありますよ、ミニーチェ殿。わたし自身は見聞きしたことなどありませんが、魔術士という人種は自分の魔術を軽けい々けいに他人に明かしたりはしないものですから、反乱軍の魔術士が死者の魂を召喚する魔術を成功させていたと聞いても、驚きはしない……いえ、驚きはしますが、そんな魔術は不可能だと断じることはしないでしょう」

「ありがとうございます」

　ジェローナグラーナに向かって頭を下げたミニーチェは、でありますので、と言ってリーザに向き直った。

「可能性を三つ挙げましたが、これだと断定することはむろん、どれがもっとも蓋然性が高いのかを絞りきることもできません」

「現状では致し方あるまいな。だが、この後の反乱軍との戦いでは、夜姫の扱いが鍵を握るだろう。夜姫の存在が戦局を左右しかねない。ミニーチェ、引き続き夜姫に関する情報を集めるように」

「畏かしこまりました」

「この件に関して、何かないか？」

　上座に座ったリーザは出席者の顔を見回した。

　とくに誰からも意見はなかった。

「では話を先へ進め……」

　と言いかけて、リーザは言葉を切った。

　末席に座っているリーブヌールが、何かを言いたそうな顔で身み動じろぎしたのに気づいたからだ。

　南方解放軍で庶務部隊長を務めていたリーブヌールを気に入ったリーザは、少し前に自分の幕ばく僚りように加えたいと彼女を誘った。

　その場では躊躇ためらいを見せたリーブヌールだったが、翌日にはリーザの申し出を受け、今ではこうして幹部会の末席に連つらなっている。

　とはいえ、元庶務部隊長の彼女は、この席では新しん参ざん者ものであるだけでなく下したっ端ぱもいいところなので、発言したくても簡単にはできないのも無理はなかった。

（面白い。彼女の意見を聞いてみるか）

　リーザはリーブヌールが何を考え何を言おうとしているのか興味が湧いた。

「リーブヌール、何か意見があるか？」

　いきなり名を呼ばれ、彼女は雷に打たれたかのように体を震わせ、姿勢を正した。

「あ、いえ、あの」

　なおも躊ちゆう躇ちよするリーブヌールの背中を押すようにリーザが言った。

「かまわない、申してみよ」

「はい、あの、では僭せん越えつながら」

　自分に向いた全員の視線の圧力をなんとか撥はね返すと、リーブヌールは勢いよく立ち上がり、びしりと上体を伸ばした。













「可能性としてはもう一つあるのではないかと愚ぐ考こういたしました」

　リーブヌールを見ているミニーチェの視線が少し険けわしいものになる。

「ほう？　ミニーチェの推測に何か不足があったか？」

　そうリーザが言うと、リーブヌールは慌てて付け加えた。

「もちろんミニーチェ様の説明に不足があると申しているのではございません」

「では、なんだ？」

「これは、その、可能性の三・五とでも申せばいいでしょうか。つまり、その三の変種といいますか変形といいますか」

　へっぴり腰になったリーブヌールは、窺うような視線をリーザに向けてきた。

　続けよ、という意を込めてリーザが頷いてみせると、彼女は少し安心した顔になって言葉を継いだ。

「ミニーチェ様は夜姫がバイオレッタの替え玉だという指摘をされました。そして王族の誰か、この場合、バイオレッタの姉か妹ということになりますが、その女を替え玉に仕立てたという可能性に触れました」

「そうだな。それで？」

「王族以外の者を替え玉に立てた可能性もあるのではないか……と思いまして」

「ほう？　なるほど、それで可能性その三・五か」

（それは新しい視点だな。だが）

「王族でもない者が、バイオレッタの真似をできるものだろうか？」

　というリーザの問いは、リーブヌールに対してというよりも、自分自身に向けられたものであった。

「そこのところをどう解釈する、リーブヌール？」

「はい。それは……先ほどミニーチェ様が、王族であれば以前からバイオレッタを見知っているから蘇ったバイオレッタを演じ易いという指摘をされましたが、以前から見知っていれば王族でなくとも可能ではないでしょうか」

「ふむ。具体的には、どういう人物を想定しているのだ？」

「ミニーチェ様の指摘のとおり、バイオレッタ直率の六姫士のうちの誰か、というのがいちばん可能性が高いように思えます」

　少し考えながらリーザが重ねて訊いた。

「……その場合、どうして六姫士の誰かにバイオレッタが憑ひよう依いしたと言わない？」

「そう言ってしまうと、六姫士のうちの一人、代役に立った者は六姫士としての行動ができなくなってしまいます」

「おお、なるほど」

　リーザはリーブヌールの指摘に目を見開いた。

「六姫士は、各おの々おの、特殊な能力と高い戦闘力を誇ほこっていると言いますから、そのうちの一人が欠けることは反乱軍にとって歓迎すべき事態ではありません。ですから依り代には別の者を立て、昼間は六姫士として活動し、夜、必要なときだけ夜姫として反乱軍を指揮する……という考えも成り立つのではないかと思いました。六姫士ならば、バイオレッタの部隊指揮を間近で見ていたわけですから、といいますか、実際に指揮を受けていた立場ですから、バイオレッタのような指揮もできるのではないでしょうか。夜姫が夜にしか現れない理由も、昼間は六姫士としての活動に制約を受けたくないためと考えれば納得がいきます」

（ほう。なかなか面白い視点ではないか。驚いたな）

　リーザは、リーブヌールを抜ばつ擢てきしたのは正解だったという思いを強くした。

「なるほど、あり得る……か。しかし」

　リーザはミニーチェに顔を向けた。

「夜姫はティターニアとかいう侍女が依り代になっていたのだったな」

「はい、殿下。少なくともライオネルの街の住民の前に立ったときは、侍女のティターニアだったそうであります。そして、その夜の夜姫はバイオレッタそのものだったそうであります」

「ふぅむ。そこのところが今一つ、整合性が取れていない気もするが。もっとも、判断材料が少なすぎるから、それも当然かもしれない」

　少し首を捻ったリーザは、もう一度、リーブヌールに問うた。

「そこのところをどう考える？」

「その夜の夜姫がどの程度バイオレッタだったのか、わたくしにはよくわかりません。したがって、はっきりとしたことは申し上げられないのですが、それは兵や民が、そうであってほしいと期待したからこそ、そう見えた……のではないでしょうか」

「そうであってほしいという期待感が、目の前の人物をバイオレッタに見せた、むしろ思い込んだ……というわけか。それも、あり得ないことではないが」

（それでも、どこか、なんとなく、ちぐはぐな感じが否めないな）

「あの、じつはもう一つ……」

　とリーブヌールが言いかけたので、リーザは顔を上げ、彼女に視線を向けた。

「あ、いえ、なんでもございません」

「かまわない。言いたいことがあるなら申してみよ」

　とリーザが促うながしても、彼女はふるふると首を横に振るだけで、それ以上発言しようとはしなかった。

　リーザは、そうか、と言って出席者の顔を見渡した。

「いつまでもこの話題ばかりを続けていても仕方がない。先へ進もう」

　立ったままのリーブヌールに対して、座るように、とリーザが合図を送る。

「しっ失礼いたしました」

　居並ぶ幕僚、首脳たちに低頭すると、リーブヌールはそそくさと着席した。

　リーブヌールはもう一つの可能性を頭に思い描いていた。

　けれど、それを開かい陳ちんすることはしなかった。

　というより、できなかった。

（だって、あまりにも非常識すぎて、殿下や幹部の皆様に披ひ露ろうすることなんて、とてもできやしないもの）

　仮にこのときリーブヌールがその可能性を指摘していたら、その後の展開は、もしかすると変わったかもしれない。

　もちろん、変わらなかったかもしれない。

　だが、いずれにせよ結果論でしかない。

　会議の席で、エルゲン王国占領軍首脳は真相に肉にく薄はくしていたのだが、それに気づいた者は誰もいなかったのだから。
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「さて。現状、最大の懸けん案あんは、エンブロイィ砦を陥とした反乱軍が次に狙うのはどこか、という問題だな」

　そう言ってリーザは副官の顔を見やった。

「ランツファルト、述べよ」

「は」

　軍務服に身を包んだ痩身高身長の副官が立ち上がった。

「スタンドル将軍、ミュラー将軍とも話したのですが」

　ランツファルトが名を挙げた二人が、リーザ麾き下かの五千を実質的に動かす将軍だ。




　スタンドルはリーザの子飼いだが、ミュラーのほうはバイデリュンヘン大公が付けてくれた将軍で、齢よわい四十を超えた、経験豊富で優秀な軍人だった。

　しかし、大公が付けてきた男である以上、リーザを補佐すると同時に、リーザを監視するという役目も負っていることになるから、気を許していい存在ではない。

　かといって、彼を遠ざけるのも逆効果だ。

　自分の知らないところで何か企んでいるのではないかとミュラーに疑われたら、大公にもそう疑われるということに外ほかならない。

　リーザは、そのことを充分に弁わきまえている。

　同時に、ミュラーの前では有能な指揮官であり続けなくてはならない。

　リーザは、それも理解していた。




「反乱軍の次の標的はグライルゼフトの街と見て間違いないでありましょう」

「で、あるな」

　リーザは力強く頷いた。

「現状では、街の守兵は千二百しかおりません。近隣の砦に守兵を配置しておりましたので、これで足りていたのです。守備兵というより、街の治安を維持するための部隊であります」

　というランツファルトの言葉を受けて、リーザは、ところが、と応えた。

「エンブロイィやシャウスーベンの砦が落ちたことで、街の周囲はかなり手薄になっているわけだ」

「さようであります。両砦とも守兵はほぼ全滅といった有様ですので、その分の兵力がグライルゼフトの周辺から消えております」

　リーザは二人の将軍に目を向ける。

「スタンドル将軍、貴公の考えは？」

「ここから、ある程度の増援を送らないとならないでしょう。千二百では街を守りきれません」

「ミュラー将軍、貴公の考えは？」

「増援を送るついでに、主力をグライルゼフトに配し、攻め寄せてくる反乱軍を叩いてしまうのがわかり易いかと」

　リーザは、くくっ、と笑った。

「たしかに、それはわかり易いな」

　公女はすぐに笑みを消し、だが、と言った。

「反乱軍が絶対確実にグライルゼフトに攻め寄せるかどうか、まだわからない。吾らが増援を送れば、標的を変えるかもしれない」

「ならば、送らなければよいのではありませんか？」

「なるほど。街を敢あえて手薄にしておいて誘いの隙すきを見せる。そうして攻め寄せてきた反乱軍主力に吾が主力をぶつけ、雌し雄ゆうを決するという策か」

　ミュラーは、打てば響くリーザの頭の回転の速さに感心しながら頭を下げた。

「さようであります、殿下」

「しかし、その場合、こちらの主力を隠しておくのが難しいな。吾らが待ち受けていることを知れば、反乱軍は街を攻めずに引き返すかもしれない」

「兵は密かにシュバーヘンの街に入れておいて、敵がグライルゼフトに攻め寄せるのと同時に出撃し、グライルゼフトへ急行する……ということでは如何でしょう？」

　シュバーヘンは、バルバリゥスとライオネルの街を結ぶ街道の中間点に位置する城郭都市で、ライオネルの街が復興軍の手に落ちた今、その重要性を増している。

　交通の要衝であると同時に、グライルゼフトの街までの距離はバルバリゥスからよりずっと近いので、援軍として駆けつけるなら、たしかにシュバーヘンの街に部隊を配しておいたほうが都合がいい。













「それなら敵がグライルゼフトを囲んでから動いても間に合うな。問題は」

　そこで言葉を切って、リーザはミュラーを意味ありげに見やった。

「問題は」

　と、ミュラー将軍はリーザの言葉を引き継いだ。

　つまり、問題点はすでに検討済みということを示したわけだ。

「我が軍主力をシュバーヘンに入れたのを知られないこと。グライルゼフトの街に攻め寄せた部隊が確実に反乱軍の主力であること。この二点でございましょう」

「後者はミニーチェに任せばなんとかなるだろう。前者は可能か？」

「小部隊に分けて移動させれば、敵に把握される恐れはかなり低減できるかと。むしろ、シュバーヘンの街にいる反乱軍の支持者どもがライオネルへ報せを送らないようにするほうが難しいでしょう。その場合、兵は街に入れずに郊外に宿営させたほうがいいかもしれません」

「ふむ」

　リーザは顎に手を当てて考え込んだ。

（敵の主力は叩いておかねばならない。敵がグライルゼフトを攻めるのなら、好機だ。しかし、こちらの主力を移動し、隠しておくのが難しい……か。む？　待てよ）

　リーザは、それを思いついた。

（敵が主力を投入してくるということは、敵の後方が空からになるということだ。これまでの戦いを見れば、夜姫がその戦法を採とるのは間違いない。つまり……ライオネルの街やゲーリンゲンの街が、ほぼ空になるわけだ。ならば陥とす好機ではないか？）

　リーザは素早く実行の可能性を探り、その利点を検討する。

（行けるか？）

　顔を上げたリーザは副官の名を呼んだ。

「ランツファルト！」

　珍しくリーザの声に弾むような調子が感じられ、呼ばれた副官は内心で不思議に思いながら立ち上がった。

「は。何でありましょう、殿下？」

「敵の生命線とも言える白しろ銀がねの鉱山、ゲーリンゲンの街を押さえたらどうなる？」

　ランツファルトは一瞬、怪け訝げんそうな顔になった。

　彼だけではない。

　居並ぶ幕僚、首脳も不思議そうな顔でリーザを見ている。

　が、リーザの副官であるランツファルトは質問の真意を訊き返すような真似はしない。

「は。白銀の鉱山はゲーリンゲンの街の西方に広がる山岳部のどこかにありますので、ゲーリンゲンを押さえれば鉱山は孤立します。反乱軍が鉱石の運び出しや精せい錬れんに窮きゆうするのは確実であります。のみならず、ゲーリンゲンの街を押さえてしまえば、鉱山の在処ありかを特定するのも、そう難しくはないでしょう」

「そうか。ところで」

　リーザは顔を上げ、居並ぶ幕僚、首脳を見回した。

「白銀の鉱山をこちらが接収してしまった場合、あるいは接収できないまでも、奴らが掘った鉱石を売り捌さばけない場合、反乱軍はどのくらい保もつ？」

　出席者は、互いに顔を見合わせたり首を捻ったりしているが、リーザの問いに答えられる者はいなかった。

「おおよそでかまわないぞ」

　というリーザの催促に、おずおずとリーブヌールが右手を挙げた。

「リーブヌール！」

　肩をすくめるような体勢で立ち上がった元庶務部隊長は、遠えん慮りよがちに声を発した。

「以前、本国の財務担当から回ってきた書類に拠よれば、なのですが、かつてエルゲン王国が鉱山から得ていた収入は年にざっと五十万スタディオンほどと思われます」

　数字を挙げるリーブヌールの声が次第に熱を帯びてきた。

「今も同等とは思えませんが、仮に七割の収益を得ているのだとして、年間で三十五万。ゲーリンゲンの街をこちらが押さえたため販はん路ろが確保できず、収益が三割まで落ち込むとすると、十万スタディオンと少し。それで五千もの兵員を養うのは不可能であります。三、四箇月もすれば、兵に支払う俸ほう給きゆうが滞りかねません」

　いつの間にかリーブヌールは顔を上げ、背筋を真っ直ぐに伸ばして話していた。

「もちろん支配地域からは租そ税ぜいが上がってきますし、通行税や各地の支持者からの寄付も集まっているでしょうから、ただちに干上がってしまうわけではありませんが、俸給を払えたとしても、兵糧や武器、防具の調達に支障が出てくるのは確実と思われます。なお、南部国境地域の山岳部では林りん業ぎようも盛んでして、それも旧王国を支える大きな収入源の一つでありましたから、ゲーリンゲンの街を押さえることは一いつ石せき二に鳥ちようと言えます。その林業の収益は……」

「いや、もういい。助かった、リーブヌール」

「あ」

　リーザに遮さえぎられ、リーブヌールは我に返る。

「どうも差し出がましいことを申してしまいまして、申し訳ございません」

「差し出がましくなどあるものか。貴公の話は大いに役立った」

「ありがとうございます」

　深々と一礼してから、リーブヌールはそそくさと腰を下ろす。

「殿下」

「なんだ、ランツファルト？」

「今の話の流れから推おし量りますと……殿下はゲーリンゲンの街を狙っているのでありますか？」

「狙っているというか、ゲーリンゲンの街こそが反乱軍の生命線であることを確認した、というところだな」

　はい、と返事をしたものの、ランツファルトはまだリーザの真意がわからない。

　それは他の出席者も同様で、ある者は首を捻り、別のある者は説明を求めてリーザに視線を向けた。

　その視線を正面から受け止め、リーザは鷹おう揚ように頷いた。

「両面作戦で行こう」

　もう一度、はい、と返事をしたものの、ランツファルトの顔にはあからさまな怪訝の色が浮かんでいる。

　堪らずスタンドル将軍が訊いてきた。

「殿下、両面作戦とは、何と何の両面なのですか？」

　リーザはにやりと笑って将軍に応えた。

「敵の主力をグライルゼフトで迎え撃って打ち破ることと、ゲーリンゲンの街を陥とすことの二つだな」

「なるほど……って、いえ!?　その二つに両面作戦と言うほどの関連性があるとは思えないのですが？　場所も離れすぎていますし」

　スタンドルが情けない顔で周りを見回すと、誰もが彼と視線を合わさないように顔を背けてしまった。

　リーザの言葉の真意を理解している者がいないのは明白だったが。

「あ、なるほど、そうです、か」

　とリーブヌールが呟いたので、全員が彼女に視線を集中させる。

　彼女は真っ赤になって俯うつむいてしまった。

「では吾の狙いを説明しよう」

　というリーザの言葉で、皆は慌てて顔を戻し、リーザに視線を向けた。

「と思ったが、どうやらリーブヌールが吾の狙いを把握したようだから、彼女に説明してもらおうか」

　リーブヌールは怯おびえた顔になって必死に首を左右に振ったが。

「かまわない。読みが外れたからといって貴君を責めはしない。吾の狙いを言ってみてくれ」

　と言われ、リーブヌールは悟った。

（殿下はわたしを試しておられるのですね）

　であれば、逃げられはしない。

　逃げたりすれば、役立たずの用なしとして地位を剝はく奪だつされるだけだ。

（それでは、せっかく引き立ててくださった殿下のご配はい慮りよを無駄にすることになります。のみならず、あんな無能な者を幕僚に入れたと言って殿下が誹そしられてしまうかも。それだけは避けなくては）

　リーブヌールは意を決して立ち上がった。

「どうだ？　吾の両面作戦、まずは何から始めるべきか？」

　とリーザが意味深な顔を向けてきた。

「はい。グライルゼフトで敵主力を迎撃する、あるいはゲーリンゲンの街を奪取する。この両面作戦を実行するに当たっては」

　リーブヌールは一つ大きく息を吸った後、一気に言葉を吐はき出した。

「まずはライオネルの街を攻撃するところから始めるべきだと考えます」

「な!?」

　周りから驚きの声が漏れた。

「いえ、正確に言えば、ライオネルの街を攻撃する姿勢を見せる、でしょうか」

「リーブヌール。グライルゼフトでの迎撃とゲーリンゲンの奪取だけでも関連性がわからないのに、さらにそこにライオネルの街が加わるのか!?」

　とスタンドル将軍は叫ぶように言ったが、彼の思いは全員に共通するものだろう。

　中には、あからさまに、何を言っているんだ、こいつは!?　という顔つきの者もいた。

　不意にリーザが笑い出し、全員が驚きの顔を彼女に向ける。

「リーブヌールの理解は正しい」

　ひとしきり笑った後、リーザは笑みを納めて立ち上がった。

「では吾の考えた策を説明しようではないか」
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　疾しつ風ぷう迅じん雷らいの如ごとくエンブロイィ砦を陥おとした復ふつ興こう軍ぐん主力は、徹底的に砦を破壊した後、即座に撤収していった。

　そして翌日の夜半にはライオネルの街へと帰き還かんした。

　夜遅くにも拘かかわらず大勢の住民が出迎え、彼らはみな大きな戦果に沸わき立った。

　出迎えた識しき姫き士しコルネリアゥスも、安あん堵どの色を顔に浮かべている。

「アイオリス、兵を休ませよ。疲れているところを悪いが、幹部はそのまま軍議に入る。何しろ吾われが出ていられるのはあと二ふた時ときかそこらだからな」

　という夜よる姫ひめの言葉に、六ろく姫き士しと赤騎士、黒騎士に加え、街の幹部が政せい庁ちよう舎しやの評ひよう定じようの間まに勢揃いした。
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「吾らには休んでいる暇はない。次の作戦を策さく定ていし、準備を始める」

　夜姫がそう宣言した。

「次の作戦とは、グライルゼフトの街の攻略でありますね？」

　コルネリアゥスが確認すると、夜姫は、

「そうだ」

　と胸を張る。

「グライルゼフトの街を奪回できればそれに越したことはないが、敵の出方次第では、奪回戦ができない可能性もある。そこで今回は両面作戦で行こうと思う」

　奇くしくも夜姫までもが両面作戦と言った。

　この不可思議な合がつ致ちは、リーザと夜姫という二人の指導者の思考や志向といったものが似通っていたからか、あるいは運命の女神が振った賽さいの悪戯いたずらか。

　そのどちらかが真実に近いかはさておき、このとき二人の指導者は似たようなことを考え、似たような作戦を実行しようとしていたのだった。

　出席者は夜姫の狙いがわからず、戸惑った顔をしている。

　皆を代表してコルネリアゥスが訊いた。

「両面とは……どことどこを想定しているのですか、夜姫様？」

　しかし夜姫は、その問いに直接答えようとはせず、

「バイデリュンヘン軍も」

　と言う。

「吾らがグライルゼフトの街を狙っているのは、当然、承知しているはず。そこで敵の取る手段は二つある。一つはグライルゼフトへ戦力を集中して吾らを迎え撃とうとするやり方。もう一つは、手薄になったライオネルの街を奪だつ還かんするため、こちらへ主力を差し向けるやり方だ」

　コルネリアゥスが、なるほど、と頷いて言った。

「たしかに我々がいつ、どれだけの兵力をグライルゼフトに向けるかがわからない以上、敵もそちらに兵力を集中させることはできませんね。そもそも必ずグライルゼフトを攻めるとは限らないわけで」

　夜姫は大きく頷うなずいてみせる。

「そのとおり。引き続き、今回のように各地の砦を各個撃破していくという戦法もある。だから主力をグライルゼフト近くに張りつけておくことはできない。吾らが本当にグライルゼフトを攻めるのか。攻めるとしたら、どれだけの兵力を投入してくるのか。それが摑つかめないと、敵も迎撃のための部隊機動ができないだろう」

「つまり、夜姫様は」

　とアイオリスが口を挟んできた。

「いつ、どれだけの兵を動かすか敵に悟られないように準備をし、準備が調ったら一いつ気き呵か成せいにグライルゼフトを陥としてしまおうと仰るのですね」

「そういうわけでもない」

　アイオリスが目を瞬しばたたいた。

「あ、はい、そうなの……ですか？」

「そうなのだよ、アイオリス」

「は……い」

　アイオリスは怪け訝げんそうな顔で首を捻ひねった。

　作戦会議の前には、夜姫、アイオリス、スナイデルッラの三人で、事前のすり合わせをある程度まで済ませておくことはよくあった。

　夜姫の策を通すために、三人で出来試合のようなやり取りをすることもあった。

　しかし今回は、何も打ち合わせていない。

　そのためアイオリスも、夜姫が何を狙っているのか把は握あくできていなかった。

「となりますと……？」

「こちらも、敵がどれほどの兵力を投入してくるかを予あらかじめ把握するのは難しい。全兵力をあからさまに動かせば、敵はグライルゼフトで迎撃するか、空になったライオネルの街を攻めるか、好きなほうを選べる。敵にだけ選択の自由を与えるのは好ましくない」

「えぇと……」

　アイオリスが助けを求めるように仲間の顔を見回したので、コルネリアゥスが助け船を出してやった。

「こちらも選択肢を保持しておく。だから両面作戦……なのですね」

　夜姫はにやりと笑って応えた。

「そうだ」

「話は元に戻りますが、その選択肢の一つはグライルゼフトの街を陥とすことで決まりなのですね。もう一つはなんでしょうか？　ライオネルの街へ寄せてくる敵主力を撃退する……のでしょうか？」

　というコルネリアゥスの問いかけに、夜姫は、いや、と首を横に振る。

「敵がグライルゼフト方面へ戦力を集中させるのなら、吾らは敵の主力を避け、シュバーヘンの街方面へ進出する。シュバーヘンの街の守りは堅いだろうが、敵が戦力をグライルゼフト方面に集中してくれれば、周辺の砦は陥とし放題だ。そうなれば街は裸同然。いくら守りが堅くても、内応者が出れば陥とすのは難しくない」

　そう言って夜姫は不敵に笑う。

「敵がグライルゼフトへ主力を差し向けないのなら、そのときはグライルゼフトを攻略してしまう」

「後ごの先せんを取るのですね」

　とコルネリアゥスが言うと、夜姫は再び、そうだ、と力強く頷いた。

「敵の動きに対して、こちらの動きを決める。この場合は、先に動かないほうが得なのだよ」

「ですが、待っているだけではこちらも苦しくなると思います」

「だから準備は進めておく。準備を進めながら敵の動きを探り、敵がどう出るか、敵がどちらへ動くかを把握し次第、こちらはその逆を取る」

「たしかに、後あと出しじゃんけんのほうが勝てますからな」

　と赤騎士が笑うと、出席者のあいだに笑顔が広がった。

　と同時に、さすがに夜姫様はバイオレッタ様だけのことはある、と心強く思った者も多いだろう。

　その夜姫は真剣な面持ちのまま、それに、と内心で付け加える。

（後出しじゃんけんのほうが得なのは、敵にはもう一つ選択肢があるからだ。敵がそれを考えるかどうか。それを決断するかどうか。それによって、こちらの対応策も変わってくるのだから。だが、今のところ、それについて言及するのは控えておこう。どこに敵の間かん者じやの耳じ目もくがあるかわからないからな）

　夜姫は、それを打ち明けるのは六姫士のみと思っているし、打ち明ける時期も、できるだけ先まで引っ張って、敵の応おう手しゆが摑めた時点で、と決めていた。

「まず吾らがするべきことは」

　と夜姫が言うと、たちまち場が鎮しずまった。

「各都市、各勢力に動員をかけておくことだ。次の一戦が祖国解放のための最大の山場となるから、後あと先さき考えず、持てる兵力の最大限まで動員して作戦に投入する。ゲーリンゲンの街に残っている守兵もライオネルの街に呼び寄せろ。新たな募兵をして、義勇兵も募つのれ。そちらはアイオリス、おまえに任せよう」

　立ち上がったアイオリスが、

「は」

　と一礼した。

「ですが夜姫様」

「何か問題があるか、アイオリス？」

「ゲーリンゲンの街の守兵まで引っ張り出してしまってよいのですか？」

「かまわない。繰り返すが、この戦は総力戦だ。そして解放戦争の大きな山場だ。後先を考える必要はない。逆に言えば、ここで勝てば、あとはどうにでもなる」

　アイオリスはもう一度、頭を下げた。

「承りました」

「そして。東の国くに境ざかいの王国勢にも、できる限りの援軍を寄よ越こすように使者を送るのだ。バイデリュンヘンの南方侵攻軍が壊滅したおかげで東方域への圧力は緩んでいるから、諸しよ侯こうはある程度の援兵を出せるはず。それはコルネリアゥスに任せよう」

　立ち上がったコルネリアゥスが、

「承知いたしました」

　と低頭した。

「王国の解放はこの一戦に懸かっていると強調しておけ。つまり、一兵でも多く出せ、ということだな。バイオレッタである夜姫がそれを望んでいると言えば、断りはしないだろう。頼んだぞ」

「やってみます」

「敵の動向を把握するのは、カオルゥとサンドリヨンスの役目だ」

　二人は勢いよく立ち上がった。

「承知であります」

「承知しました〜」

「敵状の把握が今回の戦の生命線であり、勝敗の分ぶん岐き点てんだ。二人とも頼んだぞ」

「全力で探るのであります」

「友だち総動員でやりますよ〜」

　二人を座らせると、夜姫は、さて、と出席者を見回した。

「あとは作戦を支えるだけの兵ひよう糧ろうと武器、防具の確保だ。それはコルネリアゥスを中心にして、アイオリス、センレリゥム、赤騎士で進めてほしい」

「承知いたしました」

「承りました」

「承ったっす」

「委細、承知ですじゃ」

　四人は四者四様の返事を夜姫に返した。

「吾は昼間は休んでいるも同然。だが、皆はこうして夜も働いている。だから、あまり無理をするな。休めるときは休んでおくように。いざというときに倒れられてしまっては目も当てられないからな」

　そう言って夜姫は笑った。

「夜姫様のご高こう配はい、ありがたくちょうだいいたします」

　六姫士筆ひつ頭とうのアイオリスが皆を代表するように低頭して礼を言った。

「それはそれとして、誰か朝まで吾につき合う者はいないか？」

「休めと言った側から無茶な要求を!?」

　アイオリスが大きく仰け反った。

「ははは、冗談だ。皆も疲れているところを無理してもらっている。それに、ここからが正念場だ。今は戦いに集中しておこう」

「……それがよろしいかと」

「では、散会」

　夜姫の宣言に、皆は椅子から立ち上がった。




　　　　　３




　アイオリスや赤騎士を中心とした輪ができ、そちらでは兵糧の手配をどう進めるかが話し合われている。

　一方、コルネリアゥスの周りには街の執政官たちが集まり、ライオネルの街の内政や、ゲーリンゲンの街の扱いなどが話し合われている。

　二つの集団は輪になって話をしながら評定の間から退出していった。

　それを見送っていた夜姫が、

「さて、吾も部屋に戻るか」

　と呟つぶやいてゆらりと立ち上がると、その場に残っていたスナイデルッラが近寄ってきた。

　だだっ広い評定の間には二人しかいない。

　重要な会議の席なので、侍女や衛兵を部屋に入れていなかったからだ。

「夜姫様、調子は如何いかがですか？」

「問題ない。むしろ、すこぶる調子はいい」

「ならば、よいのです。しかし、調子がいいからといって、調子に乗りすぎないほうがよろしいかと思うのです」

　スナイデルッラの意味深な言葉に、夜姫は、ふふ、と笑った。

「わかっているよ、スナイデルッラ。だが、今は勢いをつけるため、少しくらい調子に乗ったほうがいいのだ。兵力的に劣っている吾らは、兵の士気、兵の闘とう志し、兵の勇気に頼らざるを得ないのだからな。一歩を踏み出せるかどうか、あと一歩を踏み込めるかどうか。それが勝敗を分ける鍵かぎなのだ。たとえ一時の高こう揚よう、一時の興奮でも、それが必要なのだ。そのためなら吾はなんでもする。どんなことでもする。それがバ……」

　そこで夜姫は言い淀み、スナイデルッラの眉がピクリと動いた。

　少しの逡しゆん巡じゆんの後、夜姫は天を仰いで呟くように言った。

「それが吾の決意であり覚悟でもある」

　スナイデルッラはいつもの表情に戻り、軽く頭を下げた。

「承知しております。ですが、やり過ぎると、逆に兵や将官が引いてしまう恐れもありますので、そこのところはご留りゆう意いください」

「そうだな、注意しておこう」

　と頷いた夜姫は、ところで、と顔を上げた。

「吾の寝室に来るか？」

「そちらのやり過ぎにも注意していただきたいと思うのですが！」

　声は抑え気味だったが、スナイデルッラは眉を吊り上げてツッコんだ。

「ならば、侍女を弄もてあそぶか」

「ですから……」

　スナイデルッラは眉まゆ尻じりを下げて情けなさそうな顔になった。

　一方の夜姫は少し苦しそうに表情を歪めた。

「そう言うがな、スナイデルッラ。そうでもしないと、吾はこの昂たかぶった気持ちを抑えられないのだ。この興奮を抑えられないのだ。このままでは皆の前であらぬ事を口走ってしまいそうだ」

　スナイデルッラは、はぁ、とため息を吐ついた。

「致し方ございませんね。ですが、くれぐれも自じ重ちようしてくださいませ」

　夜姫は再び笑った。

　その笑みは、嫌でもバイオレッタを連想させる快かい活かつなものだった。

「自重か。吾にいちばん似つかわしくない単語だな」

「それもそうですね」

　スナイデルッラも、思わず微苦笑を漏らす。

「それより、スナイデルッラ」

　夜姫が顔を寄せて囁ささやきかけてきたので、魔姫士は笑みを消し真剣な顔に戻る。

「なんでしょうか、夜姫様？」

「コルネリアゥスの様子はどうだ？」

「今のところ問題はありません。彼女は彼女で、この状況を受け容れようと開き直ったのではありませんか？」

「そうか。ならば、いい。いちばん不安だったのは識姫士の出方だったからな」

「ええ。ですが、今のところ夜姫様のことを疑う素振りは見せていませんね」

「コルネリアゥスに限らず、誰か一人でも吾の秘密に気がつけば、その瞬間に復興軍は瓦が解かいするだろう。それだけは避けなくてはならない。なんとしてでも」

「ええ、承知しております。コルネリアゥスのことは、引き続き、それとなく注意しておきます」

　夜姫は覆い布から覗くスナイデルッラの目に視線を据えて言った。

「頼んだぞ」

　スナイデルッラが無言で小さく頷くと、夜姫はすっと顔を離す。

「では、吾は自室へ戻る」

「朝までお休みになりますか？」

「いや。何人か、侍女を連れていく」

　スナイデルッラは、げんなりとした顔になる。

「似つかわしくなくても、自重という言葉を覚えていただけるといいのですが」

　くくっ、と夜姫は笑った。

「そう言うな。吾がそれをすれば、侍女たちも吾がバイオレッタであることを実感するだろう。いや、体感する、というべきか。侍女の中には、見聞きしたことを漏らす者もいるだろう。もしかすると、積極的に流す者もいるかもしれない。そうなれば、はっきりと吾のことがバイデリュンヘン側に知られる。それは、悪いことではあるまい？」

　つまり夜姫は、積極的にバイオレッタ＝夜姫であるという情報を敵に流そうと言っているわけだ。

（なるほど。噂うわさの域を超えて、夜姫様がバイオレッタ様の魂を宿す存在だということが敵方に伝わるのは、たしかに相手を攪かく乱らんし混乱させられるかもしれないな）

　スナイデルッラは夜姫の深しん謀ぼう遠えん慮りよに舌を巻いた。

「失礼しました。夜姫様が、そこまで考えておられるとは思いませんでした」

「いや。本音を言えば、ただ弄びたいだけで、その理由はあとから思いついた」

「後付けですかっ！」

「そう目くじら立てるな。後付けだろうとなんだろうと、吾は昂ぶりを鎮められ、侍女たちは吾がバイオレッタであることを体感し、皆で気持ちよくなって幸せになれるのだから、これは一石三鳥だぞ？」

「あぁもう、好きになさってください」

　スナイデルッラが投げやりにそう言うと。

「はっはっはっ、スナイデルッラの許しが出たからには、とことん好きにするぞ。徹底的に好きにするぞ。徹てつ頭とう徹てつ尾び、好きにするぞ。具体的には侍女を十人くらい寝室に連れ込もう」

「そんなにもっ!?」

「誰が敵に通じているかわからないのだから、まとめて弄んだほうが早いではないか」

「いえ……そうかも……しれません……が」

　ティターニアの顔をした夜姫は、なんとなく邪悪な笑みを浮かべて言った。

「というわけで、もう朝まであまり時間がない。吾は行くぞ。くっくっくっ、侍女たちの体に、吾がバイオレッタであることを教え込んでやる。刻きざみ込んでやる。スナイデルッラも来ないか？」

「ですから。わたしは次の戦の準備がありますので、残念ながらお付き合いすることは敵いません」

「そうか。それは残念だ。では、戦の準備が終わったら改めて誘うとするか」

　くくくっ、と笑いながら回れ右した夜姫は、出口のほうへ向かって歩き出す。

「戦の準備、よろしく頼むぞ」

　と言い残して遠ざかる夜姫の背中に向かって、スナイデルッラは軽く頭を下げた。

　顔を上げたスナイデルッラは、夜姫の姿が消えた出口の扉のほうを見やりながら、また一つ、ため息を吐ついた。

（しかし。見事にバイオレッタ様だな、夜姫様は。恐ろしいまでにバイオレッタ様だ。死し魂こん召しよう喚かんと言ってはみたものの、ここまで見事にバイオレッタ様を再現できるとは思わなかった。ただ）

　夜姫があまりにバイオレッタそのものであることはとても心強いのだが、逆に心配な面もある。

（たとえば。旧王国の民も兵も官かん僚りようも、こぞって夜姫様がバイオレッタ様だと確信してしまったら。そして王国が完全に復興した暁あかつきには。いま空位になっているエルゲン王国の王位、どうなるのだろう）

　生前のバイオレッタは、王国が復興したら、弟、ラーエルテス王子を王位に即つけると言っていた。

　けれど、このまま王国が復興したら、その功こう績せきは偏ひとえに夜姫のものだ。

　そして夜姫がバイオレッタであるならば、王国の民や兵や官僚たちは、夜姫以外の者が王位に即くことを望むだろうか。

（いや、今から考えても仕方がないことか。今は如い何かにして王国の復興を完全なものとするか。祖国からバイデリュンヘン軍を追い出し、王国全土を解放するか。それのみを考えるべきだな。あとのことは、完全復興が成ってから考えればいい）

　スナイデルッラは自分にそう言い聞かせると、誰もいない、がらんとした評定の間をあとにするのだった。
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　そして数すう刻こくの後──。




　夜明け間近の夜姫の寝室では、十人ばかりの全裸の侍女が、寝台や床の上に折り重なるようにして横たわっていた。

　誰もが肌を赤く染め、荒い息を吐はき、全身に汗を浮かべ、しどけない姿をさらけ出している。

　一人、寝台に腰を下ろしている夜姫もまた全裸だった。

　十人もの侍女を弄んだばかりだというのに、彼女の双そう眸ぼうには強固な意志の光が宿り、その表情には揺るぎない覚悟の色が浮かんでいた。













　夜姫は寝室のあちこちに横たわっている侍女たちの体に視線を走らせた。

（これらの者は、先日までティターニアの同どう僚りようだった者たち。その彼女たちも思い知ったことだろう。体感したことだろう。吾が夜姫であることを。夜姫がバイオレッタであることを）

　寝台に座っている夜姫は、すぐ横で仰向けになっている侍女の体に手を伸ばし、盛り上がった左の乳房を摑つかんだ。

「あ……あ、夜姫様、もうご勘かん弁べんを……」

　夜姫は乳房を摑んでいる右手に力を込める。

「あ、そんなに強く……あぁ」

　侍女は半はん眼がんになって、蕩とろけるような顔で夜姫を見上げてきた。

「吾は誰だ、リムリー？」

　と夜姫は侍女の名を呼んだ。

「あ、あなた様は夜姫様でございます」

「夜姫とは誰だ？」

「夜姫様は……バイオレッタ様でございます」

「そうだ。吾は夜姫。バイオレッタの魂を宿す者。即ち、吾がバイオレッタなのだ」

「あぁ、バイオレッタ様。またバイオレッタ様に、以前のように可愛がっていただけるなんて、夢のようでございます」

「夢なのではないことを、今一度、その体に教え込んでやろう」

　夜姫は空いている左手も伸ばし、侍女の体に覆い被さった。

（吾は夜姫。夜姫なのだ。今も、そしてこれからも。吾の邪魔をする者は。王国復興の枷かせとなる者は）

　夜姫の瞳に決意と覚悟の炎が燃え盛った。

（それが誰であろうと、除のぞかねばならない）
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　その日の夕刻。

　そろそろ日も暮れようかという頃合いに、ティターニアが寝室から姿を現した。

　いや、違う。

　自信に溢あふれたその表情を見れば、身に纏っている覇は気きを感じれば、すでにティターニアは夜姫となっているのに誰もが気づくだろう。

　じっさい、駆け寄ってきた侍女たちは、

「おはようございます、夜姫様」

　と言って低頭した。

　日暮れ時に「おはようございます」もおかしな挨あい拶さつだが、夜姫は毎日この時間に覚かく醒せいするので、起き抜けの挨拶にはこれが相応しいだろうということになっていた。

「おはよう。気分のいい晩だな。皆の者、昨夜は大たい儀ぎだった」

　と夜姫に言われ、侍女たちは顔を赤らめて俯うつむいた。

「六姫士はどうしているか？」

「アイオリス様以外は仮眠を取っておられます」

「アイオリスは？」

「将軍たちと兵の訓練を見ておられます」

「そうか。では、皆を召集してくれ。赤騎士と黒騎士もだ。街の執政官たちもな」

「畏まりましてございます」

　十人ほどいた侍女の半数が伝令役として散っていった。

　残りの半数が夜姫に傅かしずく。

「お着替えを」

「湯浴みは如何なさいますか？」

「湯浴みはティターニアが済ませている。着替えを手伝ってもらおう」

　そう言って夜姫が寝室に引き返すと、侍女たちもそのあとに従って、ぞろぞろと寝室に入っていった。

　夜姫が寝室の姿見の前に立つと、侍女たちが寄って集たかって着ていた裳もを脱がせ、胸覆いと下帯も引き剝がして夜姫を全裸にした。

　夜姫の体はティターニアのものだから、胸の双そう丘きゆうは特大である。

　その両胸が大きく弾んだ。

　侍女たちは用意した新しい下帯を穿はかせ、新しい胸覆いを巻き、下着──上着の下に着る服──を着せ、帷子かたびらを着せ、その上に上着を着せ、さらに白しろ銀がねの軽装鎧を装着していった。

　手てっ甲こうを着け、長ちよう靴かを履かせ、剣を左腰に吊るすと、いかにも復興軍の指導者に相応しい凜り々りしい夜姫が出現した。

「では、行こう」

　鎧と剣の鞘が触れる金属音を響かせながら、夜姫は颯さつ爽そうと部屋を出ていった。
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　その夜の軍議をこなした後、夜姫は街の郊外で行われている兵の訓練に顔を出した。

　夜戦の訓練だから、辺りは夜の闇に覆われている。

　月明かりだけでは夜姫の姿をはっきり視認できはしないが、そこに夜姫がいることが伝わっただけで、兵たちの士気は否いやが応おうでも高まった。

　兵たちは暗がりをものともせずに走り、槍を突き、剣を振るい、矢を射た。

「夜姫様のために！」

「祖そ国こく復興のために！」

「敵を討て！」

「バイデリュンヘン兵に死を！」

　いつの間にか兵たちのあいだから、そんな合唱が沸き起こっていた。

　そんな兵たちの様子を見ながら、夜姫に付き従っていたアイオリスは思う。

（これが夜姫様の効能……か。兵力的に劣れつ勢せいな我らは、たしかに兵たちの士気と闘とう争そう心しんに賭かけるしかないのだから、夜姫様の存在は我らの生命線だ）

　いま振り返れば、自分の発想と決断が正しかったのだと認めることができる。

　アイオリスは自分で自分を誉めてやりたい気分だった。

（ルッラの奴は心配していたようだが、少しくらい度を過ぎても、兵たちの士気が上がるのなら、兵たちの闘志が燃えるのなら、多少のことには目を瞑つむってもいい）

　兵の訓練を見やっている夜姫の隣で、アイオリスはそう思っていた。
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　それから三日後──。




　復興軍が新たな大おお戦いくさのための準備を着々と調ととのえているときに、旧王都へ潜り込ませていたコルネリアゥス配下の者が一人、密かにライオネルの街に現れた。

　配下から報告を受けたコルネリアゥスは、その内容の重大さに瞠どう目もくした。

　彼女はすぐさま幹部連を召集しようとしたのだが、生あい憎にくとまだ日が高く、夜姫は現れていない。

　コルネリアゥスは他の六姫士や赤騎士、黒騎士、それに街の執政官たちに、夜姫様が登場されたら会議を始めるので時間を空けておいてくれと連絡し、書類仕事をこなしながら、そのときを待った。




　そうして一いつ時ときほどが経った黄たそ昏がれ時どき。

　夜姫が登場したという報告を受けたコルネリアゥスは、自ら夜姫の寝室に走った。

　廊下に立つ衛兵に声をかけ、寝室の扉を開けると、侍女に傅かしずかれた夜姫は、ちょうど着替え中だった。

「ん？」

　全裸で姿見の前に立っている夜姫が入り口のほうへ顔を向けた。

「どうしたコルネリアゥス、息せき切って。それほど吾の着替えを見たかったのか？　そんなふうに焦って覗のぞきに来なくとも、言ってくれれば、いつでも脱ぐのだが」

　コルネリアゥスは眉を吊りあげてツッコんだ。

「覗きに来たのではございません！」

「なら、弄ばれに来たのか？」

「そういうわけでもございません！」

「ちょっと期待したのに、がっかりだな」

　全裸の体を見せつけるように胸を張り腰に手を当てている夜姫に向かって、コルネリアゥスは眉を吊り上げた。

「そんな場合ではございません」

「ふむ。おまえがそこまで言うということは、バイデリュンヘン側に何か新しい動きがあったか」

「ありました」

「わかった。すぐに軍議を始めよう。皆は集めてあるか？」

「夜姫様が登場され次第、会議を始めることを伝えてあります」

「そうか。よし、行こう」

　歩き出そうとする夜姫に、侍女たちが悲鳴を上げて取りすがった。

「夜姫様、まだお召し物が！」

　足を止め、自分の体を見下ろした夜姫は、

「ああ、そうだった」

　と手を打った。

「さすがにこれでは不味いな」

「不味いどころではございませんよ、夜姫様」

　とコルネリアゥスが呆れ気味に言った。

「では、すぐに着替える。少し待ってくれ、コルネリアゥス」

「お急ぎください」

　とコルネリアゥスに催さい促そくされ、夜姫は控えている侍女たちに急ぐようにと促した。

　侍女たちは下帯、胸覆い、下着、帷子かたびら、上着を手早く着せ。

　続いて軽装鎧や手甲を着け、長靴を履かせ、最後に剣を腰に吊るした。

「よし。待たせたな、コルネリアゥス」

　身支度を整えた夜姫が歩み寄ってきた。

　顔も身長も違うので、こうして照明のある明るいところで間近に見ると、バイオレッタをあまり感じない。

　けれど暗いところで一定以上の距離を置いて見れば、その話し方、歩き方、仕草には、たしかにバイオレッタを感じるだろう。

（昼のあいだ消えてしまうので、その分、仕事が滞るのは厄介だが、夜姫様が夜にしか現れないというのも、それはそれで利点があるわけだ）

　コルネリアゥスは、改めてそのことに思い至った。

（まさか、ルッラの奴、そこまで狙って……いるわけがないな。だいいち、損得を考えれば、昼間いないことの損失のほうが大きいのだから）

「どうした、まじまじと吾の顔を見て？　もしかすると、吾と寝台に行きたいのか？　いやいや、さすがに今からは不味いだろう？」

「いえいえ、全然そういうことではありませんので！」

「そこまできっぱりと否定されると、それはそれで悲しいな」

　という夜姫を無視して、コルネリアゥスは冷静な口調で言った。

「では、参りましょう。もう皆、集まっている頃です」

「そうだな。敵方の新たな動きも気になるし」

　あっさりと頷くと、夜姫はマンテラを翻して寝室をあとにした。
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　評定の間に勢揃いした夜姫と幹部連を前に、コルネリアゥスは配下がもたらした情報を報告した。




「……というわけで、旧王都のバイデリュンヘン軍部隊は、全軍を挙あげて出撃の準備を進めているそうです。リーザが率いてきた五千だけではなく、周辺の砦や街からも兵を引き抜いている模様で、それらの部隊が旧王都郊外に集結しつつあるそうです。現状、バイデリュンヘン軍が動員した兵力は約六千ですが、もっと集まりそう……というのが、わたくしの配下がもたらした情報です」

　一通り説明を終えたコルネリアゥスは、居並ぶ幹部連の顔を見回した。

「何か質問等、ございますか？」

「出撃の準備が終わるのはいつ頃か……というのはわかっているのかな」

　とアイオリスが訊いた。

「さすがに、そこまでは」

「そうか。まぁ、そうだろうな」

「最終的にどこまで増えるのかも、まだわからないか？」

　と夜姫が訊く。

「それもまだ断定はできませんが、おそらく七千から八千ではないか、というのが配下の見立てです」

　夜姫はコルネリアゥスから視線を外して顔を巡らせた。

「カオルゥ、おまえの手の者からは何か入ってきているか？」

「いえ、夜姫様、まだ届いていません。明日にでも人を遣やって、潜入している者と接触させ、何か新しい動きが出ていないか、確認させようと思っているであります」

「そうか。では、そちらはよろしく頼む」

　カオルゥに向かって軽く手を挙げた夜姫は、さて、と言って一同に向き直った。

「敵が動いた。この敵の動きは、こちらの動きに呼応したものだろう。であれば、吾らも敵の動きに呼応して改めて動かなくてはならない」

「ややこしゅうございますね」

　とアイオリスが苦笑する。

「今や中盤の難所。一手指すごとに局面は変わるということだな。相手の応手の狙いを読み誤ることなく、こちらは的確な応手を放たなくてはならない」

　夜姫は将棋スカツシエに喩たとえてそう言った。

「問題は、集めた大部隊を敵はどこへ差し向けるつもりなのか、ということだ。だが、それは敵が実際に部隊を動かさないとわからない。今のところ目を離さずに敵の動きを見守るしかないが、動いたら即座に知りたいところだ。カオルゥ、旧王都へ向かう手の者に、連絡用の伝でん書しよ鳩ばとを何羽か持たせてくれないか」

「承知したであります」

「さて、こちらも出撃の準備を進めているわけだが、その動きもある程度漏れていると思ったほうがよいな」

　と言って夜姫がアイオリスを見やった。

「それは致し方がないかと」

「たしかに、完全に秘すのは無理な相談。だったら、こちらが知られたいと思う情報を積極的に見せていこう。流していこう。とりあえずは、こちらも総動員をかけて、全兵力でグライルゼフトの街を狙っている、というところを見せておきたい」

「グライルゼフトの街の周囲に物もの見み部隊を送っておきましょうか」

　とアイオリスが確認を求めると、夜姫は、それがいい、と頷いた。

「物見は少し多めに送っておいてくれ」

「承知いたしました」

「では、各人に担当部門の報告をしてもらおうか。報告書もあるが、話を聞いたほうが、たぶん早いな」

　という夜姫の言葉に、出席者は手元の資料を引き寄せた。

　まずアイオリスが出撃部隊の準備状況と、動かせる兵力についての報告を行った。

　次ついでコルネリアゥス以下、残りの六姫士が、自分が担当している部門の報告を行っていく。

　さらに赤騎士が、そしてライオネルの街の執政官や財務担当、内務担当などが報告を行い、一連の報告は終わった。

　それまで手元の資料を捲りながら黙って報告を聞いていた夜姫は、顔を上げ、一同を見回した。

「とくに問題は発生していないようだな」

　皆は肯こう定ていの意を込め、それぞれ頷いた。

「では、引き続き準備を進めてもらおう。この先は敵の出方を確実に把握できるかどうかが大だい事じになる。サンドリヨンス、カオルゥ、準備が調ったら、情報収集のため敵地に赴おもむいてもらおうか」

　名を呼ばれた二人が立ち上がった。

「頑張りますよ〜」

「やるであります」
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　会議が散会になると、サンドリヨンスとカオルゥは並んで評定の間から出ていった。

「カオルゥ、あんた、どうすんの〜？」

「拙せつ者しや、残っている部下を連れて旧王都まで走るであります」

「これから〜？」

「これからであります」

「働くね〜」

「いただいている俸ほう給きゆうの分は働くでありますよ」

「仮に、仮にさ〜、復興軍があんたとあんたの部下にお金を払えなくなったら、あんた、どうすんの〜？」

「その仮定に何か意味があるでありますか？」

「だから。仮に万が一の話だよ〜」

「そうでありますね。お金をいただけなくなれば、新しい主人を探すしかありません。拙者には部下を養う義務がありますので」

　サンドリヨンスは、小さく鼻で笑った。

「管理職は大変だね〜」

「全員、拙者を信じて、故こ国こくを遠く離れ、こんな異国の地までついてきてくれたのですから、当然のことであります」

「偉いね〜」

　と言うサンドリヨンスの口調には、些いささかの揶や揄ゆが含まれているようだった。

「ヨンスは、どうなのですか？」

「は？　何が〜？」

「友だちの餌えさ代にも事欠くような事態になったとしたら……それでも復興軍に居続けるのでありますか？」

　サンドリヨンスは肩をすくめて応えた。

「餌代に事欠いたら、その辺の敵兵を襲わせて食わせればいいんだよ〜」

　カオルゥが、うっ、と小さく仰け反った。

「それは引くであります」

「なんでだ〜？　討ち死にするなら、弓で撃たれようが剣で斬り殺されようが槍で突き殺されようが獣に喰い殺されようが、同おんなじじゃん〜？」

「そうかもしれません、が」

「死んでしまえば、野ざらしのまま白はつ骨こつになろうが土に埋められようが獣の腹に収まろうが、同じじゃん〜？」

「それもそうかもしれません、が」

「なに〜？　あんたまさか、死者の魂の安息を、とか、死者の魂の安あん寧ねいを、とか、死者の魂の穢けがれが、とか、そういうの信じてるわけ〜？」

「信じてはいませんが。たとえ自分が討ち死にして野に果てるのだとしても、獣に食われたくはないでありますね」

「そんなの、生きてるからそう思うだけ〜。死んでしまえば、食われたってわかんないんだから〜。だって、もう死んでるんだもん〜」

　カオルゥは俯き加減になって、はぁ、とため息を吐ついた。

「恐ろしく割り切った考え方でありますね」

「そうかな〜。あたしは逆に討ち死にして野に果てるのは嫌だな〜。自分の肉が腐って白骨化してくなんて耐えられないな〜。だからあたしの最さい期ごの言葉は、傍かたわらにいる友だちに対して言う『あたしを食べて』だな〜、きっと」

　カオルゥはジト目になって頭を引いた。

「その言葉を寝室での睦むつ言ごととして言う女子は何人もいると思いますが、最期のときに獣に向かって言う女子は、世界広しといえどもヨンスだけでありますよ」

「そうかな〜？　そんなことないと思うけどな〜」

　何度も首を捻るサンドリヨンスだった。

　いつの間にか二人は自分たちの部屋の前まで歩いてきていた。

「あ、では、拙者はここで。支度を済ませたら、部下を集めてすぐに出ます。ヨンスはどうするでありますか？」

「あんたたちの足の速さにはついていけないから〜、あたしはあとから行くよ〜。友だち連れているから山中の移動になるしね〜。半日から一日遅れくらいかな〜？」

「では、現地合流ということで」

「合流っていうか、そっちであたしを見つけてよね〜」

「ヨンスの友だちになら、匂いで追わせることができるのでは？」

「できるけどさ〜。友だちが覚えてるの、カオルゥだけだし〜。あんたは王都間近まで接近できるんだろうけど、あたしはそう簡単に近づけないでしょうが〜」

「まぁ、近くまでと言いますか、いざとなったら忍び込みますが」

　とカオルゥにあっさり言われ、サンドリヨンスが肩をすくめた。

「簡単に言うね〜」

「では、予めヨンスの到着地点を教えておいてください。その辺に誰かを遣やります」

　そう言ってカオルゥは、一枚の絵地図を懐ふところから引っ張り出した。

　地図を覗き込んだサンドリヨンスは、

「この辺りじゃないかな〜」

　と言って、右の人差し指で一点を指し示した。

「わかったであります」

　絵地図をしまいながらカオルゥは念押しした。

「配下を見つけた場合、先にヨンスのほうから声をかけてくださいよ？　いきなり友だちが現れるとかはナシですよ？　驚いた部下が、ヨンスの友だちに向けて手しゆ裏り剣けんを投げたりしかねません」

「はいはい、わかってる〜」

　サンドリヨンスは、ひらひらと手を振った。

「では、現地で」

「あ〜、現地で〜」
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　カオルゥは四人の配下を引き連れ、深夜にライオネルの街を出た。

　夜通し山野を駆けて、明け方にはシュバーヘンの街の近くを通りかかった。

「夜も明けてきたし、街の様子を遠えん望ぼうしていきますか」

　というカオルゥの提案で、五人は山やま間あいの間かん道どうから平地へと下り、慎重に街まで近づいていった。

　その途中でカオルゥたちは、バイデリュンヘン軍の小部隊を見かけた。

　街道脇の草くさ藪やぶに身を潜めて、カオルゥたちは小部隊をやり過ごす。

（五十人ほどですか。中途半端な人数ですね）

　そのときはカオルゥも、そんなことを思っただけだったが。

　街に接近して離れるあいだに同じような小部隊と三回、隊商を装った小部隊──カオルゥの観察眼がなければ気づかなかったかもしれない──と四回も遭遇したとなると、これは偶然ではあり得ない。

（敵はシュバーヘンの街に兵を入れようとしていますね。しかも極秘のうちに。これは夜姫様に報しらせるべき事柄でしょう。夜が明けたら鳩を飛ばしますか……いえ、ちゃんと説明したほうがいいですか）

　カオルゥは配下の一人に伝言を託して送り返すと、残りの三人を連れ、旧王都目指して走るのだった。
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　ライオネルの街を出た翌々日の昼前──。

　カオルゥは無事にサンドリヨンスとの合流を果たしていた。




「は？　シュバーヘンの街に密かに敵の小部隊が？　いや、気づかなかったけどな〜。っていうか、そもそも街に近づいてないし〜」

　旧王都にほど近い森の中で、サンドリヨンスは怪け訝げんそうな顔になってカオルゥの説明を聞いた。

「少し気になったので、その後は街道沿いに北上したのであります。すると同じような小部隊や偽装部隊が幾つも南下していきました。街道を離れて間かん道どうを移動する部隊までいました。今も途切れることなく、旧王都から小部隊が出ていってます。北に向かったり東に向かったり西に向かったりして行き先を誤魔化そうとしていますが、途中で進行方向を変えて南下しているのは確認済みであります。バイデリュンヘン軍が密かにシュバーヘンの街に兵を入れているのは確実ですね」

「しっかしさ〜」

　とサンドリヨンスが疑問を呈する。

「グライルゼフトの街でこちらを迎え討とうっていうのなら、シュバーヘンの街に兵を入れるのは当然じゃん〜？　そこに部隊を配しておけば、いざというとき、旧王都からよりも早くグライルゼフト救援に赴おもむけるんだからさ〜」

「で、ありますね。ただ、それだけなら堂々と部隊を送ればいいわけですから」

「あ〜、なるほど〜」

「敢あえて密かに、というところに敵の狙いがある……のでしょう」

「で。肝かん心じんのその狙い、カオルゥはどう思うわけ〜？」

「そこまでは拙せつ者しやにもわからないでありますよ。コルネか夜よる姫ひめ様辺りなら、敵の真意を読んでくれるのでは」

「そうかもしれないね〜。でも、夜姫様が報告を聞くのは夜になってからだけどね〜」

「昼のうちでも、とりあえずコルネに報告が上がれば、それでいいでありますよ」

「じゃあ、どうする〜？」

　というサンドリヨンスの問いに、カオルゥは小首を傾かしげた。

「どうするとは？」

「シュバーヘンの街も見張っておく〜？　ってことだよ〜」

「とりあえず配下の者を二名、差し向けてありますが……」

　そこで言葉を切ったカオルゥは、少し考える素振りを見せたが、すぐに顔を上げた。

「拙者もシュバーヘンの街に向かったほうがいいのかもしれないでありますね」

「じゃ、こっちはあたしが担当するよ〜」

「お願いできるでありますか」

「カオルゥと離ればなれになるのは寂しいけどね〜。我慢するよ〜」

「は？　な、何を言っているのですかね、ヨンスは！」

「冗談だけどさ〜」

　かくっ、とカオルゥがずっこけた。

「あれぇ？　何か期待しちゃった〜？」

　サンドリヨンスがにんまりとほくそ笑み。

　顔を赤くしたカオルゥは、びしっ、と彼女を指さした。

「質たちの悪い冗談でありますね！」

「はっはっはっ、まぁそう怒りなさんなって〜」

　カオルゥは憤ふん然ぜんとした顔で立ち上がった。

「こちらにはアカネを残すであります。アカネは見知っておりましたね？」

「あ〜、知ってる〜」

「彼女を他の配下との繋ぎとして使ってください」

　振り返ったカオルゥは、小声で配下の名を呼んだ。

「アカネ！」

　すぐに、カオルゥよりもずっと地味な暗色のシノビ装束に身を包んだカオルゥの配下がやって来た。

　アカネはサンドリヨンスの背後に蹲うずくまっている巨大な灰はい色いろ熊ぐまにちらと目をやってから、獣じゆう姫き士しの前で片膝を落とした。

「アカネでございます、サンドリヨンス様」

「うん、よろしく〜」

「アカネ、拙者はサユキを連れてシュバーヘンの街を探りに行きます。他の者は引き続き旧王都を探るように。何かあればカエデ辺りを連絡として走らせてください」

「承知であります、カオルゥ様」

　カオルゥにも頭を下げてから、アカネは静かに立ち上がった。

「サユキ！」

　カオルゥが名を呼ぶと、今度は樹上から配下の一人が降ってきた。

　音もなく着地したサユキは、やはりカオルゥの前に片膝を落として頭を垂れた。

「はい、カオルゥ様」

「サユキは拙者と一緒にシュバーヘンの街へ行くであります」

「承知いたしました」

「向こうでは少しばかり危険を冒おかす必要があるかもしれないので、そのつもりで」

「元より覚悟の上でございます」

「では、ヨンス、こちらは任せたでありますよ」

「ん〜、任された〜」

「アカネ、カエデたちにもその旨、伝えておいてください」

「承知いたしました」

「では、行くとしますか。サユキ」

　サユキが立ち上がると、カオルゥはいきなり走り出した。

　シノビなのに裳もを穿はいているカオルゥのシノビ装束が翻ひるがえった。

　そのあとを追いかけてサユキも走るが、彼女のほうは筒つつ袴ばかまなので翻りはしない。

　たちまち二人の姿は森の木陰に消えていった。
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　こちらはバルバリゥスの公こう女じよ宮きゆう──。

　リーザは自分の執務室で副官ランツファルトと向き合っていた。




「反乱軍の動きはどうか？」

「各地の勢力に対して兵を出すようにと盛さかんに働きかけております。要よう請せいに応え、少数ながらも兵を送る勢力は多く、反乱軍の動員兵力はかなり膨ふくらんでいるようです」

「現状で、どの程度か？」

「すでに五千以上は動かせるのではないか、と想像されます」

「スタッガルドの部隊が惨ざん敗ぱいを喫きつした影響があちこちに出てきているな」

　と言って、リーザは小さなため息を吐ついた。

「が、死んだ子の年を数えても詮せんなきこと。今は目前に迫った戦いに集中しなくては。この戦に、吾わが軍の、吾が祖そ国こくの命運が懸かっているのだ」

　厳しい表情に戻ったリーザがそう言うと、ランツファルトは無言で頷いた。

　リーザは大きな椅子の背もたれに背を預け、腕組みして天井を睨にらむ。

「しかし、五千以上となると、こちらの動員兵力と大差なくなるな」

「こちらも各砦や街から兵を抜いておりますので、八千くらいは動かせます。最終的には一万まではなんとか」

「だが、そのうちの二千は使えない。できれば三千くらいは隠しておきたい。となると、ほぼ互角といっていい」

「密かにシュバーヘンの街に送っている部隊、敵に見抜かれますでしょうか」

「反乱軍の偵てい察さつ能力を甘く見ないほうがいい。おそらく見抜かれるだろう。が、それも想定のうち」

　リーザは不敵に笑った。

「むしろ、見抜いてくれないと困る」

「しかし殿でん下か、この策は、あまりに危険度が高いのではありませんか」

「その辺りは、すでに検討済みだろう、ランツファルト」

　リーザは咎とがめるような視線を副官に向けた。

「危険を冒してもやるしかないのだ。この一戦に吾われらの未来が懸かっているのだからな。東方にはこんな諺ことわざがある。『虎こ穴けつに入らずんば虎児を得ず』。危ない橋を渡らなくては、その先に実っている美味しい果実を得ることはできない」

　橋が落ちては元も子もない……と思わないでもないランツファルトだが。

（リーザ様がやると仰る以上、やるしかないな。たしかにこの策が決まれば、反乱軍を一気に瓦が解かいさせることも可能だろう）

「殿下のお覚悟は承知しております」

「うむ。なんとしてでも反乱軍を壊かい滅めつに追い込み、旧エルゲン王国の全土を掌しよう握あくしなくてはならない」

　と言って、リーザは内心でこう付け加えた。

（それが、吾の明日に繋がるのだ）

　もっとも、それはランツファルトも先せん刻こく承しよう知ちのこと。

　だからリーザが力むのもわかるのだが、それでもランツファルトは、リーザが入れ込みすぎているのではないかという小さな不安を拭ぬぐいきれなかった。
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「……？」

　自室で仮眠を取っていたセンレリゥムは、誰かの気配を感じて目を覚ました。

「やぁ、センレリゥム、起こしてしまったかい？」













　目を開けると、寝台の脇わきに立ったドレスドゥド女医がこちらを覗のぞき込んでいた。

　センレリゥムは掛け布を撥はね除のけ、むくりと上体を起こす。

　服を着替える間を惜おしんで寝台に倒れ込んだので、それがちょっと恥ずかしかった。

「なんでドレスドゥド先生が俺の部屋にいるんすか？」

「君に用があったからだよ」

「そうじゃなくて！　どうして黙って部屋に入ってきたのかって訊いてるんっすよ！」

「黙って入ってきたわけじゃないよ？　声はかけたんだ。でも返事がなかったからね。扉が開いてたんで中を覗いてみると、君が大おお鼾いびきで寝ているじゃないか。そこで、熟睡してる君にちょっと悪戯いたずらでもしようかと思って入ってきた」

「最低だな！」

　と言って、センレリゥムは寝台から抜け出した。

「で。なんの用です？」

「暇なら、お茶でもしようかと思って」

「暇じゃありませんよ」

「寝てたじゃないか」

「夜通し働いて、仮眠を取っていただけっすよ。先生に邪魔されなきゃ、もう少し寝ていられたんすけどね！」

「そんなに忙しぶるなよ。どうせ六ろく姫き士しの中じゃ、君がいちばん暇なんだろ」

「暇じゃないよ！　人のことを役立たずみたいに言うな！」

　センレリゥムが吼ほえると、ドレスドゥドはびくっと上体を仰け反らせる。

「ああ、悪かった。謝るよ。お詫びの印しるしに君のおっぱい揉もむよ」

「要りません！」

「あ、そうか。君の場合は揉むより叩いたほうがいいのか。金かな槌づちで」

「いつも体を硬くしてるわけじゃないっす！　ふだんはちゃんと柔らかいんですよ！　それはもう、ぼよんぼよんなんすけど！」

　センレリゥムが、びし、とツッコむと、ドレスドゥドは思い切り疑わしそうな顔になって訊いてきた。

「本当にぃ？」

「なんでそう疑いの眼まな差ざしなの？」

「見せてくれたら信じるんだけど」

「見せるか！」

「じゃあ逆に訊くけど。硬こう化か法ほう使ったら、本当におっぱいまで硬くなるのかい？」

　センレリゥムは少し顔を赤らめて、もごもごと応えてきた。

「それは……まぁ……なります……けど」

「硬くなった君のおっぱいを触りたい！」

「触らせるか！」

「吝りん嗇しよく家かめ」

「違うよ！　吝嗇とか関係なく、あんたに触らせるおっぱいを俺は持ち合わせていないってだけっすよ！」

「わかった。じゃあ、わたしも触らせてやるから」

「は？」

「だから、わたしのおっぱいを好きなだけ触っていいから。その代わり、わたしにも触らせるってのなら、どう？　これなら等価交換だ。文句のつけようがないだろ？」

「その等価交換にまったく意味を見いだせないんですけどね！」

　とツッコんだセンレリゥムは、すぐに情けない顔になった。

「っていうか、何しに来たんです、先生？　俺とおっぱい談義をしに？」

「それも楽しそうだけど、もう少し時間に余裕があるときにしよう」

「いや……時間に余裕があっても、先生とおっぱい談義をするつもりはないっすけど。っていうか。大おお戦いくさが迫っているんで、遊んでる場合じゃないんです！」

「それは残念。だったら」

　ドレスドゥド女医は、椅い子すを持ち出してきてセンレリゥムの前に置いた。

「少し茶飲み話でもしようじゃないか」

「だから。戦の支度で忙しいので、先生と無む駄だ話ばなししてる時間はないんだってば」

「わたしが邪魔をしなければもう少し寝ていられた……んだろ？　だったら、その分、話をする時間くらい取れるだろ」

「相変わらず人の言葉尻を捉とらえるのが得意っすね」

「いやいや、真実を見抜く目があると言ってくれたまえよ」

　あぁもう、と天を仰いだセンレリゥムは、

「仕方ないな。まぁ少しだけなら……いいか。どうせ起きてしまったんだし」

　と応えて、自分の分の椅子を持ち出してきた。

「熱い茶でも淹いれさせますか？」

「ああ、いいね。茶飲み話だ、お茶を飲みながらのほうが相応しい」

　やれやれ、と首を振りながらセンレリゥムは隣の控えの間に通じる扉を開け、そこに待機していた侍女に茶を頼んだ。




　水場まで走った侍女が茶を淹れて戻ってきた。

　彼女は茶の入った器とちょっとした茶ちや菓が子しを置くと控え室に下がっていった。

　センレリゥムは焼き菓子を口に放り込み、

「で？」

　と女医に訊く。

「茶飲み話って、なんなんです？　言っておきますけど、下半身系の話とか艶えん笑しよう譚たんなら誰か別の奴とやってください」

「そんなんじゃないよ。いや、君がしたいと言うのならいくらでもつき合うけど」

「言いませんよ！」

「じゃあ、本題に入ろうか」

「さっさと入ってくださいっすよ、もう」

　薄い笑みを浮かべていたドレスドゥドの顔から表情が消えた。

「バイオレッタ様が亡くなられたときの話を聞きたいんだ」

　センレリゥムの顔に戸惑いの色が浮かんだ。

「今さら、どうして？」

「死し魂こん召しよう喚かんという魔術、あるいはそれに類るいする魔術を、わたしも手にしたい」

「は？」

　センレリゥムはきょとんとした顔をドレスドゥドに向けている。

「どういう意味っすか？」

　ドレスドゥドは大げさな仕草で両手を広げてみせた。

「どういう意味もこういう意味も、死魂召喚、あるいはそれに類する魔術を、わたしも編み出したいと切せつに願ってね。というより、魔術士なら誰でもそう思うだろうさ」

「はぁ、なるほど。そうかもしれませんね。でも、だったら、ルッラに訊けばいいじゃないっすか」

　女医はセンレリゥムの顔を覗き込む。

「訊いて、あいつが素直に教えてくれると思うかい？」

「あ、いや……思わない……」

「そう。魔術士は自分の魔術を他の魔術士に教えないものさ。教えれば、下へ手たをすると自分の命取りになりかねないからね。親しい仲にも秘密ありって言うだろ」

「礼儀じゃありませんでしたっけ？」

「礼儀も秘密も同じようなものだ」

「…………」

「それはともかく。魔術ってのは基本的に師匠から教わるか、自分で開発するものだ。だからわたしも魔術士の端くれとして、わたしだけの死魂召喚を生み出したい。編み出したい」

　センレリゥムの顔に浮かぶ戸惑いの色が、いっそう濃くなった。

「それはわかりますけど……でも、だからって、どうして俺なんすか？」

「バイオレッタ様が亡くなったとき、側にいたのは、君以外には当のスナイデルッラとティターニア、それにアイオリスだけだろ。ルッラには訊けないし、夜姫様になってるティターニアにも訊けない。アイオリスは……ルッラの盟めい友ゆうだからな、わたしに協力してはくれないだろう。つまり消去法だね」

「人のことを残り滓かすみたいに言うな！」

「いやいや、残り物には福があるんだよ。君はわたしにとって福を運んでくれる女神にも等しい存在なんだ」

　センレリゥムはジト目になってドレスドゥドを見やった。

「と言う割には、俺の扱いがぞんざいっすね？」

「そんなことないよ。君がわたしに経いき緯さつを教えてくれるなら、わたしは君のことを幸運の女神としてあがめ奉るよ。跪ひざまずいて君の足を舐めてもいい」

「いや。それはご遠慮申し上げますけどね」

「足よりもおっぱいがいいのかい？　だったら喜んで……」

「足だろうがおっぱいだろうが、あんたに舐められるのは遠慮します！　って言ってるんですけどね！」

「そんなに毛嫌いされているとは悲しいね。君がバイオレッタ様に召し抱えられた直後、あんなに念入りに身体検査をしてやったのに」

「それが嫌われる第一歩だったんすよ！」

「えぇ？　君も喜んでいたじゃないか」

「身体検査が終われば正式に王ひ女め様の家臣になれることを喜んでいたのであって！」

　センレリゥムの脳裏に、夏の向日葵ひまわりのような眩まぶしいバイオレッタの笑顔が浮かんだ。

　あのときセンレリゥムは、一生をこの方に捧げよう、自分の命に替えてこの方を守もり立てていこうと誓ったものだ。

（なのに王ひ女め様は……）

　センレリゥムは、がっくりと肩を落とし、弱々しい口調で言葉を継いだ。

「あんたに裸に剝かれて体の隅から隅まで検査されたのを喜んでいたのじゃない」

「あの頃の君は初うい々ういしくてよかったねぇ。体も幼くて可愛らしい少女だったなぁ」

　宙を見上げてうっとりとした顔になるドレスドゥドに、センレリゥムは険しい視線を向ける。

「変なことを思い出すな」

　顔を戻したドレスドゥドはちらっとセンレリゥムに視線を走らせ、はぁ、とため息を吐ついた。

「それが、今じゃこんなんだものなぁ。月日の流れはむごたらしいものだね」

「こいつ、月日の流れが俺を可愛らしい少女から残念な大人にしたみたいな言い方しやがって。本気で殴ってやろうかな」

　センレリゥムの右の拳こぶしがぼうっと薄く光った。

「殴るのはナシナシ。硬くした君の拳で殴られたら、わたしの体なんか粉々に砕け散っちゃうだろ」

　センレリゥムは天を仰いで静かに言った。

「殴られるのが嫌なら、さっさと本題に戻ってくれませんかね。あと……昔を思い出したくないんで、昔話はやめてください」

　ドレスドゥドはきょとんとした目でセンレリゥムを見やったが、すぐにセンレリゥムの気持ちに気づいたらしく、

「ああ、そうだね、悪かったよ」

　と謝ってきた。

「じゃ、本題を続けよう」

　そう言って上体を乗り出したドレスドゥドは、先ほどまでとは打って変わって真剣な面持ちで言った。

「センレリゥム、君には少し酷こくな頼みになるけど、当時の経緯を知りたいんだ。つまり、バイオレッタ様が撃たれたところから、ゲーリンゲンの街に戻ってルッラが死魂召喚の魔術でバイオレッタ様の魂を呼び戻す……と言うのか繋ぎ止めると言うのか微妙だけど、ともかくそこまでの一連の流れを知りたい」

「それが……先生が死魂召喚を編み出すのに必要なんですか？」

「知ったからといって編み出せるわけじゃないさ。でも、どこかに手がかりが、取っかかりがあるはずなんだ」

「はぁ、なるほど。そういうもんですかね」

（いや、全然そういうものじゃないんだけどさ）

　と内心で舌を出し、ドレスドゥドは椅子に座ったまま頭を下げた。

「頼むよ」

「まぁいいですけど。でも、俺は肝心なところにはいなかったっすよ？」

「いいよ。とにかく全体の流れを知りたいんだ」

「なら、まぁ」

　と頷いてセンレリゥムは話し始めた。

　正直なところ、今でもあのときを思い出すのは限りなく不ふ愉ゆ快かいで、怒りと悔かい恨こんが全身を駆け巡るので、センレリゥムとしてはあまり思い返したくはないのだが、ドレスドゥドが死魂召喚を編み出すことは悪くないと、彼女なりに判断したのである。

　貴重な魔術を使える希有な存在の魔術士が何人もいることは、復興軍にとって大きな利益になるはずだった。

　センレリゥムは湧わき上がる様々な感情を抑えつつ、あのときのことを話していった。
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　凱がい旋せんする途と次じで部隊を休憩させたとき、バイオレッタが付近を流れる小川で水浴びをしたいと言い出し。

　兵に見られないようにと森の中に入り。

　そこでバイオレッタ、アイオリス、スナイデルッラ、センレリゥム、ティターニアの五人で裸になって小川に入り、汗と戦せん塵じんを洗い流し。

　小川から上がったバイオレッタにティターニアが服を着せようとしたとき、森の奥から手負いの大おお猪いのししが飛び出してきて。

　それをバイオレッタは止めようとしたのだが。

　猪を追いかけてきた森の民が放った矢が三本、バイオレッタの体に突き刺さり。

　バイオレッタは血を吐はき、倒れ込んだ。

　その直後、森の民をバイデリュンヘン軍の伏兵だと勘違いしたアイオリスが剣を手に取って駆け出し、三人を惨ざん殺さつした。

　倒れたバイオレッタをなんとかしようと皆で必死の手当てをしたが、そのかいなく、王女はすぐに息を引き取った。




「アリスはただ号泣するだけだったし、俺もルッラも茫ぼう然ぜん自じ失しつに陥って身動きすら敵かなわなかった。そんなとき、ティターニアが俺たちを叱しつ咤たしたんだ」

　とセンレリゥムは付け足した。

「へえ？　ティターニアがかい」

「そうっすね。あのときはティターニアがいちばんしっかりしていたな」

　苦い笑みを浮かべながら、センレリゥムは続きを話し出す。

「そのあと……たしか王ひ女め様の死を報しらせるか秘するか、みたいな話になったんすよ」




　ティターニアが報せないほうがいいと言って。

　スナイデルッラもそれに賛成して。

　アイオリスもそれしかないと認め。

　バイオレッタは病で倒れたことにして、その遺体をゲーリンゲンの街まで密かに運び入れることにした。




「そこで俺は王ひ女め様やアリスたちと別れてしまったからな。俺は赤騎士や黒騎士たちと一緒に部隊を率いてゲーリンゲンの街を目指したんだ。だから、街へ向かう途中にアリスやルッラが何を話していたかは知らない」

　とセンレリゥムが言うと、ドレスドゥドが、

「部隊を率いることは君が言い出したのかい？」

　と訊いてきた。

「いや……どうだったかな、たしかアリスに言われたんじゃないかな。そうそう、そのときアリスは……いや、その前に。王ひ女め様の死を秘すのはいいとして、では、そのあとどうするかということがまったく思いつかなかったアリスやルッラや俺に向かって、ティターニアが言ったんすよ」




『アイオリス様がそのようなことでは王ひ女め様が悲しまれますよ。王ひ女め様ならこう仰るでしょう。【進退が窮きわまったら、まず走れ。あとのことは走りながら考えればよいのだ】と』




「あと、こんなことも言ったな」




『王ひ女め様はこうも仰るでありましょう。【吾はエルゲン王国の第二王おう女じよ、バイオレッタ・バイス・エルゲンなるぞ。この身に何があろうと、たとえ命を落とそうと、必ずや王国を復興させてみせる】と」




「それを聞いて、アリスの奴は何か閃ひらめいたみたいだったんだよなぁ」

　センレリゥムがそう言うと、ドレスドゥドが食いついてきた。

「何か閃いたって、どんなことが閃いたんだい!?」

「いや、俺にはわからないっすよ。ただ、それまでどうすればいいのか困っていたアリスの奴が、『根本的な解決策がある』みたいなことを言い出した……んじゃなかったっけな？」

「アイオリスが？」

「そう、アリスの奴が」

（どういうことだ？　根本的な解決策ってのは死魂召喚のことだろう？　それを言い出したのは、スナイデルッラではなく、アイオリス？　たしかにアイオリスの奴、ルッラの死魂召喚のことは知っていたと言っていたけど、でも、それを言い出すのはルッラでなくてはおかしいだろう？　どうしてルッラが言い出さずにアイオリスが言い出した？　それにアイオリスが「考えがある」と言っているのに、ルッラが無反応というのも考えてみればおかしな話じゃないか。「あのことか？」とか「例の魔術か？」くらいは言ってもよさそうだけど）

　疑念に囚われたドレスドゥドだが、それをセンレリゥムの前で考えるのは不ま味ずい。

　彼女は素知らぬ顔で先を促した。

「それからどうしたのかな？」

「とにかくゲーリンゲンの街に戻ろうってことになって、王ひ女め様のご遺体に鎧を着せて。鎧を着せておけば、誰かに見られたとしても、王ひ女め様が亡くなっていることに気づかれないだろうっていう配はい慮りよっすね」

「言い出したのは君じゃないよね？」

「俺だ……と言いたいところっすけど、言ったのはアリスでしたね」

「ふぅぅん」

　ドレスドゥドは素すっ頓とん狂きような唸り声を漏らして少しだけ考える素振りを見せたが、すぐに顔を上げた。

「で、そのあとは？」

「で……ああ、そうそう、王ひ女め様の裸のご遺体を俺が名残なごり惜おしそうに見ていると、アリスの奴が『王ひ女め様の胸を触りたいなら、あとでいくらでも触らせてやる』とか言い出したんだった」

　それを聞いて、ドレスドゥドが驚きの顔になった。

「は？　どういう意味？」

「俺にもわからなかったんでアリスに訊き返したんですよ。そしたら、あいつ、『今はそれを説明してる場合じゃない。今やるべきことをやれ』と言って俺を叱りやがった。たしかにそのとおりなので、俺やティターニアは王ひ女め様のご遺体に服を着せ、鎧を着け、馬車に乗せたんすよ」

「馬車は？」

「俺たちが服や鎧を着けてるあいだにアリスが持ってきましてね。で、ご遺体を馬車に乗せたあと、アリスが俺に『兵を率いてきてくれ』と言ったんで、俺は走り去る馬車を見送った後、部隊のところまで戻ったんすよ」

「なるほどなるほど」

　と、ドレスドゥドは何度も頷いた。

「繰り返しになりますけど、以降、俺は凱旋部隊を率いてゲーリンゲンの街へ向かったので、アリスやルッラがどんな話をしたのかとか、どうやってティターニアを依より代しろになるよう説得したのかとか、その辺は知りません……って、あぁ、そういえば。ティターニアに話したのは街に戻ったあとだとか言っていたかな。ってことは、依り代になるように説得したのはそのときってことっすね」

「そうか。では途中は飛ばして、君がゲーリンゲンの街へ帰り着いて以降のことを話してくれ」

「以降って言ってもなぁ」

　センレリゥムは宙を睨んで、ぼやくように言った。

「帰り着いた俺たちを街の住民が歓迎してくれて。でも、そのときはすでに、王ひ女め様が病気で倒れたってことが街中に広まっていたみたいで、熱狂的な歓迎というにはほど遠かったなぁ」

「ふんふん、それで？」

「部隊を兵舎に連れていって、労を労ねぎらって、とにかく休めと命じてから王ひ女め様の館へと向かったわけっすよ。そしたら侍じ女じよ頭がしらのテレジアが迎えに出てきて、アリスとルッラが待っているからと案内されてアリスとルッラのところへ顔を出して……って、そのときには、もう先生もいたじゃないか！」

「ああ、そうだったな」

「ってことは、街に戻ってからのことは俺よりあんたのほうが知ってることになるから、これ以上は話しても意味がないっすよ」

「そうかそうか、そういう流れだったな」

　とドレスドゥドは頭を掻かいた。

「なので、俺が知っているのは、今の話で全部っすね」

　今度はセンレリゥムがドレスドゥドの顔を正面から覗き込んだ。

「今の話、何か参考になりそうですか？」

「う〜ん、もう少し検討を加えてみないとなんとも言えないけど、多少の手がかりくらいにはなったかな……と思わないでもない……ような気もするけど、どうだろうな」

「心こころ許もとないな！」

「でも、流れはだいたい把握できたよ。いや、助かった。ありがとう」

　ドレスドゥドが深々と腰を折ったので、センレリゥムは、うっ、と頭を引いた。

「そうやって先生に素直に感謝されると、なんか気持ち悪いな」

「酷ひどいこと言われてるな、わたし」

　顔を上げたドレスドゥドは恨めしそうにセンレリゥムを見やった。

「でも、本当に今ので魔術の手助けになるんですか？」

（もちろん、ならないよ）

　と内心で応えつつも、ドレスドゥドは重々しく頷いた。

「なるかならないかは、これからのわたしの思考と発想と研究しだいだな。とはいえ、もう少し詳しく知りたいものだけど」

　ドレスドゥドは思案げに顎に手を当て首を傾げた。

「いざとなったら、昼間、ティターニアに訊いてみるかな。どこまで教えてくれるかはわからないけど」

「いや、教えてくれないでしょう？　教えてくれるなら、ルッラが魔術を行使したときの様子までわかっちゃうじゃないっすか」

「スナイデルッラが死魂召喚の魔術を行使するとき、すでにティターニアは意識を失っていたかもしれないじゃないか」

「あ、そうか」

「意識はあっても、朦もう朧ろうとしていて事の次第を覚えていないかもしれないし。う〜ん、いや、でも、拒否されるかな。でなければ惚とぼけられるか。まぁ当たって砕けろとも言う。それとなくさりげなく訊いてみるかな」

　そう言ってドレスドゥドは椅子から腰を上げた。

「とにかく助かったよ、センレリゥム。このお礼はいずれ改めて」

「べつに大したことをしたわけじゃないんで、気にしないでもいいっすよ」

「そう言わずに。これはわたしの気持ちなんだから」

「そうっすか」

「で、お礼は、わたしにおっぱいを揉まれて気持ちよくなるのと、わたしのおっぱいを揉んで気持ちよくなるのの、どちらがいい？」

「どっちも御ご免めん蒙こうむりますね！」

　とツッコんでから、センレリゥムは情けない顔になる。

「先生のおっぱい揉むのが、なんで俺へのお礼なんですか。そんなの先生が気持ちよくなるだけで、俺はなんにも得してないでしょうが」

「そうか。じゃあ、お礼はセンレリゥムのおっぱいを揉む方向で」

「要らないって言ってるだろ！」

　センレリゥムが拳を握った右手を振り上げると、ドレスドゥドは跳んで逃げた。

「まぁまぁ、そう言わずに。必ず君を喜ばせるから」

　センレリゥムは、しっしっ、と犬か何かを手で追い払うような仕草を見せた。

「もう出てってください。そろそろ俺は仕事に戻らなきゃいけないんで。本当に大きな戦が迫ってるんすよ。俺たちの未来を決定的に左右する、そんな戦が」

「大変だね」

「まぁ……それが仕事っすから」

「仕事であっても、大変な任務には違いない。いや、忙しいところを本当にありがとう、センレリゥム」

　扉の前で深々と低頭すると、ドレスドゥドは扉に手を伸ばしたが。

「ああ、そうだ」

　と言って振り返った。

「いちおう断っておくけど、今日のことは、ほかの者には内緒で頼むよ。とくにスナイデルッラには。あとアイオリスにもね。わたしが死魂召喚に類する魔術を編み出そうとしているのはルッラに知られたくないので」

「……わかりましたよ」

　ドレスドゥドは扉の前で手を振った。

「ではね、センレリゥム。おっぱ〜い」

「なんだ、その挨あい拶さつ!?」

　というツッコミを無視して、ドレスドゥドは扉を閉めた。

「はぁ、もう。あの女医は本当に疲れる奴だな」

　大きく肩を落とすと、センレリゥムは盛大なため息を吐ついた。
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　政庁舎をあとにしたドレスドゥドは、ライオネルの街中に新たに構えた自分の住居に戻ってきた。

　邸てい宅たくではなく集合住宅の一室だ。

　そこには少女の姿をした魔術人形レオンハゥトが主人の帰りを待っていた。

　彼女は服を着ておらず、前掛けのみを着けていた。

「お帰りなサイ先生。食事にシマすか、お風呂にシマすか、それトモ、あ、た、シ？」

　ジト目になったドレスドゥドは、レオンハゥトの全身に視線を這わせた。

「おまえ、どこでそんな言葉を覚えたんだ？　というか、なんで服を脱いで前掛け姿になっている!?」

「先生が隠しテいた艶えん笑しよう本に書いてありマシた。幼いたい気けな少女奴ど隷れいはこの恰好で家に帰っテくる主人を喜ばすノダと。しかシ、そのお歳になっテ一人寂しく艶笑本を読んデいるナンて、寂しイ人生デスね」

「やかましいわ！」

　ドレスドゥドは魔力を込めた右拳でレオンハゥトの頭を殴りつけた。

「はぎゅわふっ」

　おかしな悲鳴を上げたレオンハゥトは、頭を押さえてその場に蹲うずくまる。

「少し考え事をする。部屋にお茶を持ってきてくれ」

「うゥぅ……わかりまシタ」

　恨めしそうな顔でドレスドゥドを見上げていたレオンハゥトだが、やがて立ち上がり、服を着ると、部屋を出て集合住宅の共同水場に下りていった。

「自律型の魔術人形は便利だが、ときどきこちらが思いも寄らない行動を取るから油断がならないな。が、まぁ、そこが面白くてあいつを造ったんだけど。さて」

　ドレスドゥドが借りた家は、ライオネルの街の政庁舎にほど近い場所に建つ、どちらかというと高級な部類の集合住宅だった。

　部屋は四つあって、ドレスドゥドはそのうちの一つを書しよ斎さい兼仕事場として使っている。

　とはいえ、大半の書物はゲーリンゲンの街の屋敷に置いてきたので、ここにあるのは机と椅子、必要最低限の書物、そして医士としての仕事道具くらいだ。

　腕のいい医士はどこにいても引っ張りだこなので収入には困らない。

　椅子に腰掛けたドレスドゥドは、先ほどのセンレリゥムとの会話を思い出す。

（謎を解く鍵は、アイオリスの奴が先に言い出したってところにありそうな気がする。おかしいよな、スナイデルッラじゃなくてアイオリスが言い出すってのは。うん、おかしい。死魂召喚が使えるのなら、スナイデルッラが真っ先に言い出すはずだ。どうして言わなかった？　魔術の存在を知られたくなかった？　いや違う。アイオリスは知っていたと言った。なら、今さら隠す必要はない。成功確率が低いから？　だが、依り代として最適なティターニアが側にいたんだろ。っていうか、そうだ！）

　ドレスドゥドは目を見開いた。

（アイオリスが死魂召喚のことを知っていたとしても、依り代にはどんな人物が最適かまでは知らないだろ。魔術が成功するも失敗するも依り代次第だってスナイデルッラは言っていた。つまり、それほど重要な因いん子しってことだろ。となると……ティターニアを依り代にすると言い出したのは……どっちだ？）

「先生、お茶、ここニ置きマスよ？」

　いつの間にかレオンハゥトがお茶を淹れて水場から戻ってきたが、ドレスドゥドは、ああ、と生返事をしただけで、彼女には目もくれずに考え続けた。

　レオンハゥトは小さく肩をすくめるという人間くさい仕草を見せてから、茶器を机の上に置いて、主人の書斎から出ていった。

（言い出したのはスナイデルッラでなければおかしい。だが、そうすると、アイオリスに死魂召喚を使おうと促うながされたスナイデルッラが、ティターニアが依り代として最適だと言ったことに……何かちぐはぐだな）

　椅子から立ち上がったドレスドゥドは、机の上に載っている茶器を手に取り、お茶を喉のどに流し込んだ。

　空になった茶器を乱暴に机に戻すと、ドレスドゥドはぶつぶつと口の中で呟きながら、室内を行ったり来たりし始めた。

「ティターニアを依り代にするとどちらが言ったのか。ふつうに考えればスナイデルッラだ。けれど、その場合、どうして死魂召喚を使うとスナイデルッラが言い出さなかったのか？」

　ドレスドゥドは、歩きながら、なおも呟き続ける。

「一度、ティターニアに話を聞くべきか？　しかし、今や夜姫様だからな、あいつは。えぇと、夜姫としての行動や思考は記憶に残っていないんだっけ？　逆に、夜姫は昼間のことをある程度把は握あくできる……んだったか？　だとすると、昼間であってもティターニアに訊くのは難しいか。それに、アイオリスやスナイデルッラの手の者が周囲にいるだろうしな。う〜ん、どうするか」

　ぴたりと足を止めたドレスドゥドの目が妖しく光った。

「薬を使うか？　いや、あちらのほうがいいかもな……」

　考え込んでいたドレスドゥドだが、やがて顔を上げた。

　その目には知的探求者としての熱意が燃えていて。

　その表情には魔術士としての覚悟と決意が浮かんでいた。
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　ライオネルの街の政せい庁ちよう舎しやを訪れたドレスドゥドは、案内役に先導されてアイオリスの執務室を訪れた。

　アイオリスは、執務机の上に積まれた書類の山を手で繰くりながら、うんうんと唸うなっているところだった。

　ドレスドゥドは魔術士らしい黒っぽい衣装の上に医士らしい白衣を羽は織おっている。

　一方のアイオリスは、臙えん脂じ色いろの軍務服に身を包んでいる。

「やぁ、アイオリス、ご機嫌だね」

「ドレスドゥド先生」

　顔を上げたアイオリスは、ふぅ、とため息を吐ついて手の動きを止めた。

「ご機嫌なわけないでしょう。どうしてわたしが、こんな書類仕事を……。大きな戦が迫っているというのに」

「人を、国を、組織を動かしていくということは、そういうことなんだよ。君も新生エルゲン王国の幹部となるんだから、その手の仕事にも慣れなきゃ駄目だろ」

「仰ることもわかりますが。でも、それがどれほど危険なことであっても、槍やりを片手に戦場を駆け巡るほうが、わたしは気が楽ですね。ところで」

　アイオリスは椅子から腰を浮かせた。

「先生がライオネルの街に来ているのは聞いていましたが、今日はどんなご用です？」

「差し入れだよ」

　そう応えて、ドレスドゥドは手に下げていた荷袋を掲げてみせた。

「君を始め、みんな疲れているだろうと思って、滋じ養よう強きよう壮そう、疲労回復、気分高揚の薬草なんかを見み繕つくろって持ってきた」

「それはご親切にどうも」

　アイオリスは軽く頭を下げたが、その目には少しばかり不審の色が浮いている。

「先生のことだから、みんな疲れているだろうから診てあげよう、念入りに、触しよく診しんで、主に胸の辺りを……とか言ってくるのかと思いましたが」

「あ？　そっちのほうがよかったかい？　では、アイオリス、君はとくに特別に特段に特盛りに触診してあげよう。気疲れも体の疲労も吹き飛ぶくらい、とてもいい気持ちにしてあげよう」

　両手を掲げてにじり寄ってくるドレスドゥドの鼻先に、アイオリスは広げた右の掌てのひらを突き出した。

「けっこうです！」

「ちぇっ」

「ちぇって……」

「まぁ、それは冗談だけどね。わたしだって、いつもおっぱいを触ってばかりいるわけじゃないんだ」

　ドレスドゥドは偉そうに胸を張った。

「そんなことを自慢げに言われても」

「それはさておき。君は肉体だけでなく気疲れも酷ひどいようだから、苛いら々いらを鎮しずめ心を落ち着かせる効能のある薬草を煎せんじてやろう」

　どうやら本気のようなので、アイオリスも、

「ありがとうございます」

　と頭を下げておく。

「誰か水場まで案内してくれないかな」

「いま人を呼びます」

　侍女を呼んだアイオリスは、ドレスドゥドを水場まで案内するようにと命じてから、気け怠だるそうな様子で仕事に戻った。




　ほどなく、小さな酒しゆ盃はいを手にしたドレスドゥドが戻ってきた。

　青銅製の酒盃には、薬草を煎じた熱い液体が満たされている。

「ほら、これを飲みたまえ」

「ありがとうございます」

　もう一度礼を言ってから、アイオリスは受け取った酒盃の中を覗のぞき込む。

　酒盃の中に満ちている茶色い液体が彼女の手の中で揺れた。

　次にアイオリスは、それを鼻先に持っていったが。

「……見るからに、嗅かぐからに、苦そうですね」

「良薬は口に苦いものだよ」

「はぁ」

「騙だまされたと思って飲んでみなさい。間違いなく効くから」

「では……頂戴します」

　覚悟を決めたアイオリスは、薬湯を一気に喉のどに流し込み、そして。

「苦にが……」

　顔を歪めた。

　アイオリスから酒盃を受け取ったドレスドゥドは、

「どんな感じだい？」

　と訊いた。

「どんなって、そんなに早く薬やつ効こうが現れるものですか？」

「割と早く効き目が出るよ、これは。まず体の奥が熱くなるような感じがするから」

「ん？　そういえば……たしかに、体の奥が温かくなってきたような気が……」

　アイオリスは自分の軍務服のお腹の辺りを撫なでさすった。

「次に血流が全身を駆け巡るような感じがして」

「たしかに。血の巡りがよくなったような気が……」

「そして服を脱ぎたくなる」

　伸ばした右手でアイオリスが、びしっ、とドレスドゥドを指さした。

「帰れ！」

「というのは、もちろん冗談だけどね」

　アイオリスは、がっくりと肩を落とし、全身を脱力させる。

「あなたのその手の冗談は、冗談に聞こえないから質たちが悪い」

「今回は真面目に煎じたから。ちゃんとした薬湯だよ」

「今回以外は真面目に煎じていない……と聞こえるんですが？」

「見解の相そう違いだな」

　キツい目でドレスドゥドを睨にらんでいたアイオリスだが、やがて。

「お？　なんだか体が軽くなってきた気がする」

「だろう？」

「精神的にも少し前向きになってきた気がする」

「だろう？」

　アイオリスは振り返って、自分の執務机を見やった。

「少なくとも、机の上の書類の山を見ても吐き気がしなくなった」

「それは……かなり重症だったんだね、アイオリス」

「ありがとう、先生。なんだかやる気が湧わいてきた」

　アイオリスは腕を上下に伸ばしたり、体を左右に曲げたり、腰を前後に折ったり伸ばしたりした。

「これならもうしばらくは書類仕事ができそうだ。というより、早く書類仕事を済ませて兵の訓練に顔を出さなくては！」

「君がやる気になってくれてよかったよ」

「先生もたまには医士らしい仕事をするんですね」

「聞き捨てならない評価だな」

　と今度はドレスドゥドのほうがアイオリスを睨んでいたが、彼女はすぐに視線を和らげて言った。

「お礼は十モニュウでいいよ」

「は？　十モニュウ？」

　聞いたことのない言葉に、アイオリスが怪訝そうな顔になる。

「なんの単位です、それ？」

「乳を揉む単位さ。揉も乳にゆう」

「すぐに帰れ！」

「冗談だってば。君は怒りすぎ。そんなだから気疲れするんだよ」

「先生がわたしを怒らせるようなことばかり言うからだ！」

「いやいや、君を和なごませようとして楽しい冗談を言ってるだけなんだけど」

「だから。あなたの冗談は冗談に聞こえないから止やめろと」

「はいはい、わかりました。いつまでもここにいると、せっかくの薬効が薄らいでしまいそうだから、早々に退散するとしようか」

　手近に置いておいた荷袋を手に取ったドレスドゥドが、

「他の姫き士し連中はどこかな？　ついでにみんなにも飲ませてやろうと思うんだけど」

　と訊いてきた。

「ヨンスとカオルゥは偵てい察さつ任務で街を離れてますね。コルネは自分の執務室でしょう。ルッラは、どうかな、配下の魔術士と打うち合あわせ中かな。赤騎士と黒騎士は兵の訓練を監かん督とくして……」

「いや。男はどうでもいい」

「……好き嫌いがはっきりしてますね」

「当然。わたしは女子のほうが好きだから」

（変な医士だな）

「というか、好きなのは女子のおっぱいだけどね」

（変態な医士だな）

「夜よる姫ひめ様は……あぁ、今はいらっしゃらないんだな」

「ですね。夜姫様はいらっしゃらない。ですが、そうだな、ティターニアも診てもらえるといいかも。近々、大事な戦があります。器うつわである彼女が倒れでもしたら、夜姫様が戦の指揮を執とれなくなってしまう」

（しめしめ、上う手まいこと乗ってきた）

　という内心の思いは微み塵じんも感じさせないまま、ドレスドゥドは重々しく頷いた。

「だね。で、ティターニアは？」

「夜に備そなえて、昼間は休息を取るようにしています。もう完全に昼夜逆転しているから、今は寝ているんじゃないかな。七刻時半くらいには起きるはずなので、その頃に来てもらえれば案内しますよ」

「忙しいんだろう？　君に案内してもらうのは気が引ける。誰かに言ってもらえれば、それでいいよ」

（君が一緒だと、訊きたいことも訊けないしね）

「では、侍女頭がしらのテレジアに言っておきましょう」

「じゃ、わたしはコルネリアゥスのところに顔を出して、どこかで昼食を食べてから、もう一度来ることにするよ」

「よろしくお願いします。あ、それと、ドレスドゥド先生」

「なんだい、アイオリス？」

「診察にかこつけてティターニアに悪戯いたずらとかしないようにお願いしますよ？」

「ははは、そんなことはしないよ。わたしを誰だと思ってるんだ？」

「あなたが誰でもないドレスドゥド医士だからこそ注意しているんですがね！」

　ドレスドゥドは肩をすくめ、力なく首を左右に振った。

「素敵な評価、痛み入るね」

「ティターニアに悪戯すると、夜姫様からキツい折せつ檻かんを受けますよ？」

「ああ、わかってるわかってる。夜姫様の折檻、それはそれで面白そうだけど、今回は悪戯なんかしないよ。復興軍にとって今がいちばん大事なときなんだからね」

「わかっていただけたら、それでいいのです」

（悪戯はしないよ。悪戯はね）

「じゃ、コルネリアゥスのところへ行ってくる。仕事、頑張ってくれたまえよ」

「先生の薬湯のおかげで頑張れそうですよ」

「ではね」

　軽く手を振って、ドレスドゥドはアイオリスの執務室を退出していった。
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「コルネリアゥス様、ドレスドゥド先生がお見えです。如何いかがなさいますか？」

　と秘書官が訊いてきた。

　机の上に堆うずたかく積まれた書類の山の向こうで顔を上げたコルネリアゥスは、伸び上がるようにして秘書官のほうを見た。

「ドレスドゥド医士が？　なんの用でしょう？」

「気力充実、疲労回復の薬草を差し入れに来た……のだそうです。いまアイオリス様のところで薬草を煎じて飲ませてきたそうでして、コルネリアゥス様にも、というお話でございますが」

　識しき姫き士しは小さくため息を吐ついて、椅子の背もたれに自分の背中を預けた。

「それもいいかもしれませんね。どうせ少し休きゆう憩けいを取ろうと思っていたところですし、通してもらいましょうか」

「はい、すぐに」

　一礼して引き返していった秘書官は、すぐにドレスドゥドを連れて戻ってきた。

「やぁ、コルネリアゥス。調子はどうだい？」

「すこぶる快調……とは言えませんね。バイデリュンヘン軍との決戦を前に、やるべきことが多すぎます。かといって、無理に睡眠時間を切り詰めても、結局、効率は上がりませんし」

「そんなときは、これだよ、これ」

　ドレスドゥドは手にした荷袋を眼前に掲げてみせた。

「本当に効果があるんですか？」

　とコルネリアゥスは疑わしそうな顔だ。

「あるよ。いまアイオリスに飲ませてきたんだけどね、今にも倒れそうだったあいつが、また馬ば車しや馬うまみたいに働き始めたよ。噓だと思うなら、アイオリスの部屋を覗いてみればいい」

「噓だなんて言いませんよ。先生なら効能豊かな薬草を持ってきてくれたのでしょう。では、それをいただきましょうか」

　自分の執務机を離れたコルネリアゥスが、部屋の隅にある長椅子を指し示した。

「どうぞ、おかけになってください」

「その前に、薬草を煎じてこないと。水場まで行ってくるから、少しだけ待っててくれないか」

「では、休憩していますよ」

　コルネリアゥスが呼んだ秘書官と入れ替わるようにドレスドゥドは部屋を出て、先ほど使った水場へと向かった。




　程なくドレスドゥドは盆に酒盃を載せて戻ってきた。

「お待たせ」

　コルネリアゥスが座っている長椅子の前の卓に酒盃を置くと、彼女は卓たくを挟んで反対側の長椅子に腰を下ろした。

　識姫士は上体を前に倒して酒盃を覗き込む。

　酒盃は、どろりとした茶色の液体で満たされていた。

「あまり美味しそうではありませんね」

「良薬口に苦し、だよ」

「飲むときには、それが確実に良薬だとわからないのが、この諺ことわざの欠点ですね。良薬でなくても苦い場合はあるわけでしょう？　苦い薬と良薬との関係は等号では表せませんよね」

「相変わらず理屈っぽい奴だな、君は。いいからとっとと飲みたまえ。即効性だから、飲めば良薬であることはすぐにわかる」

　コルネリアゥスは、しばらく酒盃の中の液体を睨んでいたが。

「……わたくしは先生の薬湯を信じていますよ、ええ」

　諦めた顔で酒盃を手に取り、口許へと持ち上げ、口をつけると、一息に呷あおった。

「不ま味ず……」

　コルネリアゥスの顔が大きく歪む。

「先ほどの君の言葉じゃないけどね、美味しい良薬というのはほとんどないものだよ。だから、菓子のように果実のように美味しい薬が出たら、それは効き目がないと思ったほうがいい。逆に苦い薬は高確率で効き目があるものだから、我慢しなさい」

「もう飲んでしまったので、我慢も何もないんですが……ん？」

　コルネリアゥスは自分の手を見下ろし、両の拳を握ったり開いたりしている。

　それから右手で自分のお腹を押さえた。

「これは驚きました。体の芯が温まる感じで……血流もよくなった感じがします。体内の熱が手先や足先に運ばれていくような……」

　ドレスドゥドは、ふふん、と胸を張った。

「即効性だと言ったろう？」

「なるほど、これは……疲労困こん憊ぱいだったアイオリスが馬車馬のように働き出したというのも頷けます」

「君もすぐに仕事を再開させるかい？」

「いえ、もう少し休憩してからにしましょう。ドレスドゥド先生も何かわたくしにお話があるのでしょう？」

（相変わらず鋭いな、こいつ）

　ドレスドゥドは冗談で誤魔化すことにした。

「せっかくこうして君のところへ来たんだ、わたしが診てあげようか。念入りに。主に触診で」

「お断りします」

「にべもないなぁ」

「薬湯なら喜んでいただきますが、触診はけっこうです」

「そんなつれないこと言わないで触診させてよ。お願いします」

「どうして診察するほうが頭を下げているのですか」

「そんなの、コルネリアゥスを触診したいからに決まってるじゃない」

「な……何を仰っているのやら。わたくしなんかを触診しても楽しくはありませんよ」

　と応えるコルネリアゥスの顔が少しだけ赤く染まっていた。

「そんなことないね。きっと間違いなく確実に楽しいね。それに、触診すれば気持ちよくなって疲労なんか吹っ飛んじゃうから」

「別の意味で疲れそうなのでお断りします。だいいち、今はそんなことをしている場合ではありません。復ふつ興こう軍の、いえ、新生エルゲン王国の命運が懸かった決戦が近づいているのです。遊んでいる場合ではないのです」

「じゃあ、今でなければいいのかい？」

「い、今でなくても駄目……」

「決戦に勝利して復興軍が全土を解放する目め処どが立ったら、ぜひコルネリアゥスを診察したい。駄目かな？」

「だだ駄目に決まってるでしょう」

　ドレスドゥドは上目遣いにコルネリアゥスの顔を見やった。

「どうしても？」

「いえ……復興軍が全土を解放したら、きっとわたくしは死ぬほど疲れているかもしれませんから、そのときは先生に診てもらう可能性がないこともないような気がしないでもないですけれど……」

「よっし、任せて。そのときは君が死ぬほど疲れていても、必ず回復させてあげる」

　顔を逸らせたコルネリアゥスは、もごもごと口を動かした。

「つ……疲れてなかったら必要ありませんからね」

「君が疲れるように、君に仕事を集中させろとアイオリスに頼んでおくよ」

「やめてください。疲れるだけならともかく、死んでしまいます」

「死んだら、わたしが蘇そ生せいさせてあげる」

「そんな無茶なことを」

「そうだな、たしかにわたしには無理だろうな。死魂召喚なんて魔術、発想すらできなかったものな」

　と言って、ドレスドゥドはちらっとコルネリアゥスの顔色を窺った。

「ああ、あれですか。あれには驚きましたね」

「驚いたなんて生やさしいものじゃないよ。驚きよう天てん動どう地ちだよ」

　ドレスドゥドが大げさにそう言うと、コルネリアゥスは真ま面じ目めな顔で頷いた。

「ええ。まさかルッラがあんな魔術を持っていたとは思いませんでした」

「スナイデルッラが、というのはともかく、君はあの魔術、もしくはあれに類する魔術について何か知っていたかい？　恥ずかしいことだけど、わたしはさっぱりだったんだよな」

「わたくしも知りませんでした。知ったあとで調べたのですが、わたくしの手持ちの書物や文ぶん献けんにも記述はありませんでしたね。もっとも、すべての書物を調べたわけではありませんから、何もなかったとは言い切れないのですが」

「君ほどの識者が何も知らないのか。わたしも調べたんだけど、調べた範囲では成功例など皆無だったな」

「それほどまでに空前絶後の魔術……だったのでしょうね」

「そうなると、わたしも少しばかり悔しくてね。多少なりとも死魂召喚の謎なぞに迫ってみたいと思ったんだけど」

「そのお気持ち、わからないでもありません。わたくしも、知れるものなら知りたいと思いますよ」

　ドレスドゥドは、いやはや、と言って天を仰いだ。

「今のとこころ、手がかりというほどの手がかりが何もないんだよね」

　顔を戻したドレスドゥドは何気ない素振りで訊いた。

「まだ調べていない書物って、ゲーリンゲンの街の君の家に置いたままなのかい？」

「ええ。さすがに蔵ぞう書しよ全部を持ってこられませんので」

「それ、見せてもらうわけにはいかないかな？」

　コルネリアゥスは目を見開いた。

「先生が？」

「わたしの手持ちの分は調べ尽くしてしまったからね。わたし以上の蔵書家となると、君くらいしか思い当たらない」

「そうですね……」

　コルネリアゥスは少し考え込む様子を見せたが、やがて顔を上げて言った。

「先生に調べてもらうのも手かもしれません。我が家を先生が訪問されたら書庫へ案内するようにと、家人に申し渡しておきましょう」

「おお、ありがたいね。このお礼は、ぜひ触診でお返ししたいと……」

「それは要りませんから！」

　とドレスドゥドを遮ったコルネリアゥスだが、

「その代わり」

　と上体を乗り出してきた。

「何かわかったことがあれば、すぐに教えてもらえませんか」

「もちろん教えるよ」

　ドレスドゥドは真面目な顔で素直に頷いたが、内心ではほくそ笑んでいた。

（こちらの思惑どおりの展開になったね）

「こちらとしても、手がかりを摑んだら、君の意見も聞いてみたいし」

「お願いします」

　と軽く会え釈しやくをしたコルネリアゥスは、そこで初めて気づいたかのようにドレスドゥドの背後を見やった。

「先生、今日は助手の魔術人形を連れていないのですね」

「控えの間に置いてきたよ。政庁舎内をうろうろしてたら目障りに思う者もいるだろうからね」

「ああ、ライオネルの街に連れてきてはいるのですね」

「もちろん。旅をするとき、あいつほど頼りになる護衛はいないからさ」

「あれほどの魔術人形を造り出した先生でも、死魂召喚について何もご存知ではなかったのですか」

　とコルネリアゥスは探るような言い方をしてきた。

「あの魔術人形が『あれほどの物』かどうかは知らないけど、死魂召喚には、わたしが衝撃を受けたのはたしかだね」

「そうですね。わたくしも衝撃を受けました。これほど状況が切せつ羽ぱ詰まっていなければ、わたくしもあの魔術について調べたいと思っていたのです」

「わたしは君たちほど切羽詰まっていないのでね。悪いけど」

「謝る必要はありません。お互いの立場というものがありますからね。わかったことが出たら教えてくださればいいのです」

「ん、了解。それじゃ、わたしはティターニアが起きるまで、どこかで昼ご飯を食べてくるとするか」

　コルネリアゥスが、うん？　という顔でドレスドゥドを見た。

「ティターニアがどうかしましたか？」

「もしものことがあるといけないから、あいつのことも診ておいてくれとアイオリスに言われてね。大事な依り代に何かあったら大変だというわけさ」

　コルネリアゥスは、少し苦い顔で頷いた。

「まぁ、そうですね」

（ふむ。コルネリアゥスは、まだ夜姫を全面的に認めているわけではないようだな）

　そんな印象を受けたドレスドゥドだが、そこには触れないでおく。

「んじゃ、またあとで。君の許しが出たから、数日のうちにゲーリンゲンの街へ戻ろうと思っている」

「わたくしは屋敷のほうに人を遣やって家人に報しらせておきます……あぁ、伝でん書しよ鳩ばとを飛ばしたほうが早いですね」

「よろしく。んじゃね〜」

　軽い調子で手を挙げると、ドレスドゥドはコルネリアゥスの執務室から出ていった。

　ドレスドゥドの姿が見えなくなると、識姫士は打って変わった鋭い視線を医士が消えた扉のほうへ向けた。

（先生、何を考えているのでしょう。何を狙っているのでしょう。彼女の考えることは今一つ読めません。でも、まぁ、死魂召喚の謎に迫れるのなら、わたくしの蔵書くらい見せてあげてもいいですけれど）
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　政庁舎をあとにしたドレスドゥドは、助手の魔術人形、レオンハゥトを連れてライオネルの街の下町へと足を運んだ。

　さほど広くない通路の両側に、露ろ店てんがずらりと並んでいる。

　食べ物を売っている店が多いが、衣服、革製品や靴、刃物や鍋なべ釜かまなどの金かな物もの、薬草や強壮剤、そして艶笑本を売る店までが軒のきを連ねている。

　どの店も常設の店舗を持っているわけではなく、簡易天幕を張っただけの出で店みせだ。

　少し広い辻に行くと、物を売る店以外にも、見世物小屋やら芝しば居い小屋やらの大きめの天幕が目についた。

　バイデリュンヘン軍に占領されているあいだも市民活動にはほとんど制約がなかったらしく、界かい隈わいの賑わいは、以前にドレスドゥドが訪れた頃──戦争が始まる前のことだ──とあまり変わらない。

（自分たちの未来を左右する大おお戦いくさが迫っているらしいのに、市し井せいの人々の暮らしぶりは変わらないな。いや……そもそも大戦が迫っていることを知らないだけか）

　戦には勝っても負けても、兵として参戦した街の住民の何人かは帰ってこないだろう。

　それを思うと少し感傷的になるドレスドゥドだが。

（人の生き死になんて、運命の女神の賽さいの目次第。人が自分でどうこうできるものではないのだから、ま、仕方がないな）

　と自分に言い聞かせて感傷を振り払う。

（それより昼ご飯だ。腹が減っては戦ができぬと言うそうじゃないか）

　白衣を翻しながら立ち並んでいる店を一通り冷やかして回ったドレスドゥドは、食べ物屋が集まっている区画へとやってきた。

　辺りにはいい匂いが充満している。

　昼飯時を少し過ぎているので、どの店も大混雑というほどではない。

「さて、どこにするかな」

　何件かの食事処を覗いたドレスドゥドは、

「よし、ここにしよう」

　と呟いた。

　そこは空き地に木の長椅子と長机を並べただけの露天食堂だった。

　ドレスドゥドがその店を選んだ理由は、食べ物が美味しそうというより、働いている女子が可愛いから、だった。

　空いている椅子に腰を下ろすと、すぐに店で働く給きゆう仕じ娘むすめが注文を取りにやってきた。

「何になさいますか、お客様？」

「今日のお薦すすめは？」

「朝方捕れたばかりの野や牛ぎゆうのお肉が美味しいですよ。あと、野菜はどれも郊外で採れたばかりの新鮮野菜です」

「じゃあ、その肉を焼いてもらおうか。あとはパンと野菜を適当に。それと麦ばく酒しゆも一杯。そんなところかな」

　注文を羊皮紙に書きつけた給仕娘は、

「はい、承りました」

　と頭を下げた。

「全部で幾ら？」

「えぇと……」

　給仕娘は必死で計算していたが、やがて代金の額がくを口にした。

　場末の食堂で働く娘にしては、きちんと計算ができるようだ。

（うん、感心感心）

　小銭入れから銅貨を摘つまむと、ドレスドゥドは言われた金額を超える銅貨を卓の上に置いた。

「……あの、お客様、これ、かなり多いですよ？」

「余分は、君への心付け」

「ありがとうございます！」

　にこやかな笑顔で銅貨を回収する給仕娘に向かって、ドレスドゥドもにこやかな顔を向ける。

「ところで、君はお薦めじゃないの？」

「あ？　はい？」

「だから、君のお尻はお薦めじゃないのかな？」

「すっ薦めてるわけないじゃないですか」

　銅貨の回収を終えた給仕娘は慌てて後ずさり、自分のお尻を手で押さえた。

「お尻はお薦めじゃないのか」

「あ、当たり前です！」

「じゃあ、おっぱいは？　君のおっぱいは美味しそうだ」

「やだ〜〜、変な人が来た〜〜」

　給仕娘は可愛い悲鳴を上げると、調理場のほうへ走り去っていった。

　笑いながらそれを見送ったドレスドゥドは、さて、と卓に手を突き肘を載せ、打って変わって難しい顔になって考え始めたが。

「ん？　何を突っ立っている、レオンハゥト？」

　魔術人形は、はい？　と小首を傾かしげた。

「立っていてハいけまセンか？」

「ああ。そこに立っていられると目め障ざわりだ」

「ですガ、わたシは立ったママでも疲れたりしマせんガ」

「だから。目障りだって言ってるだろ。通路に立ってたら、他のお客や店の人にも迷惑だしな。いいから座れ」

「ありガトうゴざいまス。ご主人ハお優しいデスね」

「何を言ってるかな。わたしがおまえに優しくしてなんの得があるって言うんだ。おまえが立っていたら、わたしの考え事にもほかの人間にも邪魔になるから座ってろと言っている」

　ドレスドゥドが早く座れと差し招くと、レオンハゥトは医士の隣にちょこんと腰を下ろした。

　少女のようなその華きや奢しやな体にちらっと目を走らせたドレスドゥドは、はぁ、とため息を吐ついて呟いた。

「おまえの体が、こう、もっと豊満でぼよんぼよんだったら、わたしももう少し楽しめたのにな」













「何を言ってヤがりますカ。この体を造っタのは先生デハありませンカ」

「そうだな。失敗したと思っているよ」

　というドレスドゥドの言葉に反応せず、レオンハゥトは魔術が切れたかのように身動きを止めた。

（やれやれ、わたしに気を遣ったか？　我ながらよくできた魔術人形を造ってしまったものだ。が、それはさておき）

　ドレスドゥドは改めて考え始めた。

　死魂召喚という恐るべき魔術についての考察を始めた。

（魔術そのものに関しては、今のところ迫る手がかりはない。何もない。やはり取っかかりは、言い出したのがスナイデルッラではなくアイオリスだったということか。それにティターニア。依り代として最適と言うが、では具体的にその条件とはなんだ？）

「麦酒をお持ちいたしました〜」

　給仕娘の声がして、酒盃が卓に置かれた。

「うん、ありがと」

　と生返事をすると、ドレスドゥドはさっそく手を伸ばす。

　運ばれてきた酒盃にではなく、引き返そうとした給仕娘のお尻に。

「やだ、もう、この人！」

　振り返った給仕娘は手にした盆をドレスドゥドの頭に叩きつけようとした。

　ごん、と鈍い音がして。

　見ると、お盆はドレスドゥドの頭を捕らえる手前で、椅子の上に立ち上がったレオンハゥトの額ひたいを直撃していた。

「きゃっっ!?」

　給仕娘は慌ててお盆を引いた。

「ごっごめんなさい、あの、わたし、べつにあなたを……」

　必死の形ぎよう相そうで頭を下げる給仕娘に、レオンハゥトは平静な調子で声をかけた。

「気にすル必要はナイ。これは粗そ相そうをなしタ我が主人が受けルべき罰をわタシが代わりニ受けただケ」

「あの、その、本当にすみません」

　へこへこと頭を下げたあと、給仕娘は心配そうにレオンハゥトの額を覗き込んだ。

「大丈夫でしたか、頭？」

「頭は石よりモ固い。問題なイ」

　横からドレスドゥドも口を挟んだ。

「ああ、いいよいいよ、気にしなくても。そいつの頭が固いのは事実だし。そもそもがこちらの不始末なんだから」

「本当にごめんなさいっ」

　と頭を下げ、給仕娘は飛ぶようにその場から逃げ去っていった。

「ほら、座れ」

　ドレスドゥドは、椅子の座面に立ったままのレオンハゥトの手を引いて座らせる。

「あんまり目立つことをするな」

　と叱ると、人形は少し不服そうな顔を向けてきた。

「ご主人の危機を救ったトいうのニ、冷たイ言葉」

「あのなぁ、あの娘こはぜんぜん本気じゃなかったんだよ。ちょっとした冗談だったのに、おまえが大おお事ごとにしちゃったの」

「それハ……悪いコトをしタ」

　悄然と肩を落とすレオンハゥトの頭を、ドレスドゥドが、ぽん、と叩く。

「気にするな。おまえがわたしを守ろうとするのは当然のことだ。おまえの存在理由は『わたしを守ること』だからな。人形は存在理由がなくなれば自我が壊れてしまう」

「ご主人ハ……優しイ」

「いいから。そこでおとなしくしてろ！」

　ドレスドゥドに睨まれ、レオンハゥトはまた動かなくなった。

（えぇと、どこまで考えたっけな）

　ドレスドゥドが思考を再開しようとすると、

「お待ちどおさま」

　という野太い声が聞こえた。

　頼んだ食事を運んできたのは、厳いかつい男性給仕人だった。

（やれやれ、敬遠されてしまったか）

　ドレスドゥドは少しがっかりした顔で食事の皿を引き寄せた。
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（えぇと、それで……）

　もそもそと食事をしながら、ドレスドゥドは考える。

（そう、ティターニアだ。彼女のどこが依り代として最適なのか。つねにバイオレッタ様と一緒にいたからというようなことをアイオリスやスナイデルッラは言っていたが、それが魔術成功に必要な要素なのか？）

　手を止めたドレスドゥドは、酒盃へと手を伸ばす。

　麦酒は温くなっていて気も抜けていたが、かまわずそれを喉に流し込むと、ドレスドゥドは食事と洞察を再開させる。

（ふつうに考えると、血けつ縁えん者しやのほうが依り代としては相応しい気がするんだけど。とはいえ、バイオレッタ様の近くにいる血縁者は弟君のラーエルテス王子だけだから、さすがにそれは無理な相談か。ティターニアの了解を取っていたという話だから、依り代の側も承知していないと魔術は使えないようだしな。しかし）

　ドレスドゥドは、う〜ん、と低く唸うなった。

（なんだろう、このちぐはぐな感じは。辻つじ褄つまが合っているようで、でも、どこか違和感がある。その違和感が何か、さっぱりわからない。どういうことなんだろう。わたしの考えすぎか？　いや、そんなことはないはずだ。わたしの魔術士としての直感が語りかけてくる。何かある。死魂召喚という大魔術には大きな秘密がある……に違いない……んだが）

　ドレスドゥドは、自分が感じる違和感の正体を追求した。

　だが、いくら考えても正体は見えてこなかった。

　気がつくと、皿はすべて空になっていた。

「考え事しながらの食事は、味もへったくれもないな」

　とぼやきながら、ドレスドゥドは酒盃に手を伸ばす。

　そちらも空になっていた。

　ドレスドゥドが麦酒のおかわりを頼もうとしたとき、街の広場で鳴らされる鐘の音が風に乗って聞こえてきた。

「七刻こく時じか。そろそろ政庁舎のほうへ戻っておいたほうがいいか？」

　七刻時は午後の二時頃だから、ティターニアが起き出すという七刻時半──午後三時まで、あまり時間に余裕はない。

　ドレスドゥドは麦酒のおかわりを諦めて立ち上がった。

　それを見て、レオンハゥトも静かに立ち上がり、出口に向かって歩くドレスドゥドのあとをひっそりと追いかけていった。




　　　　　５




　帰りも街中をぶらぶらと歩いて適当に時間を潰したドレスドゥドが再び政庁舎へ顔を出したのは七刻時半近くになった頃だった。

　夜姫付きの侍女頭テレジアを捜し出すと、彼女は、

「アイオリス様から伺うかがっております」

　と言って、ドレスドゥドとレオンハゥトをティターニアの部屋まで案内してくれた。

　行ってみると、ティターニアの自室は意外とこぢんまりとした部屋だった。

（いや、ここはティターニアの部屋だから、これでいいのか。夜姫様の部屋は別にあるんだよな）

　とはいえ、ティターニアは大事な「夜姫の器」だから、警護は万全だ。

　廊下には衛兵が並び、室内も、控えの間には戦せん陣じん侍じ女じよや衛兵が詰めていた。

（やれるかな？）

　と思ったドレスドゥドだが、可能な範囲でやるしかないだろうと覚悟を決める。

　部屋に入ると、ちょうどティターニアは着替えを終えたところだった。

　といっても、まだ夜姫の衣装を着てはいない。

　ごくふつうの裳もを身に纏まとっているだけだ。

（なるほどね。予あらかじめ着てはいないんだ。夜姫様の衣装を着るのは夜姫様が現れてから、というわけだね。律りち儀ぎなことだ）

「やぁ、ティターニア」

　テレジアに続いて部屋に足を踏み入れたドレスドゥドは、軽く右手を挙げて軽い調子で挨拶を送った。

「ドレスドゥド先生」

　ティターニアは神妙な顔で頭を下げてきた。

　夜姫と同じ顔、同じ体のティターニアにそうして頭を下げられると、何か落ち着かない気分になる。

　レオンハゥトは医士の邪魔にならないようにと部屋の片かた隅すみに移動していって、そこで石像のように動かなくなった。

「調子はどうだい？　疲れていたりしないかい？　アイオリスに頼まれて君を診みに来たんだ。疲れているようなら、疲労回復、気力充実の薬湯を煎じてあげるけど？」

「いまのところ、とくに問題はございません」

「そうかい？　とはいえ、自分でも知らないあいだに疲労が蓄積することもあるから、念のため薬湯を飲んでおいたほうがいいんじゃないかな」

「そう、ですか？　では、ちょうだいいたします」

　とティターニアが頭を下げてきた。

「テレジア」

「はい、ドレスドゥド先生」

「熱いお湯を頼めるかな」

「承知いたしました」

　テレジアが控えの間に待機している侍女にお湯を持ってくるように命じた。

「では、それまで診察をしていよう。ティターニア、上を脱いで」

「はい、ドレスドゥド先生」

　ティターニアが上着を留めている紐に手を伸ばすと。

「手伝ってあげよう」

　と言って、ドレスドゥドはいそいそとティターニアの背中側に回り込んだ。

「あのう、ドレスドゥド先生」

　と侍女頭が横から声をかけてきた。

「何かな、テレジア？」

「ずいぶんと嬉しそうでございますね」

「君の気のせいだ」

「はぁ、さようでございますか」

「だいいちわたしは、もう夜姫様と熱く情熱的な一夜を過ごしているんだから、ティターニアを触診したって今さらだろ？」

「まぁ……さようで……ございます……ねぇ」

　テレジアはまだ疑いの眼まな差ざしを注いでくるが、ドレスドゥドはそれを無視して、ティターニアの上下一体となった裳を下ろした。

　上半身の下着──上着の下に着る服──も脱がせ、胸覆いも外す。

　ティターニアの特大特盛りの胸が大きく弾んだ。

「相変わらず巨大だなぁ。人としての限界を突破してるんじゃないか、これ」

　ドレスドゥドは背後から脇の下に手を差し入れ、ティターニアの両胸を下側から持ち上げて、ゆさゆさと揺すった。

「先生、そんなに揺すったら駄目で……」

「いやいや、これは診察しているだけだからね」

「あ〜〜、えほん！」

　わざとらしい咳払いが聞こえてきたので振り返ると、テレジアが恐ろしい目つきで睨んでいた。

「それが診察なのでございますか、ドレスドゥド先生？　その好色な目つきと、好色な手つきが、診察だと、仰る？」

「あぁ、ごめん、ごめん、ちょっと間違えた」

　慌てて手を引き抜いたドレスドゥドは、ティターニアの前に回って額に手を当て体温を測ったり、瞼まぶたを捲めくって瞳を覗き込んだり、口を開けさせて舌を見たりと、医士らしいことをする。

　それから顔をティターニアの胸元に近づけ、耳を胸に当て、心音を聞く。

　そのとき、扉が開いて、熱い湯を入れた水差しを持った侍女が部屋に入ってきた。

　胸元をはだけたティターニアを見て、彼女はビクッと足を止めると、ティターニアの胸から耳を離したドレスドゥドが、手近の小さな卓を指し示した。

「ああ、気にしなくていいから。お湯はそこに置いて」

　侍女は水差しを置くと、そそくさと控え室に戻っていった。

「さて」

　荷袋から取り出した薬草を小さな碾うすで擂すり潰し、お湯に放り込む。

「本当は沸わかし湯がいいんだけど、まぁいいか」

　と呟いて待つこと数分。

　薬草の成分が溶け出した頃を見計らって、水差しから酒盃へと薬湯を注いだ。

「はい、これ飲んで」

「いただきます」

　ティターニアは茶色の液体を一気に飲み干した。

「苦いですね」

「良薬、口に苦しだよ」

「もう服を着てもよいでしょうか？」

「最後にもう一度、薬湯の効きを測っておこう。寝台に寝てくれるかな」

　テレジアの眉が跳ね上がったので、慌ててドレスドゥドは両手を振った。

「いや、別に下心とかじゃないから。ちゃんとした診察だから」

「おかしな真似をされますと、人を呼びますよ？　具体的には武装した侍女を何人も」

　ドレスドゥドは、こくこく勢いよく頷いた。

「わかってる。わかってるって」

　寝台の上にティターニアが横たわると、ドレスドゥドは密やかに呪文を紡ぎ、右手の指と掌てのひらに息を吹きかけた。

「内臓の働きが弱っていないかどうかを診るから、少しじっとしていて」

　と断って、ドレスドゥドは右の掌をティターニアのお腹に押しつけ、円を描くようにゆっくりと前後左右に動かした。

　掌を離すと、今度は指先で肩や腕、首筋などを玄妙な動きで撫なでていく。

　ティターニアは僅かに身動ぎしたが、されるがままになっている。

「どうだい？　だいぶ体の芯が温まってきただろう？」

「ええ、はい、裸なのに暑いくらいです」

「うつぶせになって」

　うつぶせになったティターニアの背中を、ドレスドゥドは先ほどと同様、掌を押しつけるように撫でていく。

「ふん、どうやら内臓の働きにも悪いところはないようだ。はい、お疲れ様」

　ドレスドゥドはぺしぺしとティターニアのお尻を叩いた。

「ん？　そういえばお尻はまだだったな。ここもちょっと触診……」

　ドレスドゥドの声を、テレジアの唸るような声が遮った。

「先生〜〜、それは必要な診察とは思えないのですがぁぁ？」

「あぁぁ、そうかな？　必要な気がする……んだけど」

「侍女を呼びますので、彼女たちの前で診察してください。言っておきますけど、診察以外の行為をなさると、刺されますよ？」

「いや、もう充分に診察した。どこも問題なしだ」

　ドレスドゥドは真面目な顔でうんうんと頷きながら、じりっと後あと退ずさった。

「ならば、よろしいのでございますが」

「さて、では、わたしはそろそろ退散するとしようかな。もうじき夜姫様ご登場の時間なんだろ？」

　ドレスドゥドがそう訊くと、上半身裸のまま寝台の上で身を起こしたティターニアは小首を傾げて応えた。

「まだ少し早いのですが。夜姫様が現れるのは日暮れ時ですので」

「まだ一いつ時ときくらいはあるのか。そのあいだ君は何をしているんだい？」

「夜姫様が登場するための準備をしておくのです。具体的には、食事と、入浴と、剣の稽古と、読書と。そんなところですね」

「夜姫様ともなると大変だね」

「それほどでもありませんが、夜姫様が夜姫様として存分に働くためには、わたくしも鍛えておかなくてはなりません。肉体だけでなく知識も」

「まぁ、頑張ってくれたまえ。君の体に、君の頭脳に、エルゲン王国の完全なる復興が懸かかっているのだからね」

　ティターニアは少し強ばった表情で頷いた。

「精一杯やらせていただきます」

「わたしはこちらとゲーリンゲンの街を行ったり来たりしている。こちらにいるときはいつでも声をかけてくれ。そうしたら押っ取り刀で駆けつけるよ」

「ありがとうございます」

「レオンハゥト、アイオリスのところに顔を出したら帰るぞ」

　のそりと魔術人形が動いた。

「はイ、先生」

「ではね、ティターニア」

「ご苦労様でした、ドレスドゥド先生」

「テレジアも、言ってくれればいつでも診てあげるよ」

「さようでございますか」

「君の場合は特別念入りにたっぷりぬっぷり触診してあげるから」

「まったく必要ございません」

「素っ気ないなぁ。味気ないと言い換えてもいい」

「面白みのない女で申し訳ございません」

　ドレスドゥドは小さなため息を吐ついた。

「味気ないと言うより手応えがない女だね、君は」

「先生は手応えのある女のほうが好みなのでございますか？」

「べつにそういうわけでもないんだけど……いや、それはいいや。とにかく、わたしはこれで失礼するよ」

「誰かに案内させますか？」

「アイオリスの部屋ならわかるから大丈夫」

　と手を振るドレスドゥドに向かって、テレジアは頭を下げた。

「ご苦労様でした」




　ティターニアの自室をあとにしたドレスドゥドは、そのままアイオリスの部屋に顔を出し、挨拶を済ませると、

「新しい侍女の品定めでもしよう」

　と言って、アイオリスの下もとを辞去した。

「行き過ぎた真似をしないようにお願いしますよ、先生」

　というアイオリスの注意を背中に聞きながらも、ドレスドゥドは振り返ることなく、ひらひらと手を振った。
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「さて、あまり離れると効果が薄れるから、どこか適当な部屋で時間を潰すか。部屋というか、侍女で」

　政庁舎の中であっても、夜姫や六姫士が部屋を構えている区画には、彼女たちに仕える侍女が大勢働いている。

　そのうちの一人、新顔と思われる若い侍女を誑たぶらかすと、ドレスドゥドは侍女と一緒に彼女の自室にしけ込んだ。

　侍女をたっぷりと弄もてあそんだ後、ドレスドゥドは彼女に眠り薬を飲ませた。

　侍女が裸のまま寝台で寝息を立てたのを確認すると、ドレスドゥドは持参した荷袋から怪しげな魔具を取り出す。

　小さな仮面というか眼がん帯たいというか耳覆いというか、それでいてもっと違う何かだ。

「そろそろ日も暮れる頃。ということは、夜姫様が登場される頃合いということだ」

　不ふ可か思し議ぎな形状のそれを顔に当て、耳につけると、ドレスドゥドは口の中で囁くように呪文を唱えた。




「そは久く遠おんの彼方かなたより湧き出で永と久わの其方そなたへと辿たどり着く音なり。そは深しん淵えんの底より染しみ出で無む窮きゆうの高みへと飛び去る兆きざしなり。運び来こよ。伝え来こよ。現うつし世よに映うつせよ移うつせよ」




　ドレスドゥドの体に魔力が横溢し、周囲の空間が揺らめいた。

　彼女の脳裏に何かの映像が浮かぶ。

　彼女の耳に微かな音が聞こえる。

　それははっきりとした像を結んでいるわけでも、たしかな声として聞こえているわけでもない。

　けれどドレスドゥドには、それが誰なのか、どこなのかが把握できている。

　何しろ対象は、つい先ほど魔術を仕掛けてきた者、つまりティターニアなのだ。

（ふむ。どうやら部屋にいるのはティターニアとテレジアと、あと一人、いや……二人いるな。侍女か？）

　ドレスドゥドは脳内に浮かんだ曖あい昧まいな映像を、脳内に響く曖昧な音声を、意味のあるものへと変換を試みる。




【テレジア】




（これはティターニアの呼びかけだな）




【はい、ティターニア様】




（こちらはテレジアか。しかし侍女頭のテレジアがティターニア様か）

　その瞬間、ドレスドゥドは脳裏で薄黒い靄もやのようなものが蠢うごめいた気がした。

（ふむ。使えるかもしれないな）

　瞬時、そちらに意識を取られかけたドレスドゥドだが、すぐに意識を切り替え、再び映像と音に集中する。




【ほどなく夜姫様が顕現されます】

【わたくしどもは控えの間に下がり、夜姫様のお呼びをお待ちしております】

【お願いします】




（テレジアと侍女が二人……やはり二人か、部屋を出ていったな。室内にはティターニアだけが残った、と）

　ドレスドゥドはその瞬間を捕らえようと、さらに集中力を高める。

　その瞬間、つまり夜姫が現れる瞬間だ。




【さて、夜姫様にご登場していただきましょうか】




（登場していただく？　変な言い方だな。いや、その言葉に大した意味はないのか？）

　湧いた疑念を振り払い、ドレスドゥドは音と映像に全神経を集中させる。

　しかし、特段の変化は現れなかった。

（まだ現れないのかな。もっとも、毎日決まった時間に登場されるというわけでもないのだろうけど）

　なおもドレスドゥドが全神経を集中させていると、大きな声が脳内に響いてきた。




【テレジア！】




（夜姫様!?）

　ドレスドゥドは仰天した。

　すぐに誰かが室内に入ってきた気配があった。




【夜姫様。ご苦労様でございます】




（テレジアが入ってきたか。ほかにも数人いるな。侍女か。しかし）

　どういうことだとドレスドゥドは首を捻る。

（夜姫様出現の瞬間がまったく感知できなかったぞ。しかし、そんなことがあるのか？　微かな魔力でも拾えるだけの感度はあったはずなんだけど。それとも……憑ひよう依いした魂が顕けん現げんする際には魔力など必要ないということなのか？）




【着替える。吾わが鎧を持て】

【ご用意してございます】

　何人かの、おそらく侍女が物を運んでくる気配がして。

【吾われを脱がせよ。だが、その前に】

【はい、承知しております】




　室内から脱衣の気配が感じられ、ドレスドゥドは拾えるのが鮮明な映像でないことを悔しく思う。

（さらなる改良が必要だな。少なくとも対象者が裸になっているのがしっかりと見えるくらいには……うん？　どういうことだ？　脱いでいるのは一人ではない？　というか、これは……侍女のほうが脱いでいるのか？）




【すべて脱いでございます、夜姫様】

【うん、いい眺めだ。吾の脱衣と着衣を手伝うのだから、そのほうたちも裸になるのが相応しいな】




（夜姫様、自分が脱ぐ前に侍女たちを脱がしているのか!?　脱がせて裸にしてから着替えを手伝わせているのか）

　それはなんというか、如何にもバイオレッタらしいやり方ではあった。




【夜姫様、失礼いたします】

【お召し物を脱がせていただきます】




　何人かの侍女が夜姫にまとわりついたのが感じられた。




【あ、夜姫様、そんなことをなされてはお着替えが……】

【よ、夜姫様、駄目でございます、着付けができませ……んっ】

【アイオリス様がっお待ちですのにっ】

【すぐに済む。待たせておけばよい】

【夜姫様、お遊びはほどほどに】

【テレジア、おまえも交ざるか？】

【いえ、けっこうでございます】

【つれない奴だな。まぁ、よい。そこで終わるのを待て】




　ドレスドゥドの脳内に怪しくも妖しい桃色の靄が湧きだしてきた。

（出現されたらまず侍女を弄ぶとか、さすがに夜姫様だな。しかし、こう、何が起きているかわかるのに映像が見られないというのは、もどかしいというか悔しいというか）

　やはり徹底的な改良が必要だと思うドレスドゥドだった。

　唇を嚙みながら脳裏に浮かぶ映像と音声に意識を集中させるドレスドゥドだが、それらが次第に薄れていくのを感じて慌てた。

（しまった！　もう時間切れか!?）

　そして地じ団だん駄だを踏む。

（これからがいちばんいいところなのに）

　そして我に返る。

（そうじゃない！　わたしは夜姫様と侍女たちの痴ち態たいを覗き見したかったわけじゃないだろ！）

　自分にツッコんでおいてから、ドレスドゥドは頭に着けていた魔具を引っぺがした。

（もう退散したほうがいいな。仕掛けた魔術が露ろ見けんすることはないだろうが、いつまでも政庁舎内をうろついていると、さすがに怪しまれる）

　急いで服を着たドレスドゥドは──人目を引かないように白衣は羽織らない──裸で寝こけている侍女をほったらかしにしたまま、静かに扉を開け、辺りの様子を窺った。

　廊下の片隅にひっそり控えていたレオンハゥトがゆらりと動き、医士のほうへと寄ってきた。

「大丈夫デスよ、辺りに人はイマせん」

「なら、今のうちに退散しよう」

　ドレスドゥドはまずレオンハゥトを先行させ、その後ろからそそくさと廊下を歩いて建物の出口へと向かうのだった。
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　さんざん侍女を弄んだ後に服を着た夜姫は、鎧は着けずにスナイデルッラを呼んだ。

　それほど待つことなく、スナイデルッラが夜姫の寝室に顔を出した。

　寝台や長椅子の上にごろごろと転がっている全裸の侍女たちに気づいたスナイデルッラは、ため息を吐つきながら言った。

「わたしに相手をさせようとお思いなら、今ではなく……」

　夜姫は即座にスナイデルッラを遮った。

「そうではない。もちろんスナイデルッラに相手をしてもらいたい気は満々だが、吾も時と場合を弁わきまえるだけの分別はあるからな」

「時と場合を弁える分別……」

　そう呟いて、スナイデルッラはもう一度、裸で横たわる侍女たちを見やった。

「それよりも」

　という夜姫の言葉に、魔姫士は視線を戻した。

「吾の体を精査してみてくれないか」

「あ？　はい？」

　顔を覆う布の合間から覗くスナイデルッラの目に怪訝そうな色が浮かんだ。

「吾の体に何か魔術が仕掛けられていないかどうか、その痕こん跡せきを探ってほしいのだ」

「ど、どういうことですか!?」

「念のためだよ。何もないならそれでいい。だが、もしも何か仕掛けられているのなら……少し考えなくてはならない」

「わかりました。まずは調べてみましょう」

「頼んだぞ」

　ええ、と頷いて、スナイデルッラは顔を覆う布を剝ぎ取った。

「で、吾はどうすればいい？」

「体に何か仕掛けられているかどうかを調べるとなると、裸になっていただくしかありませんが」

「そうか！　吾は脱がなくてはならないのか！　全裸になって体中の至る所をスナイデルッラに精査されてしまうのか！　それは参ったな！」

「どうして嬉しそうなんですか」

「いやいや、少しも嬉しくはない。ないが、これは必要なことだから仕方がない。恥ずかしいのを我慢して脱ごう！」

「どうして踊りながら脱いでいるんですが。この方はもう」

　呆れ顔でため息を吐つくスナイデルッラだったが、すぐに険しい表情になると、部屋の隅に控えているテレジアを手招いた。

「はい、スナイデルッラ様」

「いまから夜姫様のお体に魔術精査をかける。そこで寝ている侍女たちを、部屋の外に連れ出してくれないか」

「すぐに」

　頭を下げたテレジアは、控え室にいた侍女を数名呼んで、彼女たちに仲間の体を運ばせた。

　裸の仲間を運ぶ侍女たちの顔に、少し羨せん望ぼうの色が浮かんでいるのを見て、スナイデルッラは内心で呆れ、感心する。

（夜姫様、まさしくバイオレッタ様同様の女誑たらしだな）

　部屋から侍女を運び出させると、テレジアは、

「では、お済みになりましたらお呼びください」

　と低頭して、自分も控え室へと下がっていった。

「さあ、邪魔者はいなくなった。存分に吾の体を調べてくれ。隅すみから隅まで調べまくってくれ」

　全裸になった夜姫は、腰に手を当て、思い切り胸を張った体勢でそう言った。

「どこが恥ずかしいのを我慢してるんですか」

　とスナイデルッラがツッコんだ。

「いや、恥ずかしいぞ？　恥ずかしいのがいいのではないか」

「いえ……まぁ……夜姫様がいいのでしたら、それでいいのですが」

　首を振りながら近づいてきたスナイデルッラが全裸の夜姫の前に立った。

「では、そのまま体の力を抜いて、足をやや開き加減にして真っ直ぐ立ってください」

「こうか？」

「はい、それでけっこうです」

　スナイデルッラは口の中で呪文を呟くと、両の掌に息を吹きかけた。

　彼女の掌がぼうっと薄く光を放つ。

　スナイデルッラは掌を夜姫の皮膚に触れるか触れないかのところに置くと、ゆっくりと上下左右に動かす。

　腹から胸へ、下腹部へ、腰へ、首筋へ、臀でん部ぶへ、背中へ、太腿へ、脹ふくら脛はぎへ、顔へ。

　目を瞑つぶり、うっとりとした顔でされるがままになっていた夜姫だが、そのうち微かすかに身動ぎをして囁くような声で呼びかけてきた。

「スナイデ……ルッラ……」

「魔術の行使中に話しかけないでください」

「うぅ……蛇の生殺しだな、これは……」

　夜姫は天を仰いで唇を嚙かむ。

「む！」

　スナイデルッラが何かを見つけたらしい。

「夜姫様の危き惧ぐが当たりました。これは……たしかに魔術を仕掛けた痕跡があります。失礼」

　触れるか触れないかというところを動いていたスナイデルッラの掌が夜姫の腹と乳房に押し当てられた。

「あぁ」













　そのままスナイデルッラは、擦こすりつけるように夜姫の肌の上で掌を動かしていく。

「あ……あ……う」

「夜姫様、動かないでください」

　スナイデルッラが、右手でぴしゃりと夜姫の腰を打った。

「うぅ……これでは生殺しというより、もはや拷ごう問もんだ……な……」

　なおも夜姫の体表を撫で回していたスナイデルッラだが、やがて、ふぅと大きく息を吐はいて両手を離した。

「どんな類たぐいの魔術かまではわかりませんが、魔術が仕掛けられていたのは間違いありません。かなり高度かつ精せい密みつな魔術のようですが……いったい、いつ誰がこんな魔術を仕込むことができたのか」

「ああ、いや、誰が、というのは見当がつくのだ」

　スナイデルッラが驚愕の顔を夜姫に向けた。

「え？　本当ですか!?」

「うむ。心当たりがある。だからスナイデルッラを呼んで調べてもらった」

「そ、その心当たりとは誰なのです？」

　とスナイデルッラが勢い込んで訊くと、夜姫はあっさりと答えた。

「ドレスドゥド医士だ」

　瞬時、驚きよう愕がくに目を見開いたスナイデルッラだが、すぐに目を細めた。

　彼女の瞳が鋭い光を放つ。

「……どういうことでしょうか」

「こういうことなのだ」

　夜姫は、先ほどドレスドゥドから体調の診察を受け、薬湯をもらったことを告げた。

　診察の際には裸になって全身を触られたことも。

「それは……間違いありませんね。そのときに何かを仕掛けられたのでしょう。ですが、女医はいったい何を……」

「ドレスドゥド医士が何を調べようとしたのかはわからない。だが、彼女が何かに気づいてそれを確かめようとした可能性はある」

「……ええ、あります」

「その何かとは」

　そこで言葉を切った夜姫は、正面からスナイデルッラの顔を見つめる。

「おそらくは吾の秘密か」

　スナイデルッラは小さく頷いて応えた。

「死魂召喚の秘密……ですね」

「ドレスドゥド医士が何を感じ取ったのか。何を気にしているのか。それはわからない。だが、吾に魔術を仕掛けてきた以上、彼女が何かを疑っているのは確実。吾の秘密は、死魂召喚の秘密は、誰にも知られるわけにはいかない。たとえ味方であろうとも、いま知られるわけにはいかない。そうだろう、スナイデルッラ？」

「そうですね。そうなれば、せっかくの苦労が水の泡です」

「ドレスドゥド医士を見張っておいたほうがいいのではないかな？」

「たしかに目を離さないほうがよさそうです」

　とスナイデルッラが応えると、夜姫の瞳が妖あやしく光った。

（見張るだけではなく、危険な芽は今のうちに摘つんでしまったほうがいいのではないだろうか。万が一にも吾の秘密が、死魂召喚の秘密が漏れれば、復興軍は瓦解してしまう。それだけは阻止しなくてはならない。どんな手段を使っても。どんな犠ぎ牲せいを払っても）

　考え込んだ夜姫を見て、スナイデルッラは少し不安に駆られた。

「夜姫様？」

「ドレスドゥド医士が何か怪しい動きをしないかどうかを見張る。彼女に怪しい動きが見えたら……」

「見えたら、どうしますか？」

「不安要素は取り除いてしまったほうがいいのではないか、と思っている」

　スナイデルッラは僅わずかに目を見開いた。

「本気ですか？」

「もちろんだ。復興軍にとって、いや新生エルゲン王国にとって、今がいちばん大事なときだ。吾の行く手を遮る者は取り除かねばならない。吾らの勝利を阻害しそうな要素は排除しなくてはならない。何をおいてもだ。違うかスナイデルッラ!?」

「……夜姫様の仰るとおりかと」

「ならば、ドレスドゥド医士が真相に迫るのを見過ごすわけにはいかない」

「ですが……まだ真相に迫っているわけではないのではありませんか？」

「今は迫っていなくても、吾のことを、死魂召喚のことを疑っているのなら……いずれ真相に近づく虞おそれはある」

「…………」

「とにかく彼女は見張ろう。委い細さい漏らさず、その行動を監視しておこう」

「承知いたしました。ですが、彼女は高位の魔術士ですから、生なま半はん可かな者では見張るのは難しいかと。無理に見張れば気づかれる虞もありますし。こうなるとカオルゥが留守なのが痛いですね」

「……カオルゥには、一度、こちらへ戻ってもらおうか」

「では、使いを遣やりましょう。とりあえずそれまでは、わたしの手の者から監視に向いた魔術士を二人ほど差し向けておきます」

「うん、頼んだ」

「この件、アリスの耳にも入れておきます」

　夜姫は鷹おう揚ように頷いた。

「頼んだ。ところでスナイデルッラ」

「なんでしょう、夜姫様？」

「吾はいま全裸で、しかもおまえに全身を愛あい撫ぶされていて、こう、気分的にも肉体的にも盛り上がっているところなんだが」

「わたしはべつに夜姫様を愛撫したわけではございません」

「おまえにそのつもりがなくても、結果的に愛撫も同然だろう、あれは。わたしは身も心も熱く燃え上がってしまったぞ」

「そうですか。では、水浴びでもして体も心も冷やしてください」

　夜姫は情けない顔になってぼやく。

「おまえ……もしかして吾のことが嫌いなのではないか」

「そんなことはございませんよ。わたしは時と場合を弁えるだけの理性と克こつ己き心しんを持っているに過ぎません。それより、早く服を着て鎧を着けてください。軍議の時間が迫っております。決戦のときはすぐそこまで迫っているのです。万全の準備を済ませておかなくては勝利を得られません」

「スナイデルッラが冷たすぎて心が痛い……」

　悲しそうな顔で呟いた夜姫は、控えの間のテレジアを呼んだ。

「はい、夜姫様」

「着替えて、鎧を着る。手伝わせてくれ」

「ただいま」

　一礼して引き下がったテレジアは、すぐに控え室から数名の侍女を連れて戻ってきた。

「では、着せてくれ」

　という夜姫の言葉に、侍女たちがわらわらと全裸の彼女に取りついた。

「では、夜姫様、わたしはアリスのところへ行って参ります。後ほど」

「うむ、後ほどな」
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　アイオリスの執務室に顔を出したスナイデルッラが、夜姫の体に魔術が仕掛けられていたことと、仕掛けた者がドレスドゥド医士らしいということを告げると、アイオリスは険しい顔つきになった。

「不味いな。それはドレスドゥド医士が何かを疑っていることの証しよう左さだ」

「うん。夜姫様もそう仰っていた」

「夜姫様、ほかには何か？」

「ドレスドゥド医士を見張るべきだと。そして」

　そこで言葉を切ったスナイデルッラは、大きく息を吸って一気に吐き出した。

「最悪の場合、不安因子は除去してしまうべきだと」

　椅子から立ち上がったアイオリスは、じっとスナイデルッラの顔を見つめた。

「アリスは……どう考える？」

　アイオリスが口を開くまで、少しだけ間まがあった。

「わたしも」

　アイオリスは険しい顔のまま小さく頷いた。

「夜姫様の意見に賛成だ」

「おまえ……」

「バイデリュンヘン軍に対する戦いの邪魔になるものは取り除くべきだ。邪魔をする者は取り除くべきだ。わたしはな、ルッラ」

「なんだ、アリス？」

「死魂召喚をおまえに献けん策さくしたときに覚悟を決めたんだ。何がなんでも、何があってもこの戦いを成し遂げなくてはならないと。どんな犠牲を払っても成し遂げなくてはならないと。それが」

　アイオリスは瞑めい目もくして天を仰いだ。

「目の前でバイオレッタ様を殺されてしまったわたしに課せられた義務だ」

　呟くようにそう言ったアイオリスの閉ざされた瞼まぶたから、一筋の涙が流れ落ちた。

「だからわたしは最後まで走りきる。どんな障害があろうとも乗り越えて走りきる」

　顔を戻したアイオリスは、潤うるんだ目をスナイデルッラに向けた。

「おまえにも、最後までつき合ってもらえると嬉しいのだがな」

　スナイデルッラは、やれやれ、と小さく頭を左右に振った。

「つき合うとも。乗り込んだ船は大洋に漕こぎ出してしまったんだ。今さらわたしだけが船を下りられるはずがない」

「すまない」

　アイオリスが深々と頭を下げると、スナイデルッラは静かに彼女に歩み寄った。

「謝ることなどないんだ、アリス」

　耳みみ許もとでそう囁くと、スナイデルッラは軍務服姿のアイオリスを抱きしめた。

「わたしとおまえは死ぬも生きるも一緒だと誓った仲だ。走りきった先がどこだろうと、最後まで一緒だよ」

「ありがとう、ルッラ」

　二人はしばらくそうして抱き合っていたが。

　やがてどちらからともなく体を離した。

「で。具体的にはどうする？」

　とアイオリスが訊くと。

「見張るにしろ、最後の手段に訴えるにしろ、カオルゥが必要だ。すぐに使いを送る。それまでは、わたしの配下の魔術士に見張らせておこうかと思っている」

「そうか。たしかにこの手の仕事にはカオルゥが最適だな」

「とはいえ、使者を送ったとしても、カオルゥが戻るのは数日後になる。それまでドレスドゥド医士を見失わないようにしないとな」

「わかった。では、カオルゥが戻ったら、わたしと夜姫様とで話をしよう」

「そちらは任せた」




　それから進めている作戦準備について少し話をしたあと、スナイデルッラはアイオリスの執務室をあとにした。




　この日の深夜に、シュバーヘンの街へバイデリュンヘン軍が入ったという報せを携えてカオルゥが戻ったのは、果たして運命の女神の気まぐれか、それともただの必然だったのか。
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　途中、どこにも寄らず、政庁舎から一目散に自宅まで戻ったドレスドゥドは、部屋に入り、椅子に座り、汲み置きの水を飲んで、ようやく一息ついた。

「どうやら誰にも気づかれずに事を済ませられたな。時間が経てば痕跡は消えるから、そうなればスナイデルッラであっても、あの魔術には気づけないだろう。しかし」

　先ほどの魔術で得られた情報を思い出し、ドレスドゥドは改めて首を捻った。

（どうも……しっくりこない。たしかにあれはバイオレッタ様だったけれど。着替えのときに侍女を脱がして弄ぶなんて、バイオレッタ様以外の誰にも真似できないことだけども。しかし、夜姫様出現の気配すら感じなかったって、そんなことがあるのか？）

　死魂召喚が魔術であるなら、魔術の発動は感知できるし、それを見逃すようなドレスドゥドではない。

（死魂召喚で憑依した魂が顕現するときに、魔力は必要ないのか？　そんなことがあり得るのか？）

　その可能性は限りなく低いと思われる。

　死魂召喚というあり得ない魔術があり得たことより、先ほどの検知に引っかからない魔術があるほうがまだ可能性が低い。

（……つまり、どういうことだ？）

　ドレスドゥドは少し混乱した頭で考える。

　だが、謎の解明に至る考えは何も浮かんでこなかった。

（やはりコルネリアゥスの蔵書を当たるしかないか。ゲーリンゲンの街に戻ろう。戻ってコルネリアゥスの屋敷を訪ね、彼女の書庫を見せてもらおう）

　とドレスドゥドは決断を下した。
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　急いで旅支度を済ませたドレスドゥドは、翌朝、政庁舎へ人を遣やってコルネリアゥスに旅発ちを告げ、昼前には借りていた住居を出てライオネルの街をあとにした。

　急ぎの旅ということで、街を出る前に馬を借りた。

　馬に荷物を積み、自らが手た綱づなを取る。

　城門を出たところで、ドレスドゥドは、背中側から自分の腰に手を回して体にしがみついているレオンハゥトに声をかけた。

「飛ばすぞ、レオンハゥト。落ちるなよ」

「落ちれバもろともデス。わたシと先生は一いち蓮れん托たく生しよう」

「わたしを道連れにするな。落ちるときは一人で落ちろ」

「落ちルナと言ったり落ちロと言ったり。先生の言うコトは論理的でハありませんネ」

「おまえの言うことこそ屁へ理り屈くつだ」

「わたシは人形デスから屁ハこきまセん」

「それが屁理屈だって言ってんだ。ったく、こいつの捻ひねくれた性格は誰に似たんだか」

「そんナの先生に決まってルでしょウ」

「……ああ、そうだな」

　それ以上レオンハゥトを責めていると、さらに自分に返ってきそうだ。

　ドレスドゥドは口を閉ざし、鐙あぶみを踏む足に力を込め、手綱を扱しごいた。

　街道を走り出した馬はみるみる速度を上げ、ライオネルの街から離れていった。
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　途中で一泊したドレスドゥドは、翌日の昼過ぎにゲーリンゲンの街へ帰り着いた。

「はぁ。かなり頑張ったな」

　お尻を撫なでさすりながら下馬したドレスドゥドは、いったん自分の屋敷に戻って湯ゆ浴あみをして着替え、簡単な食事を摂とると、レオンハゥトを引き連れ、早速コルネリアゥスの屋敷へと向かった。

　コルネリアゥスは家か人じんへ伝えておくと言ったが、戻りが急だったため、まだ伝言が届いていない可能性はあった。

　だとしても断られはしないはずとドレスドゥドは楽観視している。

「家人は顔見知りだし、許可状も持っている。大丈夫だろ」

　ドレスドゥドの屋敷とコルネリアゥスの屋敷は、それほど遠くない。

　二区画ほど離れているが、どちらもゲーリンゲンの街の高級住宅街の中にある。

　質素な裳もの上にいつもの白衣を羽織った──このほうが家人に医士らしさを強調できるという心づもりだ──ドレスドゥドは、割とのんびりとした足取りで住宅街を歩き、やがて一いつ軒けんの屋敷前に立った。

　石壁に囲まれた古こ色しよく蒼そう然ぜんとした三階建ての石造りの邸てい宅たくがコルネリアゥスの住居だ。

　格子状の鉄の門もん扉ぴは開け放してある。

　建物へと通じる前庭は芝生に覆われ、ところどころに樹木が生えている。

　庭に人の気配はしない。

　忍び込もうと思えば誰でも忍び込めそうだが、以前に何度か訪れたことがあるドレスドゥドはよく知っている。

　そこここに魔術の罠が仕掛けられていることを。

　そもそも彼女の屋敷だって似たような罠が仕掛けてあるのだ。

　魔術の心得のある者なら当然の措置ではあった。

　建物の入り口に続く小こ径みちを踏み外さないようにと注意しながら歩いて屋敷の扉の前に立つと、ドレスドゥドはそこに吊るしてある大きな呼び鈴を鳴らす。

　リンゴンと、その大きさに似合う騒々しい音で呼び鈴が鳴り、すぐに留守宅を預かっている家か宰さいが顔を出した。

　五十絡みの痩せた男は、ドレスドゥドを見て、おお、と目を見開いた。

「久しぶりだね、マインツァ」

「ドレスドゥド先生、お早いお着きで」

「うん？　もうわたしのことは伝わっているのかな？」

「先ほど伝でん書しよ鳩ばとが帰り着いたところでございます。それで主人からの伝言を読みまして、先生がお出でになるだろうと書庫の掃除をしていたところでございます」

（コルネリアゥスの奴、ちゃんと鳩を飛ばしてくれたのか）

「それは話が早くて助かる。早速、書庫へ案内してくれないか？」

「ですが、掃除の最中でございまして……」

「かまわないよ。急いで調べたい書物があるんだ。少しくらい埃ほこりに塗れようとも気にはしないさ」

「さようですか。ではご案内いたします。こちらへどうぞ」

「行くぞ、レオンハゥト」

「はイ、先生」

　ドレスドゥドと魔術人形は、家宰に案内されてコルネリアゥスの屋敷の中に足を踏み入れた。
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　書庫は、マインツァが言うほどには汚れても散らかってもいなかった。

　通された書庫の中央に立ち、ドレスドゥドは部屋の周ぐるりを見回す。

　家宰はすでに引き下がっているから、書庫にはドレスドゥド一人だ。

　室内には紙とインクの匂いが満ちている。

　好もしいその匂いを肺に吸い込むと、ドレスドゥドは改めて室内を見回した。

　四方の壁は天上まで届く背の高い書棚で隠されていて、書棚は書物で満まん載さいだ。

　原本でなければ、すべてが書写された物である。

「お！」

　ドレスドゥドは書棚の一つに、探してはいるものの、まだ入手できていない地理誌を見つけ、そこへ歩み寄って手を伸ばした。

「魔術関係の書物なら、おそらくコルネリアゥスが持っている物はわたしも持っているだろう。となれば、わたしが持っていない類たぐいの書物をまず当たる……のが手がかりを探す近道だろうな」

　ドレスドゥドは目当ての本を手に取り、頁を捲めくっていった。

　その後、少しずつ書棚を移動し、めぼしい書物を片っ端から抜いて、捲り、また戻すという作業を繰り返した。

　いつの間にか時間が過ぎていった。

　小さな明かり窓から差し込む日の光が傾き、室内が薄暗くなっている。

「もう夕暮れか。なんの手がかりも見つからないな」

　ため息を吐ついて椅子から立ち上がったドレスドゥドは、部屋にある燭しよく台だいに魔術で火を点ともして回った。

　最後の燭台の蠟ろう燭そくに火を点けた直後、手近の書棚に並んでいる書物のうちの一冊の背表紙が医士の目に留まった。




「古代〜現代に至る東とう方ほう奇き譚たん集しゆう成せい」




　一見、魔術とはなんの関連もなさそうな表題だったが、なんとなく気にかかったドレスドゥドは、その書物に手を伸ばし、書棚から引き抜いた。

　まず目次を開き、文字を目で追う。

　文字列の一点でドレスドゥドの視線が止まった。




「極きよく東とうの島国ジュポンにおける奇跡　死者を喚よび語るイタコ」




「死者を喚び、語る!?」

　胸騒ぎにも似た予感を覚え、ドレスドゥドは急いで頁を捲った。

「あった！」

　ドレスドゥドは、その記述を読み進む。

　そこにはおおよそ以下のようなことが記述されていた。




「恐るべき山」に「イタコ」という部族が棲すんでいる。

「イタコ」は「口くち寄よせ」という技ぎ法ほうで死者の魂を喚び寄せる。

　喚んだ死者の魂を己の体に憑ひよう依いさせ、死者に生前を語らせる。

　上級のイタコになると、死者に語らせるだけでなく、今を生きている死者の関係者と会話することもできる。

「口寄せ」をしているイタコは死者の魂に支配されているので、その間の記憶がない。

　死者の魂を繋ぎ止めておける時間はイタコによって変化する。経験の豊かな者、上級の者になるほど長いあいだ繋ぎ止めることができる。




「これは……」

　顔を上げたドレスドゥドは、思案気な顔で薄暗い室内の天井を見上げた。

「死し魂こん召しよう喚かんと似ているな」

　少し考えていたドレスドゥドだが、やがて顔を戻すと、残りの文章を読んだ。




「イタコ」の能のう力りよくは本物であると言う者がいる一方、それは偽にせ物ものであると主張する者も存在する。

　偽物説では、「イタコ」は予あらかじめ手に入れておいた死者の履歴や実績を元に適当に話しているだけ、となる。死者の関係者が生存している場合は、予め生前の話し方などを関係者から訊きだしておいて、いかにも本人が話しているような口くち真ま似ねをするのである。

　なお「イタコ」という呼び名は「痛い子」が転じたという説が有力である。中には、「イイダコ」という「悪魔の魚さかな」の一種を食べることによってその能力を身につけたので、イイダコ→イタコとなったという説もある。




　ドレスドゥドの脳内に、天てん啓けいにも似た衝撃が走った。

「まさか……いや、しかし……それなら……辻つじ褄つまが合う」

　ドレスドゥドの顔色は蒼そう白はくになっていた。

「だとしたら……そうだとしたら……どうすればいい……」

　あまりにも意外な結論に辿たどり着いたドレスドゥドは、我を忘れ、コルネリアゥス家の書庫に立ち尽くした。
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　家宰が呼びに来るまで、ドレスドゥドは立ち尽くしていたらしい。

「ドレスドゥド様、調べ物はまだお時間がかかりますか？　夕ゆう餉げは如何いかがなさいます？」

　と声をかけられ、女医は我に返った。

　彼女はなんとか驚愕の色を消し、できるだけ普段と変わらない態度で応えた。

「あ。いえ。どうも見つかりそうもありませんね。もう日も暮れましたし、また改めて伺って調べたいと思うのですが、それでよいでしょうか？」

「はい、予めご訪問の旨むねをお知らせいただければ、ご用意しておきますので」

「そうですか。ありがとうございます」

　ドレスドゥドは部屋の片隅にひっそりと控えていたレオンハゥトに顔を向けた。

「戻るぞ、レオンハゥト」

　もし明るい場所だったら、そのときのドレスドゥドの顔色の悪さに家宰は驚いたことだろう。

　薄暗い書庫でよかったと、ドレスドゥドは冷や汗を流しながら思った。

「はイ、先生」

　魔術人形が、とことこと歩み寄ってきた。

「お手数をかけたね、マインツァ」

「どういたしまして。主人のお客様のために働くことは主人のために働くことでもありますので、どうかお気になさらずに」

（しっかりした家宰だ。こいつに留守を預けていればコルネリアゥスも安心だろう）

　ドレスドゥドは、しっかり者の家宰に顔を見せないように俯うつむいたまま、彼のあとをついて廊下を歩き、屋敷の出入り口まで戻った。

　廊下は薄暗かったからまだよかったが、出入り口前のホールは明るく、自分の顔色が悪いのを家宰に気づかれないかと気になったドレスドゥドは、挨拶もそこそこにコルネリアゥス邸を辞去したのだった。
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　自宅に戻ったドレスドゥドは、待っていた侍女に簡単な食事の用意を命じてからレオンハゥトを引き連れて書斎に籠こもった。

　書斎の机に向かったドレスドゥドは、魔力を込めたペンで高価な紙にひたすら何かを書きつけていた。

「レオンハゥト」

　書き終えた医士が顔を上げて助手を呼んだ。

「はイ、先生」

「おまえにこれを預けておく」

　蠟ろうによる封ふう緘かんに魔術をかけたドレスドゥドは、認したためた手紙を助手に差し出した。

「わたしに万一のことがあれば、おまえはそれを持ってライオネルの街まで走り、コルネリアゥスに手渡せ」

　可愛らしい少女の見み目め形かたちをした魔術人形は、かくりと小首を傾かしげた。

「どうイう意味デスか？」

「もしも万が一に備そなえて、という意味だ」

「もしも万が一というノはドウいう事態ですカ？」

「さてな。最悪の場合、わたしが死ぬという可能性もあるが」

　主人の言葉にそれほど衝撃を受けた様子もなく、レオンハゥトが訊き返す。

「先生が死ねばわたシは動けナクなりまス。そもそモわたし単独でライオネルの街マデ走るのは難しイと思いますガ」

「大丈夫だ。そのくらいのことはできる。おまえの主人を誰だと思っている。希き代たいの人形遣いドレスドゥド様だぞ」

「そうデスか。先生が可能とイウなら可能なのデしょう」

「向こうで魔力切れになるかもしれないけどな。その場合、おまえに対する魔力充塡法も書いておいたから、コルネリアゥスが魔力を注入してくれるだろう」

（してくれない可能性もあるんだがな）

　魔術人形はまたもカクリと首を傾げた。

「ですガ、そノ場合」

「ああ、その場合は、以降、コルネリアゥスのために動けばいい」

「それデいいのデスか？」

「おまえはな、レオンハゥト、わたしの最高傑けつ作さくなんだ。おまえを埋もれさせてしまうのは如い何かにも惜しい。たとえわたしがいなくなっても、おまえには遺のこってほしいんだよ。それがわたしの願いであり、おまえの新たな存在理由だ。だからもしコルネリアゥスがおまえを使うと言うなら、使われろ。わたしが無事なら、いずれ引き取りに行く」

「承知しマしタ」

「さて、わたしは自分の身の処し方を決めなくてはならないな。どうしたものか」

　椅子の背もたれに背を預けたドレスドゥドが、眉を寄せ天井を睨にらみつけたその直後。

　彼女が仕掛けてあった侵入者撃退用の魔術が庭で炸さく裂れつした。

　跳ねるように立ち上がると、ドレスドゥドは険しい表情で顔を巡らせ、壁の向こう、庭のあるほうを睨みつけた。

「もう来たか！　となると、ティターニアを探ったあの魔術を察知されたことになる。どうして気づかれた？　それにしてもずいぶんとお早いお着きだな。いったい誰を……まさかカオルゥか!?」

　その可能性に思い至ったドレスドゥドは低く唸うなった。

（あいつ、何かの任務でライオネルの街を離れていたんじゃなかったか!?　わたしを謀たばかった？　いや、そんなことを考えている場合じゃない）

「レオンハゥト！」

「はイ、先生。侵入者を排除しマスか？」

「いや。もしも万が一のときが来た。おまえはコルネリアゥスの下もとへ走れ」

「ですガ先生ハ」

「心配するな。逃げるだけならなんとでもなる」

　ドレスドゥドは表情を緩め、ぽん、とレオンハゥトの頭に手を載せた。

「手紙、頼んだぞ」

　魔術人形を見つめる彼女は、遠い旅に出る子供を見送る母のように慈じ愛あいに溢れた眼まな差ざしをしていた。

「頼まレましタ」

「よし、行け！」

　レオンハゥトが身を翻すのと同時に、またも仕掛けてあった魔術が炸裂した。
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　明かり取りの小さな窓からレオンハゥトが抜け出したのを見送ると、ドレスドゥドは屋敷内を走った。

（カオルゥ一人ではないな。何人いる？）

　すでに屋敷のどこかで火の手が上がっているようだ。

　雇っている使用人の悲鳴や怒ど号ごうが聞こえてくるが、ドレスドゥドはかまわずに走り、物置部屋に飛び込んだ。

　床板の一枚を外すと、地下へ下りる縦穴と梯はし子ごが現れた。

　ドレスドゥドは躊ちゆう躇ちよせず梯子に足を載せ、闇に包まれた縦穴の底を目指して降下していった。

　穴の底に降り立つと魔術で右の人差し指の指先に火を点ともし、その仄ほの明あかりを頼りに、ドレスドゥドは足早に横穴を進んでいく。

　暗がりの中、意外なほど長い横穴を進んだ先が行き止まりになっていて、そこに縦穴があった。

　取り付けてある梯子を登り、ドレスドゥドは穴の蓋ふたを少しだけ持ち上げた。

　僅わずかな隙間から外の様子を窺い、周囲に異状がないことを確認したドレスドゥドは、そっと蓋を開け、音もなく地上に抜け出た。

　そこは屋敷の裏手にある森の中で、背後の梢こずえ越しに、赤い炎が夜空を焦こがしているのが見えた。

（ちっ。あの蔵書を揃えるのにどれだけの手間と金がかかったと思ってるんだ！）

　ドレスドゥドは使用人の安否よりも先に燃えてしまったであろう貴重な蔵書の数々を脳裏に浮かべ、無念の思いに唇を嚙かむ。

　が、すぐに意識を現実に切り替えた。

（早くここを離れないと。密かに借りている別宅へ向かうか）

　ドレスドゥドには第三者名義で借りている家がある。

　そちらは夜姫や六ろく姫き士しにも知られていないはずなので、とりあえずそこへ身を隠し、街を出る準備をしようと一歩を踏み出した、そのとき。

　闇の中から黒々とした影が二つ飛び出してきた。

　影は一直線にドレスドゥドに向かって駆け寄ってくる。

（嗅かぎつけられていたか！）

　ドレスドゥドは魔力を両手に集め、短い呪文を唱えた。

「切り、裂け、貫ぬけ！」

　突進してくる二つの影に向かって、鋭く尖った細長い空気の刃が飛んだ。

　影の一つには躱かわされたが、別の一つに命中した。

　空気の刃に貫かれた影は、悲鳴も上げずにその場へ昏こん倒とうした。

　その間に、攻撃を躱した影が接近してきた。

　相手が手にした剣を振るう。

（剣ではない。刀か。やはりカオルゥの手の者！）

　ドレスドゥドは相手の刃を空気の盾で弾き、地を転がって間合いを取り直す。

　その直後。

　背後から別の刃が襲ってきた。

（こっちが本命かっ！）

　ドレスドゥドはなんとか身を捻ひねって急所を刺されるのを避け、入れ替わる刹せつ那なに火球をぶつけた。

　火球は躱され。

　脇わき腹ばらに灼熱の痛みが走り。

　血が噴き出るのがわかった。

　地面に転がったドレスドゥドの脇腹を押さえた左手が血で赤く濡れている。

（これでは……逃げ切れないな）

　脱出を諦めたドレスドゥドは、上体を起こし、自分に手傷を負わせた影に向かって声をかけた。

「カオルゥだな」

　影はどこまでも冷たい声で応えてきた。

「庭の仕掛け魔術で一人。先生の反撃で一人。配下を二人も失いました。割に合わない仕事です」

「誰に頼まれた!?　夜姫か！」

「それはどうでもいいことです」

　カオルゥが一歩、踏み出した。

「おまえ、夜姫の正体を知っているのか!?」

　カオルゥの足が止まった。

「知っていて、奴の命令を聞くのか！」

　カオルゥからの返事はない。

　彼女は彫ちよう像ぞうのように固まったままだ。

　背後に回ったカオルゥの配下も闇の中で動きを止めている。

「聞け！　夜姫の正体を！　あいつは」













　その刹那、カオルゥが疾はしった。

　夜の闇の中、森の向こうで燃える屋敷の炎を受けてカオルゥが振るった刀が赤く紅く煌きらめき、そして。

　ドレスドゥドの首が宙高く舞った。

　胴から離れた首が如何にしてその言葉を発したのか、カオルゥにはわからない。

　しかし。

　医士の最期の言葉はたしかにカオルゥの耳に届いた。

　大量の血を噴出して、ドレスドゥドの胴体が地に倒れ伏す。

　倒れた胴と転がった首を見やり、カオルゥは泣きそうな顔で呟く。

「これは割に合わない仕事です」

「カ……カオルゥ様、今のはいったい!?」

　カオルゥは慄おののく声で問うてきた配下を昏くらい顔で見やった。

「そろそろ潮時かもしれないでありますね」

　夏の向日葵ひまわりのように輝く大好きだったバイオレッタの眩まぶしい笑顔を思い出そうとしたカオルゥだが、なぜか上手く思い出せなかった。
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　ライオネルの街で、アイオリスとスナイデルッラは、カオルゥの配下から任務遂行の報告を受けた。

「そうか。ご苦労だった。夜姫様が現れたら、わたしからご報告をしておく。夜姫様も安心されるだろう」

　一通りの報告を聞いた後、アイオリスが労ねぎらいの言葉をかけると、カオルゥ配下のシノビは黙って頭を下げた。

「で。カオルゥはどうした？」

「後始末のために現地に残っております」

「そうか。そうだな」

　とアイオリスは頷いた。

（ドレスドゥド医士の屋敷が燃え、使用人が焼死したとなれば。そして医士が行方不明となれば街の警備隊が動くだろう。何か手がかりを摑つかまれたら不味いからな。さすがにカオルゥ、抜かりがない）

「わたしも、すぐに現地に戻り、カオルゥ様のお手伝いをいたします」

「では、向こうが片付き次第、こちらに顔を出すようにとカオルゥに伝えてくれ」

「承知いたしました」

　低頭した配下が部屋を退出しようとすると、スナイデルッラが呼び止めた。

「一つ確認したいことがあるのだが」

「なんでしょうか、スナイデルッラ様」

「ドレスドゥド医士には一体の魔術人形が付き従っていたはずだが、それも始末したのだろうか？」

　聞かれた配下は、はて、と小首を傾げた。

「魔術人形は見ておりません」

　スナイデルッラの眉がぴくりと動いた。

「見ていない？」

「はい。少なくとも抜け穴から出てきたのは医士一人でありました」

「そう……か」

　なんとなく納得できない顔でスナイデルッラが曖あい昧まいに頷くと、アイオリスが、

「何か問題があるか？」

　と訊いてきた。

「いや、問題というか……屋敷が襲われ脱出するという緊急時に、ご自慢の魔術人形を連れていないのはどうしてかなと思ったのだが」

「自律型の魔術人形だったのだろう？　つねに医士の側に控えているとは限らないのではないか？　襲われたときに近くにいなかったため、一人で脱出路に飛び込んだ……のではいけないのか？」

「いや、いけなくはない。魔術人形は、ドレスドゥド医士が死んだため魔力切れを起こして、屋敷もろとも燃えてしまった……たぶんそういうことなのだろうな」

　顔を上げたスナイデルッラは、カオルゥの配下に向かって、

「引き留めて済まなかった」

　と手を挙げた。

　カオルゥから遣わされたシノビは、もう一度、二人に頭を下げると、ひっそりとアイオリスの執務室から退出していった。

　二人だけになり、アイオリスとスナイデルッラは互いに顔を見合わせた。

「まさかコルネの屋敷の書庫を調べるとはな。やはりドレスドゥド医士が何かを摑んでいたのは確実だった」

「そしてコルネの屋敷を辞し、急いで自宅に戻ったとなると、死魂召喚の謎なぞに迫る具体的な手がかりを摑んだのに違いない」

　スナイデルッラがそう言うと、アイオリスは、間違いないな、と頷いた。

「放っておいたら、秘密が漏れていただろう。だから……今回のことはやむを得なかったのだ」

　アイオリスのその言葉は、スナイデルッラに向けて放たれたというより、自らを納得させるために放たれたように思えた。

　スナイデルッラは無表情で、そうだな、と応じると、

「カオルゥが戻っていてくれて助かった」

　と呟くように言った。

「しかし。コルネの屋敷の蔵書を漁あさるとは想定外だった。そこで何か見つけたとすると、今後はコルネにもいっそう注意したほうがいいぞ、アリス」

「うむ……。だが、ルッラ、コルネも何かに気づいていると思うか？」

「さすがにそれはないだろうな。気づいているのなら、逆にドレスドゥド医士に書庫を見せたりはしないと思う」

「なるほど」

　と頷いたアイオリスだが、しかし、と言って難しい顔になる。

「コルネに限らず、夜姫様と死魂召喚の秘密に勘かんづく者がこれ以上現れては困る。絶対に困る。夜姫様の身辺には、これまで以上に気を配ったほうがいいだろうな」

　二人は目に妖しい光を湛たたえて頷き合った。
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　その日の夕刻──。




　定例の軍議が始まる前に、アイオリスとスナイデルッラは、カオルゥに託した任務が無事に完かん遂すいされたことを夜姫に報告した。

「そうか。ドレスドゥド医士がどこまで摑んでいたのかはわからないが、これで秘密が漏れる不安はなくなったな」

　夜姫は穏やかな顔でそう応えた。

「最悪の場合はドレスドゥド医士を暗こ殺ろすことも辞さず」

　と言った夜姫だが、その最悪の事態になったにも拘かかわらず、興奮も後悔もしていないように見える。

　それを頼もしく思うと同時に、少し恐ろしくも感じるアイオリスだった。

「当面の危機は避けられたな。しかし、自分の屋敷の蔵書を調べた直後にドレスドゥド医士の屋敷が燃え、本人が行方不明になったとなれば、今度はコルネリアゥスが怪しむかもしれない。当面、彼女からも目を離さないように」

　夜姫にそう言われ、アイオリスは暗あん澹たんとした顔で頷いた。

「……承知いたしました」

「では、評ひよう定じようの間まに行こう。決戦のときが近づいている」

　立ち上がった夜姫は、颯さつ爽そうと歩き出した。

　顔も体型も背の高さも違うが、その歩みはバイオレッタのそれと同じだった。

　その瞳に燃える決意はバイオレッタのそれと同じだった。

　夜姫は敢かん然ぜんと顔を上げ、前を、未来を見て歩いている。

　二人は、そんな夜姫の歩みを心強く思いながら、彼女に従って評定の間へと急いだ。
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「いよいよ決戦のときが迫ってきた」

　アイオリス、スナイデルッラ、コルネリアゥス、センレリゥム、赤騎士、黒騎士、そして主立った部隊長や街の執務官たちを前に、立ち上がった夜姫は熱弁を奮った。

「サンドリヨンスやカオルゥの働きのおかげで敵の動きもおおよそのところは摑めた。バイデリュンヘン軍は密かにシュバーヘンの街に部隊を入れ、グライルゼフトの街と、ここ、ライオネルの街の両方を睨にらむ態勢を取ろうとしている。近いうちに主力もやって来るだろう」

　出席者の顔を見回した夜姫は、センレリゥムが首を捻ったのに気づいて、つまり、と補足説明をしてやる。

「吾らがグライルゼフト攻略に全軍を投入すれば、空になったライオネルの街を奪い返してしまおうと考えているわけだ」

　センレリゥムが、ああ、そうか、と呟いた。

「では、我らはどのような策を？　あくまでグライルゼフト攻略を狙うのですかな？」

　と赤騎士が訊くと、夜姫は、うむ、と頷いた。

「本線はそれだな」

「ですが、夜姫様」

「なんだ、アイオリス」

「全軍を投入してしまいますと、ライオネルが空になります。かといって、ここに一定以上の守備兵力を残せば、グライルゼフトを攻めるための兵力が不足します」

「ここには一定以上の兵力を残す」

「しかし、それですとグライルゼフトを陥おとすのはかなり難しいかと」

「あちらは陥とさなくてもいいんだ」

　夜姫は澄ました顔でそう応えた。

　この辺りは、夜姫とアイオリス、スナイデルッラの三者で決めておいたやり取りで、いわば出来試合だ。

　二人のやりとりを聞いていた出席者の顔に怪け訝げんの色が浮かぶのを見て、夜姫は内心でほくそ笑んだ。

　家臣たちの予想もしないことを考え、平然と実行に移し、そして成功させる。

　それこそが夜姫がバイオレッタであることの証あかしとなるのだから。

　夜姫の登場以来、それを何度も家臣たちに見せつけてきた。

　その総決算が、バイデリュンヘン軍と雌し雄ゆうを決することになる次の大おお戦いくさだ。

　それに勝利して、夜姫の名前を国内外に轟とどろかせる。

　夜姫がバイオレッタであることを国内外に知らしめる。

　それが叶えば、エルゲン王国の完全復興は成ったも同然だろう。

　そして夜姫は新たな女王として新生エルゲン王国に君くん臨りんする。

　バイオレッタ本人ではないが、バイオレッタとしての夜姫が女王位に即つけば、バイオレッタが即位したも同然ではないか。

　そのときの場面を想像すると、夜姫の胸は自然と熱くなった。

（そのためには、この戦、なんとしても勝たなくては。どんな犠ぎ牲せいを払っても勝たなくては。吾の願いの障害となるものは、すべて排除しなくては）

　燃える決意を胸に秘め、夜姫は力強い光を双そう眸ぼうに湛たたえて一同を見回した。

「相手の出方次第になるが、最速の場合、明あ日す、明後日あさつてにも出撃することになる。準備は万端、調ととのえておくように」

「おお！」

「持てる力のすべてを投入してリーザとの決着をつけよう！　必ずバイデリュンヘン軍に勝利し、祖国の完全復興を成し遂げよう！」

「おおお！」
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　二日後──。




　バイデリュンヘン軍の五千がシュバーヘンの街郊外に進出してきて、そこに陣を敷いたとの報告が入った。

　それを聞いて、夜姫は主力四千の出撃を決断した。

　復興軍主力が目指すのはグライルゼフトの街。

　バイデリュンヘン軍五千は、その動きに呼応してグライルゼフト救援に赴おもむくはずだ。

　しかし、シュバーヘンの街には、主力の五千以外に、密かに送り込まれた部隊が二千五百から三千ほどいることを復興軍は把握している。

　そちらは、空からになったライオネルの街を攻めるための部隊と見て間違いない。

　そこで夜姫は、ライオネルの街に千五百の守備部隊を残すことにし、その指揮をコルネリアゥスに任せた。

　コルネリアゥスは基本的に政治家であり外交官であるが、部隊指揮官としても優れた手しゆ腕わんを発揮するので、夜姫やアイオリスたちは留守を識しき姫き士しに任せることに、それほど不安を抱いていない。

　敵の兵力が三千やそこらなら、千五百の兵がいれば街は守れる。

　仮に敵の主力までもがライオネルの街に迫れば、グライルゼフトへ向かった復興軍の主力は途中で引き返し、ライオネル攻撃に向かうバイデリュンヘン軍の背後を襲う手筈になっている。

　それでライオネルの街が陥とされる虞おそれはなくなるが、夜姫は敵が本気でライオネルを攻撃してくるとは考えていなかった。

　今回の決戦に向けてバイデリュンヘン軍が動員した兵力は一万を超えるという。

　主力部隊が五千。

　シュバーヘンの街に密かに配された部隊が二千五百から三千。

　旧王都にも千や二千の守備兵を残すだろう。

　合計すると、最大で一万。

　最少だと八千五百ほど。

　まだどこかに二千前後の部隊がいることになる。

　その隠された兵力こそが敵の真の狙いだと夜姫は看かん破ぱした。

「おそらく敵の隠密部隊の目標はゲーリンゲンの街。リーザはそこにいるな」

　夜姫は敵の隠密部隊を捕ほ捉そくし打ち破るため、二千を用意した。

　こちらも密かに集めた隠密部隊だ。

「互いの主力ではなく、互いの隠密部隊こそが勝敗を左右する最大の要因となる」

　と断言した夜姫は、隠密部隊を率いて一足早くライオネルの街を離れていた。

　夜姫には副官としてスナイデルッラとセンレリゥムが付き従っている。

　隠密部隊の二千は、夜間にも拘かかわらず、山やま間あいの間道を使って南下を開始していた。




「よし、我らも出るぞ」

　夜が明けると、アイオリスが出撃命令を下した。

　遠征軍主力を率いるのは夜姫だが、それは名目上に過ぎない。

　実質的には、副将であるアイオリスが主力の四千を率いている。

　何しろ夜姫は主力部隊にはいないのだから。

　こちらには副将補佐としてサンドリヨンスと赤騎士がついている。

　主力の四千は早朝にライオネル郊外の宿営地を畳たたみ、日が高く昇った後、堂々と出撃していった。

　ライオネルの街を預かることになったコルネリアゥスは、夜姫率いる別働隊ではなく、敢えて主力の出撃を見送った。

　バイデリュンヘン軍に通じている者の目を意識してのことだ。

　夜姫が率いる別働隊二千の存在を敵に知られてはならない。

　その存在を秘しておけるか否かが作戦の成否を左右するというのが、夜姫とコルネリアゥスの一致した見解だったから、当然の行動ではあった。




「では、コルネ、行ってくる」

「言うまでもないが、気をつけて、アリス」

「わかっているよ。だが、本当に気をつけなくてはならないのは」

　アイオリスはそこで言葉を切った。

　別働隊を率いている夜姫様のほうだ、と彼女は言いたかったのだが、周囲にいる将兵たちの耳を気にして、いちばん言いたい部分を敢あえて言わなかった。

　夜姫が率いる別働隊二千のことは、ごく一部の幹部以外には教えていない。

　隠密部隊に属する兵たち自身ですら、自分たちが向かう目的地も、作戦目標も知らされていなかった。

　アイオリスとコルネリアゥスは互いの視線を絡め、頷き合った。

　二人とも、この一戦に復興戦争のすべてが懸かっていると言っても過言ではないのをよく知っている。

　作戦が成功し、バイデリュンヘン軍に勝利できれば、バイオレッタ王女の悲願は達成され、その遺い志しは成じよう就じゆする。

　それは同時に、夜姫という存在が成功した証あかしでもある。

（できれば夜姫様のお側にいたかったが）

　と思うアイオリスだが、さすがにそれは無理な相談だ。

　六姫士筆ひつ頭とうのアイオリスが主力部隊にいなければ、兵たちが不思議に思うだろう。

　そうなれば間者の耳に入るかもしれず、他にも部隊がいるのではないかということを疑われかねない。

　夜姫がいないことも知られてはならないが、こちらに関しては、アイオリスも夜姫もそれほど心配していない。

　何故なら、昼間は夜姫がいなくて当然だからだ。

　そこで今回は、敢えて昼間も行軍を行うことにしてある。

　将兵には、四千という部隊が夜間行軍には適なさい大軍だから、という理由を提示してある。

　たしかに四千もの大部隊を夜に移動させるのは、たとえ地元の兵が多くても並大抵のことではないから、兵もそれほど不審には思わない。

　昼間の移動であれば、アイオリスが指揮を執とるのはいつものことで、兵も敵の間者も不審を抱かない。




　こうして夜姫が指揮する別働隊に遅れること半日、実質的な指揮官アイオリスに率いられ、復興軍主力もライオネルの街を離れていった。
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「殿でん下か、部隊の出撃準備、整いましてございます」

　副官ランツファルトがリーザの下へ顔を出し、報告を上げた。

　白しろ銀がねの鎧兜に身を包んだ馬上のリーザが、よし、と頷いた。

「では、出るとしよう。吾が部隊の機き動どうは反乱軍に察知されてはならぬ。バルバリゥスを出た後、予定どおり西へと向かい、大きく迂う回かいしてゲーリンゲンの街を目指す」

「は」

　エルゲン王国占領軍最高司令官リーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンに率いられた別働隊三千は、鬨ときの声を上げることなく、喚かん声せいを上げることもなく、静かに密かに山中の移動を開始した。




　ゲーリンゲンの街こそ、反乱軍の生命線。

　その生命線を断ち、白銀の鉱山を孤立させるのがリーザ率いる別働隊の作戦目標だ。

　白銀の鉱山を孤立させ、在処ありかを探り、最終的に接収する。

　そうなれば反乱軍は抱える将兵に支払う俸ほう給きゆうに事欠き、兵ひよう糧ろうの調達にも苦しむことになるのは確実。

　一見、間ま遠どおいように思えるが、そうして反乱軍を干ひ上あがらせることこそが戦争に勝利するための最良の方法だとリーザは考えたのである。

　急がば回れと言うではないか、というのがリーザの主張だった。

　上がってくる報告に拠よれば、案の定、ゲーリンゲンの街は空っぽ同然だという。

　それを確認したリーザは、バルバリゥス南西の山中に密かに別働隊三千を集結させていたのである。




　そして今、別働隊はゲーリンゲンの街を目指して南下を開始した。

　この時点では、夜姫がこの別働隊の機動を予測していることにリーザはまだ気づいていない。

　ここまでの読み合いでは夜姫のほうが一枚上うわ手て……という状況になっているが、果たして結果はどうなるだろうか。

　エルゲン王国を巡る決戦の幕は上がった。

　決戦が数日後になるか、あるいは一いち旬じゆん日じつ後になるかはわからない。

　しかし決戦に決着がついたとき、戦争の行方も定まっていることだろう。

　果たして運命の女神が投じた賽さいの目は、なんなのだろうか。

　勝者と敗者を分かち、生者と死者を分かつ女神の賽の目は誰に微笑むのだろうか。





　今日も天てん空くうの箱庭で黙々と賽さいを振っていた運命の女神フェイタルは、ふと賽を振る手を止めた。

　箱庭に建つ四阿あずまやの床に転がっている数多あまたの賽に視線を向けたフェイタルは、可愛らしい仕草で小首を傾かしげる。

　多角形の賽が幾つも、無数にある角の一つを下にして奇妙な釣つり合いで止まっていたのである。




「また転がる途中で止まっているじゃない。しかも、同時に何個も。このあいだから、こんなふうに止まる賽が、やけに目につくようになったわね」




　輝く緑の髪を二つに束ねた少女の姿をした女神は不思議そうな顔で呟いた。




「運命がどちらに転ぶか迷っている者が、それほどいるというの？　まさに今、運命の分ぶん岐き点てんに立たされている人間が何人もいるというの？　たまに、ならともかく、こんなふうに立て続けに、こんなふうに同時にというのが……珍しいわね」




　奇妙で危うい釣り合いを保ったままで止まっている数個の賽を見つめ、フェイタルは考え込む。




「さて、この中途半端に止まった賽を、どうしよう」




　このままでは出で目めがわからない。

　出目がわからないということは、その人間の運命がわからないということだ。

　運命の女神としては、それでは困る。

　振り直そうかと思ったフェイタルだが、手を伸ばしかけたところで気が変わった。




「これはこれでいいか。いずれ釣り合いが崩れて転がるだろうし、それを待っていれば。一度振った賽が出目を示す前に振り直しちゃったら不味いものね」




　女神は危うい均きん衡こうで止まっている賽に触れないようにと慎重に賽の山に手を伸ばし。

　いつものように両手でそれらの一部を掬すくい上げると。

　いつもと同じように賽を振る。




　果たして明あ日すはどの賽がどんな目を出すのだろうか。

　果たして明日は誰の人生がどんなふうに変えられるのだろうか。

　あるいは変わらないのだろうか。

　幸運に恵めぐまれて笑うのだろうか。

　不運に見舞われて泣くのだろうか。

　凶事に襲われて叫ぶのだろうか。

　今日と変わらぬささやかな幸せに感謝するのだろうか。




　それは誰にもわからない。

　賽を振る女神自身にもわからない。




　女神は賽を振り続け、やがて黄たそ昏がれ時どきが訪れた。




「結局、止まったままの賽は転がらなかったわね。でも、ま、明日には転がるでしょう。明日転がらなくても、明後日あさつてか明々後日しあさつてには」




　運命の女神はゆっくりと立ち上がり、天空の箱庭をあとにした。

　無人になった箱庭を、一陣の風が吹き抜けていく。




　ことり、ことり、ことり。




　小さな連続音がして、奇妙で危うい均衡のまま止まっていた賽が次々に転がり始め、そして次々に止まった。

　今度こそ、はっきりと出目がわかる。

　果たしてそれは、誰の人生を左右する出目なのだろうか。

　果たしてそこに、どんな運命が決定づけられたのだろうか。




　箱庭にはまだ一つだけ、危うい均衡を保ったまま角を下にして立っている賽がある。

　どちらに転がるかわからないその賽は、どんな出目が現れるかわからないその賽は、誰かの運命を決めかねているかのようだった。

　果たしてこの賽は、いつ転がるのだろう。




　虎落もがり笛ぶえにも似たもの悲しい音を発して、一陣の風が天空の箱庭を吹き抜けていった。
















　味方の出撃を見送ったコルネリアゥスは、溜まっている仕事を少しでもこなすために自分の執務室へと戻ってきた。

「ご苦労様でございます、コルネリアゥス様」

　廊下に立つ二人の衛兵は直立不動の姿勢で敬礼を寄よ越こした。

「ご苦労様です」

　コルネリアゥスはにこやかな顔で衛兵に挨あい拶さつを返すと、執務室の扉の取っ手に右手を伸ばす。

（さて、夜よる姫ひめ様の読みが当たるといいのですけれど。当たって、その上なおかつリーザを討ち取れるといいのですけれど）

　そのことを願いつつも、机に山積みになった書類を思い起こしたコルネリアゥスは、小さくため息を吐ついて扉を開けた。

　その直後。

　彼女は足を止めて息を呑のむ。

　今日は朝から、コルネリアゥスを補佐する官かん僚りようが数名、彼女の執務室に詰めていたが、その者たちが全員、椅子に座ったまま上体を机の上に投げ出しているではないか。

　室内には微かに魔力が感じられる。

　スナイデルッラやドレスドゥドほど強力な魔力を持ち合わせていないから、コルネリアゥスが魔術士を名乗ることはないが、多少の魔術なら使えるし、他人の魔力を感じ取ることだってできる。

（何が起きているの？）

　扉の手前に立ったまま、コルネリアゥスは全神経を室内へ向けて中の様子を窺うかがった。

　最初は何者かの襲撃を受けたのかと思ったが、どうやら全員、気を失っているだけのようだし、室内に感じられる魔力も微び々びたるものだ。

（誰かが襲撃してきたというセンはないようね。では、これはどういう事態なの？）

「どうかされましたか、コルネリアゥス様？」

　廊下に立っている衛兵が、いつまでも部屋に入ろうとしないコルネリアゥスを不審に思って声をかけてきた。

　どうするべきか、瞬時迷ったコルネリアゥスだが、すぐに決断した。

「ああ、ちょっと軽い目眩めまいがして。どうも疲労が溜まっているようですね」

　自分を見ている衛兵に軽く笑いかけると、コルネリアゥスは意を決して部屋に足を踏み入れた。

　後ろ手で静かに扉を閉め、改めて室内を見回す。

　どこにも害意は感じられない。

　誰かが潜んでいる気配もない。

　けれど、相変わらず微かな魔力は感じ取れる。

　が、それも先ほどから弱まっているように思えた。

「コルネ……リ……アゥス」

　自分を呼ぶ弱々しい声が聞こえ、コルネリアゥスは、ぎょっとして足を止める。

「コルネリアゥス……様」

　声は自分の執務机の下から聞こえている。

　慎しん重ちように歩を進めたコルネリアゥスは、そっと椅い子すを引き、机の下を覗のぞき込み、そして息を呑んだ。

　そこにいたのはドレスドゥドの魔術人形、レオンハゥトだった。

　服のあちこちが焦げたり破れたりしている。

　顔も腕も足も泥で汚れ、いつもの華か麗れいな印象が消え失せているではないか。

　立ち上がる力すらないようで、机の脚に背中を預けたまま、半はん眼がんでコルネリアゥスを見上げてきた。

「ここの者を気絶させたのはあなたなのね。でも、どうしたというの？　もう息も絶たえ絶だえという感じだけど。魔術人形のあなたが息も絶え絶えという比ひ喩ゆは正しくないかもしれないですが」

「もうジキわたしハ……魔力切れで動けナク……なりまス。その前……にコレを」

　レオンハゥトは最後の魔力を振り絞り、ぎくしゃくとした動きで服を破ると、中に隠してあった封ふう筒とうを取り出した。

「これヲお読みくださイ。先生から頼まレタ託ことづけでス」

「どういうこと？　ドレスドゥド先生は来ていないの？」

「先生ハ……」

　レオンハゥトは瞑めい目もくした。

　それは主人を思ってのことなのか、それとも単に魔力が切れかかっているせいなのか、コルネリアゥスには判断がつかなかった。

「おそラく……死にまシた」

「なっ!?」

　またもや大きく息を呑んだコルネリアゥスは、思わずしゃがみ込んで、机の下に頭を突っ込んだ。

「どういうことなの!?　ちゃんと説明して、レオンハゥト！」

「わたシには説明するだけノ余力が残ってイマせん、どうかこレを」

　小刻みに震える腕で差し出す手紙を、コルネリアゥスはそっと受け取った。

「こレで先生の指示を全まつとうスルことが……デキました。あとのことハそれを読んだコルネリアゥス様がお決めクダ……さ……イ」

　それだけを言うと、レオンハゥトは動かなくなった。

　机の下から頭を抜いたコルネリアゥスは、ゆっくりと立ち上がる。

　立ち上がって、手元の手紙に目を落とす。

「いったい何が起きているの？」

　呆然と手紙を見つめていたコルネリアゥスは、やがてのろのろと手を動かし、それを机の上に置いた。

「これを読まないわけにはいかないようね」

　コルネリアゥスは、魔術による封ふう緘かんを慎重に解除した。

　それから小刀で封を切る。

　中から一枚の便びん箋せんともう一通の封筒が出てきた。

　コルネリアゥスは便箋に視線を据える。

　そこにはこう記しるしてあった。




「君が真実を知りたくないのなら、いますぐこの手紙を焼き捨てたまえ。真実を知りたいと思う場合のみ、先を読んでくれ。なお、内封筒を開けると、ざっと十じゆう分ぶん時じで焼失するように魔術を施ほどこしてある。それに留意して読んでくれ」




　コルネリアゥスは小さなため息を吐つく。

「ここで、はい止やめましたと言えるわけがないわね」

　コルネリアゥスは中に入っていた一回り小さな封筒を手に取った。

　そちらも魔術で封緘がしてある。

　先ほどよりも複雑な魔術だ。

「わたくしに開けられるかしら」

　と呟いて、コルネリアゥスは解かい呪じゆの作業にかかる。

　少し手間取ったが、コルネリアゥスは無事に開封することができた。

　十分時はおよそ六分ほどだ。

　あまり時間に余裕はない。

　コルネリアゥスは急いで封筒から便箋を取り出し、読み進んだ。

　読み進むうちに、コルネリアゥスの顔から表情が消えた。

　コルネリアゥスの瞳から光が消えた。

　コルネリアゥスの体から熱が消えた。

「そんな……そんなことが……」

　便箋には、夜姫が何者なのかというドレスドゥドの推すい測そくが、その根こん拠きよと共に書き連ねてあった。

　コルネリアゥスは呆然と立ち尽くしていた。

　やがて十分時が経過し、いきなり便箋が燃え上がった。

「あっっ」

　コルネリアゥスは思わず便箋を取り落とす。

　便箋は机の上に落ち、青い炎を上げて燃え、すぐに消滅した。

　指先に感じた熱さがコルネリアゥスの意識を覚ました。

「……なるほど。言われてみれば、という話ね。それですべて辻つじ褄つまが合います」

　机の上で灰も残さず手紙が燃え尽きたところが、少し焦げたように変色していた。

　コルネリアゥスはそこを睨にらんだまま固まった。

　そうしてどれほどの時間が経っただろうか。

　コルネリアゥスは机の下からレオンハゥトを引っ張り出して机の上に横たえた。

　人形にしては重いが、同じ体格の子供よりはずっと軽い。

　識姫士は手紙に書いてあった方法を脳裏に思い描き、魔術人形に魔力を込める作業を開始した。

　ほどなくして、レオンハゥトはうっすらと目を開けた。

「コルネリアゥス……様？」













「上う手まくいったようね」

「魔力を注入シテくださったノですネ」

「ドレスドゥド先生に比べたら微々たる魔力で申し訳ありませんけれど」

　と言ってから、コルネリアゥスは腰を折り、レオンハゥトに顔を近づけた。

「もしもあなたのご主人、ドレスドゥド先生が亡くなっていた場合は」

　光をなくしていたコルネリアゥスの瞳に、新たな光が灯った。

「わたくしに仕えてくれるのかしら？」

「はイ、コルネリアゥス様。それガ先生の意志であり遺志でありますカラ」

「そう。では、一緒にやりましょう。あなたの主人の仇あだを討ちましょう。そして、この茶番に終しゆう止し符ふを打たなくては」

　ゆっくりと上体を起こしたレオンハゥトは、コルネリアゥスの目を見据えて静かに、けれど力強く応えた。

「はイ、ご主人様。なんデもお言いツケくださイ」

「当面、あなたがわたくしの下もとにいるということは秘ひ中ちゆうの秘です。いいですね」

「承知しテいまス」

（レオンハゥトはわたくしの住居に匿かくまっておけばいいでしょう。それよりも。どうやって茶番に終止符を打つかというのが難しいわね。証拠は何もない。ただ言い立てるだけでは誰も認めないでしょう。それに。もし証拠を摑んだとしても、今それを突きつければ復ふつ興こう軍ぐんが瓦解してしまいます。となれば、当面は夜姫を指導者として戴いたまま祖国復興の戦いを続けるしか？　そして、祖国復興が成ったら機を見て……）

　自分の前に横たわる難題をどう乗り越えればいいのかを、コルネリアゥスは必死で考え始めた。








つづく










　あとがき




　初めまして……の方は少ないですか。

　お久しぶりです、舞まい阪さかです。

　でも、一月に「ロムニア帝てい国こく興こう亡ぼう記きⅡ」か「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国Ⅴ」を、あるいは先月に「ものぐさ寝ね猫ねこの怠惰な探たん偵てい帖ちよう」を買ってくださった方は久しぶりじゃないですね。

　そちらの方には、いつもありがとうございます、と挨あい拶さつしておいて。




　さて、この三巻ですが。

　拠よん所どころない事情で、以前に想定していたシリーズ構成を変えざるを得ませんでした。

　夜姫の秘密とか死し魂こん召しよう喚かんの謎などは、本当ならこの三巻で明かす予定だったのですが、夜姫とリーザの激突の行方やエルゲン王国とバイデリュンヘン大公国の戦争の行方などと共に四巻でケリをつけることとなりました。

　なぜか、というのは大人の事情でここでは書けないのですが……お察しください。

　その分、ヒントは多くなりましたので、もう解答はおわかりですよね？




　それはさておき。

　このあいだの大雪で関東甲信地方は大変なことになっていましたね。

　甲こう府ふで積せき雪せつ一メートル超とか、たしかに並大抵のことではありません。

　が。

　高速道路とか国道とか、雪で動けなくなった車（おそらくノーマルタイヤのまま）の立ち往おう生じようのせいで大渋滞だなんて、迂う闊かつすぎる。

　雪国ではみんなスタッドレス履いてるから、大雪になっても立ち往生することなんてそうそうありませんよ。

　まぁ除雪車の数は雪国ほど揃そろっていないでしょうから除雪が遅れるのは仕方がないとしても、高速道路辺りは、まずチェーン規制をかけるべきなのでは。

　関東甲信越でも、関かん越えつトンネルの出入り口など、冬季はすべての車のタイヤを目視でチェックしてますよ。

　ノーマルタイヤの車を閉め出すだけで、立ち往生→大渋滞→二日も三日もストップ、などという最悪の事態は避けられるはずで、これもふだんからの危機管理の低さが露ろ呈ていした場面でしたね。

　もっとも、何十年に一度の異常気象に備えて常日頃から手て間ま暇ひま資金を投入するのか、その分は節約して異常気象がもたらす災厄に甘んじるのか、という選択には議論の余地があるかもしれませんが。

　じっさい、滅多に雪の積もらない関東平野に何十台もの除雪車をつねに待機させておくなんてことは経費の無駄遣いですしね。

　ともあれ、常日頃からなんらかの備そなえは必要だということでしょう。

　そういう備えがなかったばかりに、東日本大震災では、取り返すのに何年もかかるような甚じん大だいな被害を蒙こうむったわけですから。

　などといつになく真面目に語ってみましたが。

　結局、喉のど元もと過ぎればすぐに熱さを忘れるのは日本人の国民性なのでしょう。




　それはさておき２。

　来週、スキーに行く予定です。

　せっかく札幌に越してきたのにスキーに行くのが年に一回だけというのは、なんだかなぁと思わないでもないですが、まぁそんなものですよね。

　年に一度のスキーだからこそ、楽しく滑ってきたいと思うわけで、このあいだのような強風に見舞われないといいなぁと願っています。

　じっさい、北海道の東で停滞する低気圧って、中心気圧が台風並みに発達することがありますからね。

　そうなったら、ゴンドラなんか、すぐに停止です。

　せっかく行ったのに滑れなかった、という事態だけは避けたい。

　結果がどうだったかは……次巻のあとがきでご報告。




　というところで、恒例の今後の予定など……と思いましたが、その前に宣伝。

「ものぐさ寝猫の怠惰な探偵帖」が二月に発売になります（した）。

　ゆるガチ──緩い日常パートとガチな剣けん戟げきシーン──から成る、という造語です──お気楽愉ゆ快かいな現代チャンバラ三角関係トライアングルラブコメディです。

　作者が習った居合の経験も活かされてますので、よかったら読んでやってください。




　さて、一月、二月、三月と立て続けに四冊出ましたが、ここで少し間まが空いて、次は六月の予定です。

　たぶん「ロムニア帝国興亡記」（富士見ファンタジア文庫）の三巻が六月二十日に。

　きっと「夜姫と亡国の六姫士」（ファミ通文庫）の四巻が六月末に。

　おそらく「ものぐさ寝猫の怠惰な探偵帖」（ファミ通文庫）の二巻が七月末に。

　そんなスケジュールで発売になるのではないでしょうか。

　そのあとは……夏のあいだに「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」（ＭＦ文庫Ｊ）の六巻が出せればいいなぁ、というところです。

　今年の前半だけで六冊。

　まったく余裕のないスケジュールになってしまいましたが、後半は……後半もあまり変わらないのかなぁ？

　どこかで新作も仕込みたいのですが。

　では、次は六月の「ロムニアⅢ」と「夜姫Ⅳ」でお目にかかりましょう。




　舞阪百貨店別館営業中→benten99@maisaka100ka.sakurane.jp

　あまり呟いてませんが、ツイッターもやってます。








二〇一四年二月吉日　舞阪　洸こう
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普段はゲーム原画やらイラストやらをやって過ごしております。しかも非常にゆる〜いテイストのものばかり描いていますので、今回のように戦争とか起こっちゃう話をいただいた時にはびっくりしてしまいました。何はともあれよろしくお願い致します。おっさんとかクマとかもいるよ！
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